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猫マオ猫マオ……花はな街まちの薬くす師し。薬と毒に関して異常な執着を持っている。十九歳。花街の妓ぎ女じょと軍師羅漢の娘。
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羅ルォ門メン……猫猫の養父、羅漢の叔父。偉大な医官だが、突き抜けた不幸属性。




里リー樹シュ妃きさき……後宮の四夫人の一人。気弱な薄幸の娘。十六歳。




阿アー多ドゥオ……元四夫人。男装の麗人。




玉ギョク葉ヨウ后きさき……皇帝の正室。西都出身で、玉袁の娘。赤毛碧眼の胡姫。




やり手婆ばばあ……元妓女で現在緑ろく青しょう館かんを仕切っている老婆。とんでもないけち。




三姫……緑青館にいる売れっ子妓女三人。白パイ鈴リン、梅メイ梅メイ、女ジョ華カ。




趙チョウ迂ウ……子シの一族の生き残りの子ども。半身が麻痺し、昔の記憶をなくしている。絵が得意。




右ウ叫キョウ……緑青館の男衆頭。中肉中背で目立った顔だちではないが、気が利くので妓女たちにもてる。




左サ膳ゼン……元農民で子の一族の乱のあと、都へと逃げてきた。現在、薬師の修行中。




梓ズー琳リン……緑青館の禿かむろ。話すことができない。趙迂の子分。




玉ギョク袁エン……玉葉后の父。西都を仕切る高官だが、まだ皇帝より『名』をもらっていない。




卯ウ柳リュウ……里樹妃の父。里樹妃に愛情を与えることなく育ててきた。
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序　話




　今宵も底冷えする夜だ。

　壬ジン氏シはぱちぱちと爆ぜる火鉢を見る。横には馬バ閃センが、炭を足していた。

　西都の夜は寒い。昼の暑さとは打って変わり、この寒暖差に体調を崩す者もいよう。砂地の夜にはまだ慣れそうにないが、今の壬氏にとってその寒さはむしろ好都合だった。

　壬氏は、憂いを帯びた顔で長椅子カウチに横たわっていた。卓テーブルの上には、柑橘の蜂蜜漬けを湯で割ったものが用意されている。喉が渇いていたが、それを口にする気にはなれなかった。唇に残った余よ韻いんをまだ消す気になれなかったからだ。

　壬氏は半渇きの唇を撫なでる。半時ほど前、そこに確かに触れていた何かを確かめるようになぞる。体が熱っぽく、同時にもやもやした気分が晴れない。

　目を瞑つぶればまざまざと頭の中に浮かんでくる。

　壬氏を上から見下ろす顔、光源はほぼ星明かりのみ。よく見えなかったのに、やけに鮮明に覚えている。普段、けだるげに開いた目はほの暗く、しかし、その唇は湿っぽく濡れて輝いていた。濡れた先には、糸がつながり、そしてぷつりと切れる。その行為が終わったことを示すそれに、壬氏は惜しい気持ちを持ちながら、同時にほっとした。

　そして、後悔した。

　相手は、まだまだ余裕があった。頬ほおを赤らめることも、羞恥で目を背けることもなかった。ただ、己が下にいる男を冷静に見つめ、そして、唇をぺろりと舐なめた。切れた唾液の糸は舐めとられる。余よ韻いんを味わうわけでもなく、何事もなかったかのように、その痕跡を消し去った。その小さな身体は、倍はあろう壬氏の身体にまたがり、その手は壬氏の心の臓の上に置かれていた。一方的に、壬氏の心音は相手に伝わっていた。

　どくどくと大きく早く打つ心臓を感じ、相手はどう思ったのか。

　それは一目瞭然だった。髪が風に流れ、涼し気に揺れる。目を細め、じっと壬氏を見ていた。艶やかな唇は弧を描いていた。

『あら、もう終わりですか？』

　何も言っていないのに、そう聞こえた気がした。余裕を残した笑みだった。

　それは、壬氏の負けを意味していた。

　思い出したことで、壬氏はゆっくり肩を落とすしかない。

　反撃しようにも、薬屋の娘は何事もなかったかのように「失礼しました」と去っていった。娘の従兄殿に呼ばれたようで、ここにはもう用がないと言わんばかりに。

　蚊に刺されたほうがまだ反応があっただろうに。

　犬に噛みつかれた以前の問題だ。

　現実に戻り、壬氏は大きくため息をついた。

「壬氏さま、やはり体調が優れないのですか？」

　壬氏に対して、従者の馬バ閃センはそんなことを言った。違うと否定すれば何があったのか追及するだろうし、そうだと肯定すれば看病すると言い張り部屋を出て行かないだろう。

　こういう時は、一人にしてもらいたいのに、どうしてそういうところは父親の高ガオ順シュンに似なかったのだ、といつも思う。妙に察しが悪い。

　しかし、この馬閃も今日はどこか雰囲気が違う。なんだか顔色がやけに赤い。血色がいいというより、興奮して染まっているのに近い。獅し子しを殴ったためだろうか。その右手はさらしで巻かれている。鉄格子を握っていた手は炎症を起こしていた。薬屋の娘は目ざとくそれを発見すると、「折れてますね」と淡々と診断していたが、内心、あまりに鈍い馬閃に疑問を感じていただろう。

「……馬閃、おまえも今日は疲れただろう。早く休むといいぞ」

「いえ、そういうわけにはいきません、あんなことがあってすぐです。何かあってはいけません」

　生真面目に言うが本当に、こういうところは読み取ってほしい。

　壬氏は蜂蜜湯を手に取ると、口に入れることなくただ手のひらを温めた。壬氏が寝間着に着替え、寝台に入ったところで馬閃はまだ部屋を出ないだろう。部屋にもう一つある長椅子には、枕代わりの坐[image: ]クッションが置かれている。

　壬氏は眠れなかったが、馬閃もまた眠れないようだった。

　大きな獣を殴り倒した興奮か、それともまったく別のものだろうか。いつもの眉間のしわに、さらに唇がぎざぎざに歪ゆがめられている。何かを思い出し何度も瞬きをしては、突如首を振って否定している。挙動不審この上ない。

　人間は不思議なもので、他人が自分以上に何かうろたえていると妙に冷静になるものだ。

　壬氏は大きく深呼吸をする。このままではいけないと、心を落ち着かせることにする。今宵の宴は終わったが、明日もまた会談は残っている。

　ただ、頭を整理させるために、自分一人でただ籠もるのではよくないと考えた。

「馬閃」

「どうしましたか、壬氏さま」

　馬閃は壬氏と仮の名を呼ぶ。壬氏もまた、それが気楽でいい。子どものころのように本来の名で呼んでくれないのであれば、この名を使ってくれたほうが良い。

「駆け引きが上手くいったことはあるか？」

　正直、馬閃を相談相手に選ぶ時点で、間違っている。だが、答えなど求めていない。自問自答で終わらせると、ただ頭の中で空回りしてしまいそうなので口に出しているだけなのだ。意味がわからなくても、適当に相あい槌づちだけ打ってくれればそれでいい。

「ええっと、どんな？　こちらに来てから多数あったと思いますが」

　確かに西都に来て、多くの女たちが壬氏に話しかけてきた。そのどれかと言われると、さすがに口にしたくない。

「皆まで言うな」

　馬閃が眉間にしわを寄せる。

「私は、壬氏さまの立場ではありませんし、そういう場面にはあまり立ち会わないもので。今後は否応なくあるかもしれませんが」

　今はなかろう。壬氏が後こう宮きゅうに入ってから、会うのは年に数度程度だったが、それでも気心の知れた乳兄弟だ。この男は、女人に苦手意識を持っている。女らしければらしいほど、接触を嫌う。薬屋の娘に対して比較的会話が成立するのは、そういう面では意識されていないことを示すが、それはいいのか悪いのかなんだか複雑な気分だ。

　女嫌いというわけではないが、馬閃のそれは奴の幼いころの影響が強く表れていると言える。奴特有の体質ゆえにあった不幸が原因だ。

　壬氏の問いかけに、馬閃は顎あごを撫なでた。

「相手によるとしか言えませんね。私にも苦手な者がたくさんいますので。その状況にもよります。相手がどんなに上手であろうとそれで流れが変わることもありますし、逆もまたしかり。壬氏さまの場合、一度に多数の相手をするので、負担は大きいのでしょう」

「一度に多数とは、買いかぶりすぎだ」

　思ったよりまともな答えが返ってきた。色狂いのような言い方をされて、苦笑いを浮かべる。そういえば、ここ最近、高順に代わり花街へと出向くことが多かったが、何か経験を踏むことでもあったのだろうか。商売上手なやり手婆ばばあがいるあの娼しょう館かんだ、馬閃にすすめることも無きにしも非あらず。

　壬氏は複雑な表情で馬閃を見る。

　確かに緑ろく青しょう館かんは高級娼館なので、妓ぎ女じょの質も高い。女らしい女が苦手だが、その割に女に対して理想を持つ馬閃だ。教養が高く、なおかつ男を手玉に取ることが得意な妓女に誘われたら案外ころりと行くのかもしれない。

　壬氏はごくりと飲み込む。

「……馬閃、おまえ、緑青館で何かあったのか？」

「い、いきなり何を言い出すのですか!?」

　あからさまに慌あわてる馬閃。この男は嘘が苦手だ。正直、政まつりごとの面では補佐として秀でているとはいえない。ただ、その性格ゆえ壬氏は落ち着くところもある。

「何もありませんよ。それに私とてやるときはやりますから……」

　やるときはやる、という言葉は妙に不安になるが、確かに馬閃はやるときはやるのだ。それは認めてもいいだろう。

　壬氏は、乳兄弟の認識を改めねばならないと、もう一度唾液を飲み込んだ。

「そういう壬氏さまこそ、どうしたのですか？」

「いや、どうしても勝ちたい相手ができただけだ」

　壬氏は言いにくそうに言った。一度に多数などと器用なことはできない。買いかぶらないでもらいたい。

「己のほうがなんだかんだで上手だと思っていた。相手は、机上でこそ口が立つだけだと、実践では俺のほうが上だと過信していた。それが、ぽっきりと打ち砕かれて、惨めに参っているところだ」

　これでも多少は自信があった。六年後こう宮きゅうにいた。その間に、声をかけてきた女官は数知れず、それを常に上の立場から扱ってきたのだ。女とは手のひらの上で転がるもの、そんな尊大なことも思っていた。

　馬閃は壬氏の言葉に対し、神妙な顔をしていた。

「そこまで言うのであらば、よほどの手て練だれですね」

「……ああ」

　さすがに相手が誰かまで気付いていないのは幸いだった。

「些さ細さいなことで、喧嘩になってしまった。こちらから仕掛けて、そして完敗だ」

　馬閃は一瞬首を傾げて、「ああ」と一人納得した顔をした。

「完敗……って、そちらですか。そんな鞘さや当あてがあったのですか。どんな無礼な奴ですか」

　意外なところを突いてくる。恋の鞘当てという言葉を馬閃が知っていたなんてと言えば、さすがに莫ば迦かにしているだろうか。しかし、あの陸リク孫ソンといっただろうか、優男に見えて侮れない。さすが、軍師羅ラ漢カンの直属の部下だが、壬氏の倒すべき相手はそちらじゃない。

「壬氏さまに敗北を認めさせる者が、あの宴の中にいるとは」

　心底思いつめた顔で馬閃がつぶやく。

「世辞は止せ。自分がまだ若輩なのはわかっている。相手は柳のようで、まるで暖簾のれんに腕押しするようにいくらぶつかっても堪えた様子はない」

　問題は、その未熟な己をどうするかだ。方法としては実践を積むしかなかろう。

　しかし、それを行うのは事が事だけに躊躇ためらわれる。他の女性を相手にするわけにもいかず、だからといって後腐れがないからと娼館に通うのも違う。

　そんな壬氏に対して、思いがけぬことを馬閃は言い出した。

「私では何かの役に立ちませんか？」

「……いきなり何を言う」

　壬氏は持っていた湯飲みを落としそうになった。

　こいつは正道ノーマルだったはずだ、それは壬氏も知っている。まさか、こんなことを言うはずがないと思っていたのに。しかし、馬閃は続ける。

「私では、正直、実力不足なのもわかっています。技量では壬氏さまのほうが、上だということも十分理解しております。ただ、それでも何もせずもやもやと考えているよりは、ずっと前進できるのではないかと、進言させていただきました」

「馬閃……」

　確かにそうだ。そして、相手が馬閃ならある意味、無効ノーカウントではなかろうか。それを見越して言ってくれているか。いや、でも、待て、なにか違うぞ。

「技量はともかく体力と打たれ強さには自信があります」

「体力……、いや、そこまでは、さすがに」

　さすがにそれ以上は相手にすることはできない。さすがに引く。もしかして、緑青館で変な遊びを教えてもらったのではと不安になる。これは高順に報告しておくべきだろうか。

　しかし、馬閃の目は、真しん摯しに壬氏を見ている。先ほどまで、妙に熱っぽかった顔が違う意味で興奮しているようだった。

「練習として割り切っていただければ問題ありません。当人ではないのですから、あくまで想像イメージで訓練すればいいのです」

「……」

　壬氏はしばし考えて、そして動き出す。湯飲みを卓テーブルの上に置き、長椅子カウチから立ち上がる。

　ゆっくりと馬閃の前に立つ。

「移動されますか？　ここでは手狭ではありませんか？」

「いや、ここで十分だ」

　寝台を使うわけでもない。誰にも見られたくないので、この部屋の中で終わらせるほうがいいだろう。

　二寸ほどばかり壬氏より低い馬閃。あと七寸ほど縮んでくれないかと考える。

　壬氏の顔が近づくにつれ、馬閃は反対に後ろに下がっていく。なんだろう、これは、なかなか本人によく似た対応ではないか。

「壬氏さま？」

「いいぞ。そのままで」

「ええっと、相手は無手でしょうか？」

「無手だな、こちらも無手だ」

　そういえば道具を使うという行為があると知っているが、まさか、馬閃がここで言い出すとは思わなかった。やはり、花はな街まちで変な遊びを教えてもらったに違いない。高順には教えないほうがいいかもしれない。

　そうなると、壬氏もまた躊ちゅう躇ちょがなくなる。下手に気を使わなくて済む。

　壬氏が近づくにつれて、馬閃は間合いを取っている。薬屋の娘ほど、ひょうひょうとした動きではないものの、武人らしい機敏な動きだ。

「壬氏さま？」

「相手は基本仕掛けてこない。ただ、やられたことを返すだけだった」

「それで壬氏さまを……」

　馬閃が戦々恐々とした顔で壬氏を見返すころには、もう背中に壁が迫っていた。壁に追い詰めることは今まで成功している、これは得意だと言っていいかもしれない。

　馬閃の背中が壁に触れるか触れないかのところで、壬氏はどんっ、と壁に手を置いた。

「じ、壬氏さま」

「静かにしていろ」

　そこにいるのは乳兄弟ではなく、倒すべき相手だと壬氏は想像を固める。言葉が足りないのに、妙なところで達者になるその口がわけのわからないことを続ける前に壬氏は攻めていくしかない。空いた手で顎あごをつかむと親指で下唇を押さえる。

「じ、じん……」

　馬閃が真っ青になっていた。よく見ると全身から脂汗がにじんでいる。

　自分から誘ったわりに、全然平気そうではないじゃないか。むしろ、想定外のことに慌あわてているとしか思えない。

　もしかして、なにか決定的にはき違えているのではなかろうか。

　そう気付こうとしたときにはもう遅かった。

　二人とも緊張していたのかもしれない。部屋の外で何か話し声がしていることにまったく気付くこともなかった。ばんっ、と大きな音とともに部屋の入口が開け放たれる。

「久しぶりに酒を飲もうか、実は面白い獲物が網あみに……」

　凛とした中性的な声が響いた。

「あっ、阿アー多ドゥオさま！」

　慌てふためく護衛を押しのけて入ってきたのは、男装の麗人だった。すでに、酒を飲み出来上がっているらしく、酒精アルコールの匂いがぷぅんと漂ってくる。後宮にいたときからそうだった。壬氏になにかと酒をすすめてくるのだ。酔っているのか、いささか強引な侵入だ。

　しかし、今の状況はかなり具合が悪かった。

　壬氏は壁際に追いやった馬閃に覆いかぶさるようにして、唇を撫なでていた。どう見ても、恋人を愛でる構図である。馬閃の顔が真っ青になって、じわりと汗がにじんでいた。

　阿多を止めようとしていた護衛二人が目を手で覆い、指の隙間から見ていた。

　阿多は阿多で目を見開き、口をぽかんと開けていた。

　「……花を選ぶとは限らなかったな。そうだ、私は勘違いしていたようだ」

　それだけ言うと、そのまま後退し、扉を閉めた。

『……』

　しばしの沈黙の後、深夜の楊ヨウ邸に男二人の叫びが木霊こだました。










一話　西都　四日目







　帳カーテンの隙間からこぼれる光で、猫マオ猫マオは重い瞼まぶたを開けた。洒落た天蓋のついた寝台と、からりとした空気、それから見事な調度はここが都の住まいじゃないことを改めて思い出させてくれる。

（寝足りない）

　瞼をこすりつつ、猫猫は身体を起こした。夜は寒いので、布団を何枚も重ね、毛皮ものせているが、太陽が昇るとともに暑苦しくなる。すでに、上掛けの一枚は床に落ちていて、猫猫の足は布団から飛び出していた。

　深夜、なぜか大きな叫び声が聞こえた気がするが、そのせいで一度目が覚めて睡眠が浅くなった。誰だろう、迷惑な輩やからがいるものである。

　朝食はそろそろ運ばれてくるはずだ。わざわざ皆で集まって食べることがないのは気楽でうれしい。おそらく、客人の二日酔いを考慮した結果だろう。下女が来る前に着替えておこうと、寝間着を脱ぐ。服は、衣装棚に入れられたものを勝手に着る。

　今日の衣は、何の変哲もない襦裙スカートと半はん臂そでで、涼し気な襞ドレープを半臂の下につけた。通気性がいい服だが、襟や裾に刺繍が施してあるのが西都風といえよう。卓テーブルの上には、銀の簪かんざしが置いてある。

（……）

　猫猫はそれを付けずに、ただ髪紐を結んで髪を束ねた。一応、なくさないように懐に入れておく。いつも通り、胸には薬やさらしなどをまとめた布包みを入れているので、その中にしまう。

　着替え終わるとちょうど、こんこん、と扉を叩く音がした。「どうぞ」と言うと、荷車に朝食をのせて持ってくる。今日は、昨日の宴のことも考慮してか、いつもよりあっさりした献立メニューだった。

　白粥を二口ほど食べて、残りは黒酢でいただこうかと思っていたときだった。扉を叩く大きな音が聞こえる。猫猫は粥に黒酢を入れて一口食はんでから、面倒くさそうに「どうぞ」と言った。

「返事に間があった気がしたが」

　入ってきたのは、馬バ閃センだった。もう一人男が付いているが、壬ジン氏シではない。

　何とも言えない気持ちのまま、猫猫は粥を飲み込んで知らぬ顔をする。

「気のせいです」

「朝食中だったか」

　だからとて帰る気はないらしい。なにかあったのだな、と猫猫は察する。

「どうしました？」

　箸はしをおいて猫猫は馬閃を見る。馬閃の右手はさらしでぐるぐる巻きになっていた。昨晩、猫猫が手当をした怪我けがだ。昨夜は興奮していたのか、骨が折れて真っ赤に腫はれているのに平気な顔をしていた。鈍いにもほどがある。

　馬閃は一呼吸置いて、懐から布包みを取り出した。卓の上で開けると、さらに油紙で包まれていた。それを広げた瞬間、猫猫はのけぞり鼻をつまんでしまった。

　そこには、陶器の瓶があった。それから強烈な悪臭が放たれている。

「……これ、もしかして香水ですか？」

　嗅かいだことがある臭いだった。それは、昨晩の宴の際、里リー樹シュ妃が放っていた臭いである。

「これは、どこに？」

「それがな」

　馬閃が複雑そうな、それでいて怒りを押し殺した顔をする。

「阿アー多ドゥオさまが持ってこられた」

「なぜ阿多さまが？」

「阿多さま付きの護衛がたまたま見つけたという。深夜、里樹妃の異母姉の侍女が持っていた。外に散歩に出ていたようで、なぜか、野良犬に追いかけまわされていたところをたまたま保護したらしい」

（たまたま保護ねえ）

　偶然、そういう場に居合わせる確率はどのくらいなものだろうか、何よりこんな都から遠い地で、たとえ侍女であろうともそうそう出歩くものだろうか。

　最初から、怪しい人物の周りに監視をつけていたと考えたほうが合理的である。ただ、それをわざわざ口にする必要はない。

「野良犬はやけに興奮して、他の者がいるのに目もくれず侍女に襲いかかっていた」

「その原因がこの香水にあると」

　猫猫は鼻に手ぬぐいを押し付けたまま、香水の瓶をつまむ。陶器製なので、それほど珍しくもない。香水瓶として使うには洒落っ気も何もないもので、出所を探すのに苦労するだろう。

「そうすると、昨晩、里樹妃にかけられていた香水は、異母姉のものであると考えてよろしいのですね。そして、この香水には獣を興奮させる作用があると」

「十中八九間違いなかろう」

　嫌がらせのために購入したと考えたら、あの異母姉のことだ、やりかねない。だが異母姉は消したいほど里樹妃を恨んでいたのだろうか。そして、そういう動機があったとしても、異母姉とその侍女だけで、獅し子しの檻おりに細工ができるほど伝手があるとは思えない。

　父親である卯ウ柳リュウが手伝ったと考える。それもまた、疑問が残る。やるとすれば本当に回りくどいのだ。もっと簡単な方法がいくらでもあっただろうに。なにより弊害リスクのほうが大きすぎる。そう思いつつ、念のため確認をしなくてはいけない。

「つまり犯人は異母姉という認識ですか？」

「……そうとは言い切れない。が、今のままではそうなってしまう」

　曖あい昧まいな物言いだ。馬閃に珍しい話し方だ。もっと直情的に、「罰せられるべきだ！」と声高らかに言いそうな性格なのに。

「異母姉は、悪戯いたずらのつもりでやったと言っている。香水も、数日前に街で知り合った相手から譲ってもらったと言っていた。悪い虫が寄ってくるから嫌がらせに使えると言われたという。獅子をけしかけるつもりなどなかったと言っているが……」

　里樹妃への悪意は認めている。しかし、獅子までけしかけていない。そこを考えてみるとどうなる。

「もし獅子の檻に細工をしていたのであれば、それは悪戯ではすみませんからね」

　その上、あの場には里樹妃以外にも重鎮がたくさんいた。つまり、彼らも含めて危険にさらしたということになる。妃だけを狙ったものなら、まだ誤魔化しがきいただろう。身内ということもあり、その点の裁量は里樹妃にゆだねられる点が大きい。無罪になるとは言い切れないが、軽く済むかもしれない。

「ああ、このままでは、異母姉のみならず卯柳殿や里樹妃にも火の粉が降りかかる」

「降りかかるどころで終わりますか？」

　むしろ炎上だ。今回の宴は他国の有力者がたくさん来ていた。国際問題にもなりかねない。異母姉一人処分などと甘いことはないだろう。

　猫猫の確認するような言葉に、馬閃は苦虫をかみつぶしたような顔をする。

「なぜ、里樹妃はあのような目にばかりあうのか？」

　質問のような、自問のような言葉に、なんと返せばいいだろうか。猫猫は黙っている。

（もとがそういう生まれにあるのかもしれない）

　運命などという言葉ですべて片付けるのは嫌いだが、少なからず人によってついている、ついていないがあると思う。なにより猫猫は養父の羅ルォ門メンを見てそう感じる。誰よりも優秀で、誰よりも賢いのに、なぜか運にだけは見放されている。宮廷に戻り医官として働き始めた羅門だが、おかげでちょくちょく狐軍師がやってきて仕事の邪魔をしているらしい。文ふみにすら書くくらいなのでかなり辟易しているのだろう。この間は、薬棚をひっくり返されたと書いてあった。どうしたらそうなるのか、本当に不思議でたまらない。

「あのままではあまりに可哀そうではないのか？」

（やけに肩を持っている）

　猫猫は、それを口に出さないようにする。気付いてはいけない何かに気付いてしまえば、面倒くさいのはなにより猫猫自身だ。

　ただ、妃には妃で問題があると言えばある。彼女は基本、流されるだけなのだ。そのように育てられ、そのように生きてきたのだから、そうならざるを得なかったのはわかる。ただ、猫猫は花はな街まちに自ら妓ぎ女じょになりにきた娘を思い出した。父親のもとにいては駄目だと見切りをつけ、妹を食わせていくために、自分が泥沼から這い上がるためにやってきた。なんだかんだで、猫猫はそういう性格が嫌いではなかったりする。

（あれの半分の気概があれば）

　異母姉にいじめられることも、後こう宮きゅうで莫ば迦かにされることも減っただろうと猫猫は思った。

　さて、前置きはこれくらいで、馬閃が猫猫のもとにやってきた理由を聞かねばならない。

「それで、私はなにをすればよろしいのでしょうか？」

「……ああ」

　馬閃は懐から紙を一枚取り出した。人相書きのようだが、猫猫は首を傾げてしまう。

「これ、意味があるのでしょうか？」

「だから困っている。この女から香水を譲りうけたと言った」

　そこに描かれている人物は、たしかに女のようだった。どういうことかと言えば、顔は紗ヴェールに包まれて目元しか見えない。そのため、全身図を描かれている。服の特徴だけはしっかり描いてあったが、そんなものは着替えればいいことだ。

「商人ですか？」

「いや、街中で買い物をしているときに話しかけられたそうだ」

（街中でねえ）

　猫猫は疑問を抱きつつ、馬閃の話を聞く。

「女は香水を扱う商人だといっていろんなものをすすめてきたらしい。その中の一つが、これだという」

　殿方を引き付ける香水だが、使い方に気を付けろと。原液のままだと臭いがきつすぎる、それを利用して悪戯いたずらに使う人もいると話していたという。嫌がらせの件くだりもここから来たようだ。

「その説明だとなんとも曖あい昧まいですね」

「そうだ。何とも言えない。なにより、その香水売りを見つけるのも難しいだろう」

　猫猫は目を細めて人相書きを凝視する。西都風の衣装は砂埃を防ぐため露出が少なく、身体的特徴は見えない。

　しかし、猫猫は目ざとくある一点に気が付いた。

「この人相書き、服は簡素に描かれていますのに、履くつの装飾だけはやたら細かく描かれていますね」

　猫猫の言葉に、馬閃もじっと紙を見る。

「そういえばそうだな。あと、身体の大きさに比べ足の大きさがおかしいような」

　体全体はごく普通に書かれているのに、足だけは歪曲デフォルメされたかのように小さい。

「……もしかして、これ纏てん足そくをしているんじゃないでしょうか？」

「纏足か？」

　纏足、つまり足の大きさを無理やり小さくする行為だ。後宮でも一部の女官がやっていた。北部に多い風習だが、こちらではどうだろうか。異母姉は深く考えなかったのは、さほど纏足など珍しくなかったからかもしれない。

「もう一度、人相書きについて確認してもらえませんか」

「わかった」

　人相書きを持って馬閃が部屋を出ようとしたとき、何を思い出したのか猫猫のほうへと振り返った。

「ところで」

「なんでしょうか？」

「昨晩から壬氏さまの様子がおかしいが、何か知らないか？　普段なら直接こちらに来ると思うのだが、私にこのように頼んできたのだ」

「……」

「何か勝負事をしていたとか聞いていないか？」

　猫猫はそっと目線をそらした。そうだろう、頼まれなければいつもなら馬閃がこうやって猫猫のもとに来るはずがない。

「さあ、長旅でお疲れなのかもしれませんね」

　と、しらばっくれた。




　馬閃からの報告は四半時さんじゅっぷんと待たずして返ってきた。

　異母姉はしつこく「私は関係ない、そんなつもりはなかった」と侍女とともに話していたらしいが、正直猫猫には関係ない。馬閃はそれについて大変腹立たしかったらしく、鼻息を荒くして帰ってきた。

「言う通りだった」

　やはり、纏てん足そくをしていたようで、独特の形をした履くつが頭に入っていたという。口に出さずとも印象に残る部分は、無意識に人相書きを描く際に説明を細かくしていたらしい。

「纏足をしているのであれば、ずいぶん絞り込めるな」

「もう数人に絞られると思いますよ」

「本当か？」

　この国では纏足の風習は北部に偏っており、西方では逆にほとんどなかったはずだ。なので、西都で纏足をする者は、北部出身者に限っていいだろう。もしくは、数世代以内にこちらに移り住んできた者たちか。

「家が元々そういう風習を持ったところの者でしょうね」

　それに対し、馬閃は怪け訝げんな顔をした。

「一つ聞くが、旅人という可能性も考えられないか？」

　猫猫はそれに対して首を振った。

「もしそうであれば、里樹妃のときのように手厚く移動に気を使った良家の子女でないと難しいでしょうね」

　西都までの道のりは長い。纏足という足を歪いびつに変えられた状態では、砂の大地を踏んで歩くのも難しい。猫猫も馬車でほぼ移動していたが、要所により馬車を降りて歩くこともあった。纏足とは、幼少のころより足を無理やり縮めて、なおかつ、大きくならないように生涯縛り付けないといけない。足を数日おきに消毒するので、纏足をした妓女のために酒精アルコールを売ることもあった。

　というわけで、西都に生まれてそこで纏足を受けた者、その風習を続けているとすればそれなりに大きな家ではないだろうか。

「それは間違いないのだろうな？」

「責任は持てません。私は与えられたものに対して、一番可能性が高いものを示唆しているだけです」

　完璧を求められても困る。もし、正解しか許されないのであれば、猫猫は口をつぐんで何も知らないと言い張るしかできない。

「……わかった」

　仕方なく返事をして、馬閃が出て行った。

　猫猫はあくびをして、また寝なおそうかと寝台に座る。

（完璧じゃないんだよね）

　猫猫にもいくつか疑問に残ることがあった。あの高飛車そうな里樹妃の異母姉が、初対面の人間に対して、世間話をしてなおかつ買い物までするのかということ。

　それともう一つ。その香水売りがどうして異母姉のことを知っていたのかということだ。偶然というには出来すぎている。

（うむ）

　とりあえず、猫猫は睡眠をとることにした。眠たくては頭もあまり働かない。

　横になると、胸元に入れた簪かんざしが邪魔になった。取り出そうかと思ったが、目に見えるところにも置いておきたくない。

「……」

　猫猫は寝返りをうって反対側を向くと、そのまま目を瞑つぶった。










二話　浮かぶ花嫁　前編







　猫マオ猫マオの目が覚めたころはもう夕方になっていた。本当なら、今日は街で買い物をする予定だった。護衛を付ければ屋敷の外へ出てもいいという話だったが、昨晩の騒ぎでお流れになりなおかつそんな気分も薄れていた。

　眠るだけ眠ると、起きた後に残るのはなんともいえない倦けん怠たい感である。

（あっ）

　寝間着に着替えておけばよかったかなと、しわになった服を見て反省した。とりあえず乾いた身体を潤そうと水を飲む。水差しに入った水はぬるかったが、中に柑橘が入っていて爽快感があった。

（夕食はどうなるのだろう？）

　猫猫はとりあえず部屋の外に出るか、と裳スカートのしわを伸ばした。申し訳程度に見た目を繕ったところで部屋を出る。

　するとちょうど廊下から壬ジン氏シと馬バ閃センがやってきた。

（……）

　猫猫は図太いと思われているが、さすがにこの時点では気まずいという認識がある。昨夜、壬氏に仕掛けるだけ仕掛けておいて、羅ラ半ハンに呼ばれたことを理由にさっさとおいていってしまったのだ。だからと言って、再び部屋に隠れるような真似はできない。

　近づいてくる壬氏の顔は妙に険しかった。まるで高ガオ順シュンのように眉間に深いしわを作り、目が据わっている。そして、その視線の先は猫猫にあるようだ。それも一瞬のことで、平静の顔に戻る。そばにいる馬閃はやはりおかしいというように、困った顔で壬氏を見ている。

　壬氏は、かつかつと足音を立てながら近づいてくる。

（この場合、どうすべきだろうか）

　考える間もない。とりあえず猫猫ができるのは、そのままいつものように接することくらいだ。

　猫猫は頭を下げ、そして上げる。

「どうかされましたか？」

　本来、下女であれば壬氏が話してから口を開くのが正しいやり方だろう。ただ、今回の場合は、先に猫猫が口を開いたほうがいいと考えた。

　壬氏は唇を歪ゆがめている。なにか複雑な表情がにじみ出ているが、それは周りから見て気付くか気付かないかというところだろう。

「急だが、すぐさま着換えて、一緒に出かけてほしい」

　壬氏はそれだけ言うと、猫猫を通り過ぎて行った。壬氏の後ろには、下女たちがおり、衣装の入った箱を持って頭を深く下げていた。

「はい」

　この場合、返事をするより他なかった。




　着替えたら、次は馬車に乗せられた。壬氏と馬閃もまた着替えており、すでに中で待っていた。

　猫猫はちらちらと周りを見る。今回は、羅半とともに行動するのが基本だったはずだが、単独で壬氏たちと行動してもいいのだろうか。

「呼ばれたのが私だからな。そのために、日程をそろえたというのなら、行かぬわけにはいくまい」

　壬氏の内情はともかく普通に話すだけの理性はあるらしい。こういうところは、ちゃんと大人で助かったが、一人称に含みがあって気になるところだ。

「どこへ行くのですか？」

「とある家の婚姻の宴だ」

　また、宴かと思わなくもないが、それもまた仕事なのだろう。

「断るつもりだったがめでたい席だからと、どうしても押し切られた。それに」

「それに？」

　壬氏は馬閃に目配せをする。馬閃は、先ほど猫猫に見せた人相書きを出す。

「婚姻する娘の家はもともと北方の出身らしい。戌イの一族が族滅された際、統治をするようにと呼ばれた家の一つだ」

　戌の一族は元々、西都を治めていた一族で、女帝の時代に滅ぼされたと聞いた。そうなると、数十年前にやってきたということか。

「娘の足は纏てん足そくだという」

　予測通りの答えが返ってきた。

「その娘以外には誰かいなかったのですか？」

　猫猫は助言した手前、そこのところをはっきりしておかなくてはいけない。思い込みで勝手に誰かを犯人扱いすることはできない。

「他にも数人いる。その娘の侍女も一人纏足だというが、問題はその結婚相手だ。砂シャ欧オウの者らしい」

「なるほど」

　獅し子しを持ってきたのは砂欧の者たちだ。ならば、檻おりに細工をすることもできるかもしれない。

「なにより、明日、その娘は旅立つそうだ」

　今日、婚姻の宴を行い、翌日、夫の国へと向かうという。

「ずいぶん早くないですか？」

「それを見越して日程を作った可能性もある」

　それで、猫猫を連れていく理由としては、なにかしら証拠を見つけろというわけだ。

「見つからなければ？」

「他の方法を考えねばならぬ。私の滞在期間が延びるかもしれぬ」

　それは避けたいと顔に現れている。ただでさえ、都を離れて一ひと月つき近く経っているのだ。皇弟としての仕事は、たまりにたまっているはずだ。

　それでも見つからなければ。

「卯ウの一族にも影響があるかもしれない。それは避けたいところだ」

「私にそれを見つける自信はありません」

　猫猫はそこだけはしっかりと言っておく。

「わかっている」

　そういう壬氏は窓の外を見るなり、それから猫猫のほうを向くことはなかった。




　到着した屋敷は、これまた水源オアシスの近くにあった。玉ギョク葉ヨウ后の実家とは違った趣がある屋敷で、どちらかといえば都風だ。建物や庭の造りが、都のそれとよく似ていた。

　門を抜け、石畳を進んでいくと、まず両側に水が流れている。柳があちこちで涼やかに揺れ、赤塗りの柱と黄色の屋根の四阿あずまやが点在している。広い池には蓮の葉が浮かび、水面に時折波紋がおこっている。小石が水路に落ちると、ばしゃばしゃと大きな音を立てて魚が跳ねる。

（鯉か）

　鯉は丈夫な魚だ。しかし、こんな乾燥地でも飼育されているとは、と猫猫は感心する。

「戌イの一族の遺産か」

　贅をつくしたため滅ぼされた一族、その後釜としてやってきたのなら、そのまま、その屋敷に住むこともあろう。

　確かに立派だが、どこか物悲しい感じがする。玉葉后の実家、玉ギョク袁エンの屋敷は活気があったが、ここはどこか静かだ。

　池にかけられた橋を渡る際、前から恭うやうやしく頭を下げる人物がいた。

「お出迎えが遅れて申し訳ありません」

　そういって丁寧に挨あい拶さつをしている。どうやらここの家主のようだが、小太りの少々頭髪が後退した人物だった。その後ろには、奥方らしき女性がいる。その足は小さく、奇妙な形の履くつに収まっていた。

「夜の君に祝ってもらえるなら娘も幸せでしょう」

（夜の君か）

　おそらく壬氏のことを言うのだろう。彼の本名を呼べる者はこの国では限られる。本来の名前に『月』がつくことがその呼び名の由来らしい。

「それでは奥の宴の席へ」

　そういって主人は、奥へと誘いざなう。

　四阿に毛もう氈せんが敷かれ、池には小さな舟と行あん灯どんが置かれてある。今は夕暮れだが、暗くなったら幻想的に見えるだろう。

「おい、こっちだ」

　馬閃が猫猫を呼ぶ。

　壬氏は主人の近くに、その横に玉袁がいた。彼もまた来客として呼ばれているのだろう。

「無理に話を通してもらったからな。本来は里樹妃が座る場所だった、少し外れの席になる。一人侍女をつけるので何かあったらそいつを使え」

　急遽、猫猫の席が設けられたのはそのためか。馬閃の後ろから、ごく自然に侍女らしき女がやってくる。

　女人は猫猫の他に数人いたが、どれも健康的な大きな足だった。主役の二つの席の一つは、髪色が明るい壮年が座っている。目鼻立ちもくっきりした、異国人だった。もう一つの席に、頭から緩やかな紗ヴェールをかぶった娘が座っている。真っ白な衣を着て、ただ人形のように鎮座していた。

（あれか）

　大人しそうな娘だが、それは猫をかぶっているのかもしれない。

　猫猫は酒を飲みたいのを我慢して、果実水ジュースを飲む。

　少し変わったのは屋外の夜宴といったところで、料理や音楽はこれと言って変わったものはなかった。宴については飽きてきたので、あまり細かく見る必要もないだろう。ただ、おいしく料理をいただきながら、花嫁を監視した。




（どうしたものやら）

　一応、連れてこられた手前、猫猫としてもなにか見つけなければならないと思っていた。しかし、どうするにも動きようがない。先ほど、一人に話しかけられてから、堰せきを切ったように話しかけられた。なぜかと言えば、おそらく壬氏の連れだということが気になっているのだろう。

　皆、笑顔で酒をすすめつつ、その眼の奥にはくすぶるものが見えていた。

　男の目には野心が、女の目には嫉妬が。

　もしかして、これが目的で連れてきたのではと思わなくもない。皇弟とともにやってきたということはそういうことだ。以前のように、侍女としてついてきているのではないのだから。

（やだやだ）

　昨夜のことは、特に気にせずいつも通りにやってもらいたいと思うのは猫猫のわがままだろうか。壬氏との関係は、今まで通り利用し利用される職業的ビジネスライクなままのほうがいい。

　それが、現状では猫猫の最善なのだ。

「ずいぶんと奥ゆかしい姫ですな」

「……」

　猫猫は頭から深く紗ヴェールをかぶっていた。ここ最近、花はな街まちらしい口の悪さに戻ってきたので、下手なことを口走らぬようつけてもらった侍女を介して話した結果だ。

（どうとでもとってくれ）

　そう思って視線を宴席の中心に移動すると、いつのまにか花嫁がいなくなっていた。猫猫の反応を感じ取ったのか、侍女が耳元で囁ささやく。

「化粧直しに行った模様です」

　猫猫も同じく厠かわやに向かおうかと、立ち上がろうとする。しかし、空気を読んでくれない人たちに囲まれてなすすべがない。壬氏たちのほうを見ても、同じようなものだ。馬閃も不愛想な面で女たちから酌しゃくを受けているが、その顔が赤いのは酒なのかそれ以外が原因なのか追及するのは野暮だろう。

　上手くはぐらかす理由を考えているうちに、ぱあんと大きな音が鳴った。猫猫は振り返り、周りの皆も音がする方向へと向く。

　池の中心、行あん灯どんをのせた舟が浮かぶ中、目に鮮やかな光が見えた。

　池を横断するように色とりどりの火花が散っている。大きな音の正体は花火だった。これも催しの一つだろうか。

「ははは、めでたい、めでたいぞ」

　酔っぱらった男が一人、四阿あずまやから千鳥足で出て行った。そして、何を思ったのか池の中に入ると、大きな鯉を両手に抱えた。

「めでたい、めでたい。これが鯛たいでないのが残念だ」

　そんなくだらない冗句ジョークを言いながらそのまま鯉を使用人に渡そうとする。

「これをさばいてくれないか？」

　そんな頼みをされて使用人は困惑する。困る使用人を助けたのは、この屋敷の主人で花嫁の父親だった。

「こらこら。姪のめでたい席だからとて、はしゃぎすぎるんじゃない。皆が見ているぞ」

「ははは、兄さん。いいではないですか」

「夜の君も呆れておりますぞ」

　振られた壬氏は笑っている。愛想笑いに違いないが、周りの者たちは、傷があれどまだ天女を思わせる笑みに惚けている。

「鯉が可哀そうだ。逃がしてやってくれないか」

　壬氏が言った。相手が皇弟だろうともうこの場は無礼講になっているようだ。都では考えられない。

　そんなやり取りを見て、周りは笑っている。捕まえられた鯉は、なんとか調理されずに池の中に戻された。しかし、鯉も迷惑だろう、花火を打ち鳴らしたり、捕まえられたりさんざんだ。猫猫は真っ暗な水面を見る。麺麭パン屑くずを落としてみたが、鯉はやってくる気配はない。この騒ぎで、移動してしまったのだろう。

　宴は酒が入ったため解放的になっていく。ただ、花嫁の帰りはまだだった。

　さすがに壬氏も気になり、娘婿もいぶかし気に空いた席を見ている。

「今宵の主役はさらに己に磨きをかけているのでしょうかな？」

　花嫁の叔父が化粧直しとかけて言った。

　さすがにそれは女性陣にはあまり受けなかったらしく、侍女たちが宴の場から出て行った。

　しばらくして、侍女の一人が慌あわてた顔で帰ってきた。顔を真っ青にしてなにやら動転している。うまく口が回らないようで、ただ池の反対側を指さしていた。

（これはこれは）

　きな臭い感じが漂うとともに、叫び声が聞こえた。

　何事か、と振り向くと侍女が指していた方向を見た客人だった。口をぱくぱく魚のように動かし、震える指先で空をさしていた。いや、空ではない、屋敷の隅にある建物、屋根を四つ重ねた塔が見える。その最上階に白いものがぼんやりと見えた。

「お、お嬢様が……ぶら下がって……」

　ようやく聞こえた侍女の声とともに、宴に浮かれていた者たちの顔が真っ青になる。

　白い影が、屋根にぶら下がり足をゆらゆらさせていた。白い花嫁衣裳、それが空に浮いていた。

「塔へ向かうぞ！」

　最初に動き出したのは、壬氏と馬閃だった。そのあとに、花婿や父親、叔父が続く。

　猫猫もまた、走って塔のほうへと向かう。

　緑の多い庭、水路に流れる灯とう篭ろうの光、花火の煙で目がかすむ。ぱしゃぱしゃと鯉がはねる音がする。

　塔は見えるのだが、道は一直線じゃない。木々や建物で遮られ、くねくねと曲がりながら走っていく。足元が灯篭で照らされていて道がわかりやすいので転ぶことはなかった。

　猫猫は一足遅れて塔の中に入り、階段を駆け上がる。息を切らしながら、最上階へと上がると、そこには切れてぶら下がった紐と呆然とする男たちがいた。

「探せ！　塔の下を探すんだ！」

　勢いよく降りて行ったのは馬閃だった。単純な性格だが、こういうときの行動は早い。

　皆がそれに倣ならって降りていく。壬氏は外を眺めている。高さは四丈（十二メートル）ほどだろうか。首を吊って、直後に紐が切れたとしたら助かっている可能性はあるのか。

（いや、ないだろうな）

　首が折れたにしろ、息が詰まったにしろ、そう長い間ぶら下がっていられない。揺れる紐の足元には小さな履くつがそろえて置いてあった。刺繍を施した白い花嫁の履だった。

「どう思う？」

　壬氏はぶら下がった紐とその下を交互に見る。紐は軒下に結ばれており、その先はちぎれている。視線を下げると重なった屋根が見え、ここから転がるように落ちたのだろう。

「わかりません」

　猫猫が素直に言うと、壬氏が笑う。

「私は花嫁にかまをかけた。その結果がこれだとしたら？」

　壬氏がつぶやいた。

　壬氏は、宴席の中心に座っていた。その際、花嫁に対して、なにか言うこともできただろう。うつむいた顔は、砂を噛かんだような表情をしていたが、それは一瞬のことだった。壬氏は顔を伏せたまま、そろえた履に背中を向ける。

「ひどい奴に思えるか？」

「……わかりません」

　ただ、壬氏は仕事をしただけだ。遅かれ早かれ誰かがやらないと、そのまま西へと逃げてしまう。それだけは避けたかった。

　うまく口が回らず、猫猫は無言になった。

「……行くぞ」

　冷たい声が聞こえた。

「はい」

　猫猫はゆっくりと階段を降りた。急な階段を降りながら一つ疑問を持ちながら。




　花嫁はすぐに見つかった。

　ただ、それは直視に堪たえない姿だった。

　白い衣は焼け焦げていた。不気味に折れ曲がった手足も黒く、頭はつぶれていた。ただ、その首にちぎれた紐がついており、足は歪いびつに折れ曲がった小さなものだった。

　行あん灯どんの油にまみれ焼け焦げた姿は、宴の酔いを醒ますに十分すぎるものだった。
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「面倒ごとばかり増えるな」

　憂ゆう鬱うつそうに言ったのは阿アー多ドゥオだった。本当なら、今日は阿多の買い物に付き合うはずだった。昨日に続き、今日も観光はなしだ。猫マオ猫マオも珍しい西都のものが買えると楽しみにしていたがそれを断り、地味な色合いの服に着替えている。まさかこんなところで葬儀に出る羽目になるとは、猫猫も思わなかった。

「おかげで今宵の宴はなくなるので、正直うれしいが、それはそれで不謹慎だな」

　茶をすすり、阿多が言った。毎夜続く宴に辟易していたのは、猫猫だけではないようだ。不謹慎なことを言ったところで、部屋には阿多と猫猫、それから翠スイ苓レイしかいない。普段、監視がついている翠苓だが、阿多といるときだけはそれが離れる。それで息抜きができるかと言えば、難しいところだろう。阿多もまた面白いものが好きな性格をしているので、生真面目な翠苓はからかわれているかもしれない。

「しかし、追い詰められて自殺なんてあっけなさすぎるな」

　花嫁は自殺という結論に至った。遺書が自室に残されていたためだ。自殺の理由は、遠い異国の地への不安のためと書かれてあった。和気あいあいと楽しんでいた宴とは一変し、それを見た花婿は逆上した。花嫁の父親につかみかからん勢いで怒鳴り散らした。そのほとんどが異国語で聞き取れなかったが、かなり口汚い言葉が混じっていたのだろう。西都の者には聞き取れたらしく、ただ悲し気にうつむいていた。

　遺書を見せてもらったが、筆跡は花嫁のものだった。

（追い詰められてなんて一言も言ってないんだけど）

　この元妃はどこか侮れない。だいたい香水を見つけてきたのも阿多の部下だ。玉ギョク葉ヨウ后と同じ空気を持っている。どこまで知っているかわからないので、猫猫も発言に気をつけなければ。

　花嫁は結婚が嫌で自殺した。塔で首を吊ったのは皆に見せつけるためであり、それが切れて地面に落下した。そこにたまたま灯とう篭ろうが置いてあったので落下とともに倒れ衣服に燃え移ったと。

　表向きはそうなっている。

　本当にそうなのだろうか。

　壬氏は自分がかまをかけたことで自殺したのでは、と考えているのだが、どうなのかはわからない。香水を里リー樹シュ妃の異母姉に渡した可能性は高い。けれど、確実ではない。

　曖あい昧まいなまま、猫猫は葬儀に行く羽目になった。いや、断ろうと思えばできただろうが、気になることがあった。

　壬氏も行く。本来、一地方官の娘の葬儀に出る理由はないのだが、花嫁の父親に懇願された。後から聞いたのだが、花婿が怒鳴り散らした内容は、『もう二度目だぞ！　次の花嫁は準備できるのか！』だったそうだ。

　あの場で花婿が騒ぎを止めたのは、壬氏や玉ギョク袁エンがいたからだ。

（二度目ねえ）

　円満そうに見えた婚姻の裏に何かがあるのは察することができた。

「そろそろ時間ですので」

　猫猫は椅子から腰を上げる。

「そうか」

　阿多は茶を置くと、猫猫をちらりと見た。

「……ついでで悪いのだが」

「なんでしょうか？」

　珍しく少し遠慮がちな阿多を見て、猫猫は首を傾げる。

「夜の君も行くとあらば、もちろん、あのお付きも行くのだな」

「そうでしょうね」

　一応、副官兼護衛の馬バ閃センだ。獅し子しを殴った勢いで、右手の指を骨折していたが、当人は不思議なほどぴんぴんしており、指があらぬ方向に曲がっているのに気が付いて大慌てになった。

「大丈夫なのだろうか？　たしか高ガオ順シュンの息子とは聞いていたが。どう思う？」

「……それについては、壬氏さまが決めることで、私が口を出す理由などありません」

　腕っぷしには問題がない、ただ、本人の中身がまだまだ熟成しきれていないだけだ。猫猫の場合、高順という存在を見ているのでそれと比べて評価が厳しくなっている面もある。

　護衛や補佐官は他にもいるので、馬閃一人に任せるわけではないから問題は無かろうと楽観視することにしている。

「口を挟む余地がないのか？」

　阿多は深刻な顔をしている。翠苓が空になった阿多の湯飲みに新たに茶を注ぐ。

「ええ、私がどうこうできるものでもありませんし」

「わかった」

　猫猫は不思議そうに阿多を見ながら、部屋を出た。




　本来ならもっと内密にすませたいところだが、ああやって大っぴらに周りに見られてしまったら葬儀も静かにはできない。

　死んだ花嫁の屋敷を見ると、白い服を着た女たちがぞろぞろと入っていく。紗ヴェールを被っていることから泣き女だろう。ずいぶんたくさん用意しているなあと、猫猫は見る。家の周りには花輪が飾られ、首こうべを下げた使用人たちがやってくる出席者を出迎えていた。

　西域に泣き女の風習があるのかは知らないが、娘に纏てん足そくする家だ、葬儀も都風なのだろう。

　受付では、泣き女の人数を確認し、木札を渡す。身分証明代わりらしい。

「ほら、行くぞ」

　屋敷の使用人の言葉に、泣き女たちは従う。

　今回は羅ラ半ハンたちとともに葬儀へと向かった。持ってきた荷物の中には、紙でできた銭や日用品をかたどったものがあった。

「本物は使わないのか？」

「それは成金がやることだろう」

　返事をしたのは羅半だ。けちな羅半だから、紙製のものを用意したというわけではない。

　羅半は宴には呼ばれず、葬儀にだけ呼ばれることをぶつくさ言っていたが仕方あるまい。羅半がいる以上、猫猫は壬氏についていく必要がなくなった。陸リク孫ソンはいないが、今日は留守番らしい。彼には彼の仕事があるのだろう。

「それに、十分いい紙だぞ。粗悪品と違う」

　紙銭の素材はとてもいいものだった。やぶの村が作ったものに遜色ないが、そこから来ているのかはわからない。ただ、遺書を見せてもらったときにも思ったのだが、西都ではいい紙がそろっている。

「流通の中心だからな。粗悪品は外には出せない」

　もとは、この国、茘リーでも紙の輸出が行われていた。当時の品質は、西方でも高く売れるほどのものだったという。粗悪品が増えてから、紙の輸出はほぼなくなったと聞くが、良質のものはまだ出しているのだろう。

　死者を弔うため、参列者は紙でできた銭や日用品を渡す。これを燃やすことで、死後の世界でも困らないというものだ。地獄の沙汰も金次第とはよく言ったものだ。

　昨日は夕刻ともあって、薄暗い中歩いていたのだが、明るい中で屋敷を見ると、ところどころ荒れているのが見えた。元は贅を尽くして建てられた屋敷だが、主人が代わったことでそれを維持する力もなくなってきたようだ。

（砂シャ欧オウの民との婚姻）

　これも不思議な気がした。

　外交関係を築く上で大切なことかもしれないが、一方で、その力関係は偏っている気がした。昨日こそ、この地で宴は催されたが、他の婚姻関係はすべて婿の地で行われる。そして、あの自殺がわかったあとの婿の態度はどう見ても、上から目線だった。

　その理由は、羅半はすでに知っていたらしく、道すがら猫猫に教えてくれた。

「元は戌イの一族の代わりにと連れてこられた家だが、要は体のいい厄介払いだったようだ」

　先帝の母君こと女帝は、実力主義者だった。中央で血統はよくとも、仕事ができない官を邪魔に思ったらしい。しっかり、西の都を治めれば、『名』をくれてやるといくつかの家を西の地へとやったという。

　その一つが花嫁の家だ。

　しかし、無能な者が場所を変えていきなり有能になるわけではない。慣れぬ気候で流行病にかかり断絶する家や、落ちぶれてそのまま消えていった家もあった。

　西の地は国の防衛の要と言えるのに、なぜ女帝がそんな無茶なことを行ったかと言えば、その時代が女帝の最盛期だったからと言えよう。そして、落ちぶれる家もあれば、栄えていく家もある。それが、玉葉后の生家だ。

　花嫁は家を残すために、他国へと嫁ぐはずだった。血のつながりで交易をおこなう、それがこの家のやり方だったという。代々、この屋敷の娘たちがそのように嫁いでいった。この家が生き残る方法として選んだのがそれだったのだ。

「実は、本来嫁ぐはずだった娘は、死んだ娘の従姉妹だったらしい。当主の弟の娘だそうだ」

　つまりあの宴でやたら出来上がっていたおっさんだろうか。実の娘の結婚のように騒いでいたが。

「式の十日前に自殺したそうだ」

「……そんな風には見えなかったのに」

「無理にでも笑わねばならぬことはたくさんあるよ、世の中には」

　だから花婿は二度目だと言ったわけだ。しかも、理由は、今回の花嫁とまったく同じだという。どれだけ、異国の地が恐ろしかったというのだろう。

　かつかつと石畳を歩く。水路の鯉がぱしゃりとはね、水しぶきが足元を濡らす。悪食の魚たちは、訪問者の足音を聞きつけてやってくるようで、涼しい水音がどんどん増えていく。

　屋敷の前には、すでに人が集まっており、泣き女の集団が泣いていた。

　弔問客は昨日見た顔が多い。

（本当に多いな）

　弔問客もだが、目立つのは真っ白な集団だ。泣いていた女たちは五十人をこえていた。他の弔問客が連れて来たのかもしれないが、いささか多いような気がしてならない。声を張り上げて泣くのが女たちの仕事だが、今回は少し抑えめにしている気がする。でなければ、うるさくて仕方ないからだろう。やはり仕事で泣いているのだな、と思ってしまう。

　泣き女をかき集めるとなれば、やはり下手なのも多少混じってくるものだろう。まだ、恥じらいが残った声なので、仕事をはじめて日が浅いのかもしれない。やたら裾が長い服を着ているため、突っかかるような歩き方で加わる泣き女もいた。

　長々とした葬儀の間、ずっと泣くのもつらいのか、時折、前と後ろが入れ替わっていた。つまり、泣きを交代することで、体力の温存をしているのだろう。こんな効率重視の泣き女たちが泣いたところで、死者がうかばれるのかといえば疑問だが、まず死んだ時点で猫猫はなにもないと思っている。彼女たちも食うために仕方ない。

　猫猫は上を見上げた。庭の向こうには、屋根が四重になっている塔がある。昼間見ることで、夜とはまた違った目線を確認できないだろうか。

　猫猫はそのまま数歩すすむ。水路があるのに気が付かなかったので、落ちそうになって慌あわてて近くにいた羅半にしがみついた。

「何やってる」

　呆れた顔で羅半が言った。

「悪い」

　落ちたところでそこまで深くないのだが、すでに何か物音を聞きつけて鯉が集まってきた。昨日は灯りがあったから落ちることはなかったが、少し危ないなあと思う。塔までの距離はけっこうある。その上、階段を一気に駆け上がったので昨日はきつかった。

（階段？　塔までの距離？）

　猫猫は、昨日、妙な違和感があったことを思い出した。それがつながりそうになる。

「おいおい、こいつは餌じゃないぞ」

　冗談めかして羅半が言った。鯉はお構いなしにばくばく口を開いて餌をねだっている。ちょうど、風に吹かれて冥銭が水路に落ちた。鯉はそれに勢いよく食らいつき、跡形もなく消える。

「……」

　猫猫は目を見開きそれをじっと見る。

「何やってる？　獲るんじゃないぞ」

　茶化すように言う羅半に向かって手を出す。

「紙」

「かみ？」

「懐紙、持ってるだろ？　とりあえず何枚かほしい」

「いきなりなんだ」

　いぶかしみながらも羅半が懐から紙を出した。猫猫はそれをちぎりながら、水路へと落とす。鯉がまたそれを食べつくしていく。

　猫猫はぽかんと口を開け、そして言った。

「そういうことか！」

　猫猫は小走りに塔のほうへと向かう。

「お、おい！」

　塔の花嫁がぶら下がっていた位置は、宴のあった四阿あずまやからは見えるが、近づくにつれ見えなくなる。

　走って塔へと向かう。

　そして──。

　塔の真下にある池を見た。

「な、何がやりたいんだ、いったい。というか、何やってる！」

　息を切らしながら追いつく羅半。猫猫は服の裾をたくし上げて、池の中に入っている。塔が近くにあるが、そことは少し距離があった。花嫁の死体は、その池の手前に落ちていた。

「羅半、窓から人間が落ちるとする。どの位置に落ちる？」

「それは、基本は真下だろ」

　そうだ、そこで焼けた死体が見つかった。

　しかし。

「では、人間ではなくもっと軽い物が落ちたとすれば？　風向きと強さは今日と同じくらいで」

「その重さにもよる」

「二斤きんもないが、その大きさは人と同じくらいだ」

「なら」

　羅半が眼鏡をかけなおして、目測で距離を測る。指先に唾をつけて風の流れも見る。

「そこよりもう少し建物から離れたあたりだろう。あと、屋根の位置も計算に入れると……」

（そうだ、屋根の位置だ。それも視野に入れると、矛盾が生まれる）

　明るいところで見て、改めて確認できることがある。

　羅半も死体があった焼け焦げた地面と屋根を見る。そして、首を傾げた。猫猫が気付くくらいだ、その手の計算が早いこの男が気付かないわけがない。もし、羅半が昨日の現場にいたら、猫猫よりも早くその矛盾に気が付いただろう。

　羅半が指した位置に猫猫は移動する。腕まくりをして池に手を突っ込んだ。そのまま底をひっかきまわす。

　羅半はとりあえずその状況を見守ることにしたらしく、地面に中腰で座っている。手持ち無沙汰なのか、小枝を拾って地面に落書きしていた。何か計算をしているのかもしれない。

「何をやっているのですか!?」

　客人が庭の池に入ってどぶさらいをしているのを見つけて使用人が慌あわててやってきた。葬儀が行われている屋敷内でうろうろしている客人を見み咎とがめないわけがない。

「早く上がってください」

「お構いなく」

　猫猫は気にせず池の中に手を入れる。底は泥になっていて、いい肥料になりそうだ。たくさんの鯉の糞が肥沃な泥に変わっている。

「だそうだ」

　他人事のように羅半が言うが、使用人はそれでも猫猫を止めようとする。猫猫はそれを無視してどぶさらいを続ける。見つかるものが見つかれば解決するのだ。

　羅半は止めたりしないが、応援するわけでもなくちらちらと周りを見ている。

　ばしゃばしゃと水しぶきをあげながらやってくる使用人。そんなとき、猫猫の手にあるものが引っ掛かった。それをつかんだまま、走って逃げようとするがぬかるみに足を取られて頭から突っ込んでしまう。泥だらけになり取り押さえられようとする瞬間だった。

「何か見つけたか？」

　透き通るような美声が響いた。

（頃合いを見計らったかのように）

　壬氏が現れた。後ろにはあきれ顔の馬閃がいる。

　猫猫は泥にまみれた顔をぬぐうと、一本の紐を掲げて見せた。紐の先はちぎれたような形をしている。

（となると、花嫁は……）

　猫猫は情報を整理する。もう一つ、怪しい点がこの屋敷にあった。それさえ、暴いてしまえば、この事件は解決する。

「花嫁は生きている」

　猫猫はそう言ってにやりと笑った。




　猫猫は部屋を用意してもらうと、身体をぬぐい、服を着替えた。風呂に入りたいところだが、そこまで時間に余裕がなかった。頭皮に泥がこびりついている感じが気持ち悪いが我慢する。

　着替えたあとで通されたのは、屋敷の広間だった。葬儀で奇怪な行動をする客はどうにも不愉快なようで、屋敷の主人やその親族は猫猫が入るなり睨にらみつけてきた。

　他にいるのは壬氏と馬閃、羅半に護衛たちで、昨日の花婿はいない。それどころか、葬儀に参列している様子もなかった。

　卓テーブルの中心には、猫猫がどぶさらいして見つけた紐が置いてある。

　窓の外を見ると白服の集団がまだ泣いていた。葬儀は明日まで続くので、今日は泊まりになるのだろうか。

　ほかの客たちは帰り、残るのは女たちと屋敷の住人と猫猫たちだけである。

「一体なんのつもりでしょうか」

　心底落ち込んだ顔をした主人が言った。怒りというより悲しみが先立っている。

「それはこちらが説明する」

　壬氏の声に、猫猫は広間の中心に呼ばれる。泥にまみれた紐、それはまだ新しいものだった。

「羅ラの家の姫と聞いていますが、私たちは娘の死を悲しんでいます。そっとしてもらえないでしょうか？　たとえ夜の君とはいえ、思うところがあります」

　遠回しな言葉だが、明らかに壬氏を批判している。びくびくとしているので、かなり勇気を絞って言ったのだろう。

「それについてはすまなかったと思う。だが、こちらにも少し付き合っていただきたい」

　壬氏が柔らかに、でもはっきりと主張する。

「客人も帰りましたし、片付けもしなくてはいけません。せめて、泣き女たちくらい帰してよろしいですか？」

　ちらりと壬氏が猫猫を見る。猫猫はそれに対し、首を振った。これから話をするのは、猫猫に任せるとばかりに半歩下がった。

「本当に花嫁が亡くなられたのであれば、私もそのつもりです」

　そう言って猫猫は紐をつかんだまま、外へと出た。

「来てください」

「なにを言い出すのだ」

　文句がぶつくさ聞こえる中、猫猫は白い服の集団の前に立つ。そして、泣いている女たちの前に座り込んだ。

　何をする気だ、と周りは怪け訝げんに首を傾げている。

「それ！」

　猫猫は両手を二人の泣き女の裳スカートにかけると、そのまま上にめくった。

『……』

　皆、顎あごが外れるような間抜けな顔をしていた。

　日差しの強い地方だが、陽に当たらぬよう隠された足は十分白かった。大根の煮物が食べたくなりながら、次々と裳をめくっていく。

　めくられた泣き女たちの甲高い声が鳴り響いた。
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（昔あったなあ）

　悪趣味な商人が妓ぎ女じょたちを十数人集め、裳めくりをやって一晩過ごしたことがあった。やり手婆ばばあは下品だと言いつつ、相場の三倍払ってくれたので仕方なしに請け負ったのだ。

　大体、猫猫のやっていることはその好色親爺と同じことである。

　めくられた泣き女は裳スカートを押さえ込んで座り込み、まだめくられていない泣き女たちは慌あわてて逃げ出す。

（困った、案外楽しいぞ）

　何が楽しいかなんてやってみなくてはわからない。猫猫は逃げる泣き女たちを追いかけて、裳をめくっていく。この時点で、好色親爺の気持ちがわかり始めてきた。これはいけない。

　その中で、運動が苦手な泣き女もいた。逃げ出そうとしたが上手く走れずにこけてしまった。猫猫は容赦なくその泣き女の前に立つと手をわきわきさせる。泣き女の悲鳴が庭に木霊こだまするが、猫猫は裳を手でつかんだ。

「おい、わきまえろ」

　ぱしっと後頭部が叩かれた。誰かと思ったら、呆れてどうしようもないという顔をした壬氏だった。

「申し訳ありません」

　猫猫は持ち上げかけた裳を置いた。

「でも、もう見つかったので」

　泣き女の裳からはみ出ているのは履くつだった。こけて脱げかけたそれは、まったく大きさが合っていない。はみ出た足はさらしでぐるぐるに巻かれ、足らしい足の形をしていなかった。

　その泣き女は纏てん足そくをしていた。

　裳から手を放したが、今度は紗ヴェールに手をかける。

　ゆっくりと紗をずらすと、そこには涙目になった可愛らしい娘がいた。

「ごめんなさい」

　泣きながら娘は言った。誰に向かって言ったのか、少なくとも猫猫ではなかろう。

「あ……」

（あなたが花嫁ですね）

　そう言おうとしたが、それは口にできなかった。泣き女の前に、もう一人纏足の女が覆いかぶさる。たしか、花嫁の侍女の一人じゃなかっただろうか。

「いきなりなんなのですか！　失礼にもほどがあります！」

　そういって猫猫を怒鳴りつけた。その目に涙が浮かんでおり、こぼれないように必死に見開かれていた。唇を噛み、肩は震えている。

「ほら、早く行きなさい。明日も仕事があるでしょ」

　侍女は泣き女の裳を直し、紗をまたかぶせた。

　だが、纏足を見つけたところで猫猫はもとより壬氏もその泣き女を逃がすわけにはいかなかった。

　このまま逃げられては困る。そう考えると、猫猫は残酷な言葉を続けていた。

「焼けた遺体は、自殺した従姉妹ですか？」

　泣き女の身体がびくんと震える。

「首吊りを派手に見せたのも、死体に首吊りのあとがあったのを誤魔化すため、焼いたのは死後経過を誤魔化すため」

　泣き女から鼻をすする音が聞こえた。下手な泣き真似ではない、仕事としてやるには十分なとても上手な泣き方だった。

「一体、何を言っているのかわからない。これ以上娘の死を冒ぼう涜とくするのは止めていただきたい。そんな泣き女が私の娘なわけがなかろう！」

　ずっと大人しかった花嫁の父親が声をあげた。侍女と同じく、猫猫の前に立ちふさがる。

「ああ、私の娘の話もしているが、正直、変につつきまわさないでほしい」

　花嫁の叔父も怒りをあらわにする。

「では、あのとき見た浮かんだ花嫁は一体何だというんだ？　私たちは首を吊った花嫁を見た。そして、落ちた花嫁を見つけた。それが事実だろう！」

　身振り手振りを加えながら、叔父が言った。

　だが、それに猫猫は首を振る。

「そうなんです。花嫁は最上階の吊った場所の下に落ちていた。でも、不思議ですね。だって、塔の屋根は四重になっていますよね。あれは、一見同じ大きさに見えても、下の階のほうが大きく広がっています。そこでなにかが落ちて来たらどうなるでしょうか」

　こういう説明は羅半のほうが得意だ。猫猫は羅半に落ちていた木の枝を持たせる。羅半は地面に塔の形を描いた。猫猫がどぶさらいをしている時に描いていた図形だ。

「屋根は斜めになっているのでどうしても外側に転がってしまう。そうして転がっていくとどうしても、外側に向かう力が働く」

　矢印を加えて羅半は説明する。

「つまり、勢いよくとどまることなく落ちていけばそれだけ、塔とは離れた場所に落ちる」

　だが、焼けた死体は屋根のすぐ下にあった。塔の入口からは死角になり見えない場所にあった。そうだ、池に落ちてしまえば、焼いて誤魔化すことはできなくなる。

「物の動きと速度を計算するに、どう考えても最初に遺体があった場所には落ちないはずだ」

　こういうところは頼りになる羅半だ。図形を描いているので、ただの説明よりわかりやすい。

「焼けた花嫁は最初から置いてあったもので、まんまと浮かんだ花嫁の影におびき寄せられて見逃していたわけです」

　塔に至るまでの道のり、足元は灯とう篭ろうで照らされていた。暗い夜道、慣れぬ客人がその光に誘導されても仕方ない。花火の煙や灯とう篭ろうの油の匂いは、すでに焼けた死体を誤魔化すのにちょうどいい。

　そして、と猫猫は付け加える。

「ぶら下がっていた花嫁の正体はこれでしょうね」

　猫猫は懐紙を取り出す。わざと大きく足音を立てながら池へと近づいた。そして、ちぎった紙を水面に落とす。ばしゃばしゃと音を立てて、鯉が集まって紙を食べつくす。

「ここらでは、上質の紙がたくさんありますから、遠目に見たらまるで花嫁衣裳に見えるものも細工で作れるでしょうね」

　合図は何を使うのか、花火を使えばちょうどいいだろう。狼煙のろしがわりに特定の色を使ったり、もしくは音で判断したり。

　誰かが首吊り花嫁を見つけたことで合図をする。塔までの距離と最上階まで駆け上がる時間を逆算して、紐がちぎれたようにして切り落とす。皆、塔へと走っていくので落ちたことに気付かない。

「昨日、鯉をつかんでいましたね。あれは鯉を追い出すためですか？」

　花嫁の叔父が鯉をつかんで騒いだことも、紙を食べる鯉を目的の場所に誘導するためだ。花火でも驚いて逃げただろうが、さらに念には念を入れたと考える。

　紙人形は池へと落ち、鯉に食べられる。縛っていた紐だけが残った。それが、猫猫がどぶさらいをしていたときに見つけたものだ。

　ここで紐を切った者は、誰かが塔にのぼってくるのを待っていればいい、急いで降りて鉢合わせするより、そのまま中に隠れておき人が集まったら何食わぬ顔で混ざっていればいいのだ。それが誰かなど、今更追及する必要もなかろう。

「異論があるのであれば、塔にぶら下がった紐とあの池の中で見つかった紐の切り口を見比べましょうか？　皆さま」

　『皆さま』という言葉に、花嫁の主人は膝ひざをついた。他の者たちもあきらめたように顔を見合わせている。気丈に泣き女を庇っていた侍女は、悔しそうに顔を歪ゆがめる。

　そうだ、こんなこともちろん花嫁一人でできることではない。複数犯、おそらく一族ぐるみで仕組まれたものだった。

　そこにあるのは野心にまみれたものではなく、ただ悲しくうつむく家族の姿だった。

「花嫁を泣き女の列に混ぜ、そのまま逃がすつもりだったんですね」

　猫猫はずっと思い違いをしていたらしい。里樹妃が盗賊に襲われたことで、今回、獅し子しの件も里樹妃を狙ったものだと勘違いしていた。

　だが、相手の思惑は予想とは必ずしも一致するものではない。

「あの異国の婿から逃がすために」

　獅子を持ってきたのはあの異国の婿だという。そうなると檻おりが壊れて獅子が逃げたとすれば、責任は婿に来るだろう。

　獅子の檻に細工をして、獅子を興奮させる香水を宴の参加者にばらまけばいいだけだ。その中の一人に選ばれたのがたまたま里樹妃の異母姉だったということである。

　本来なら獅子の檻の責任を問われ、婿はもっと罰せられるはずだった。しかし、壬氏や玉袁は予想より慎重な性格をしていた。事をできるだけ大きくせず、証拠を集めることに専念した。

　慌あわてた婿は、さっさと国を出ることにした。元々、翌日に宴があることは決まっていたので、それが終わるとともに帰ることにした。今、ここにいないのも、さっさと旅立ってしまったからだ。

　このままでは、花嫁は他国に嫁いでしまう。慌てた一族がとった方法というのが、花嫁を死んだことにする芝居だった。すでに死んだ従妹の死体を使ってまで、彼らは花嫁を守ろうとした。

「どうして、そこまでする必要があった」

　壬氏が聞いた。

「はは、私の娘がどんな仕打ちを受けたか知っていますかな」

　返したのは花嫁の叔父だった。死んだ従姉妹の父だ。

「あいつらは、我々の一族の女たちを奴隷としか見ていない。初夜にあいつらがまずすることは、家畜の焼き印を花嫁に押し付けることだ」

　結婚というものは常に対等ということはない、むしろどちらかに偏っているほうが大きいだろう。力がなければ媚びへつらうしかない。この家はそうやって娘という生いけ贄にえを差し出してきた。

「この私の足も、あの男が望んだものです。東方の娘らしい姿にしろと言われました。おそらく収集物の一つとしてしか見ていなかったのでしょうね」

　泣き女の姿をした花嫁は自分の小さな足を撫なでる。侍女はそれを苦しそうに見ている。本命は従姉妹、その予備としてこの花嫁ともう一人侍女の足を纏てん足そくしたのだろうか。

　壬氏の顔が無表情になる。だが、その奥にあるのが煮えたぎるものであるような気がした。

「私たちは無能です。だから、このような道しか選べなかった。私がもっと有能であれば、娘を花園の大輪の薔薇にできたでしょうか？」

　それは同じく西都にいながら、娘を后まで押し上げた玉袁のことを言っているのだろうか。

「女帝に気に入られていれば、この地に飛ばされることもなかったのでしょうか？」

　壬氏はそんな悲しい一族に背を向ける。彼らがやったことは、重い罪だ。娘をかばうためにやったのは、他の者を犠牲にしたかもしれない行動だ。

「家を守ることができたでしょうか？」

　甘い処罰をするわけにはいかない。

　ただ、それを割り切ってできるほど壬氏が大人になり切れているのか、猫猫はそれがわからなかった。

　ただ、猫猫はこの家の者たちとは考え方が違うと思った。

「家ってどうしても守らなくてはいけないものでしょうかね？」

　ぼそりとつぶやくと、寄り添う二人の纏足の女たちに近づく。

　無能無能だというわりに、少し気になったことがあった。

「一つ聞いてよろしいですか？」

「……」

　無言を肯定と猫猫はとらえる。

「あなたたちのどちらかが香水を渡した中に、一人、虫歯ばかりで少々高飛車な女性がいたと思いますが、そのかたとどうやって仲良くなったのですか？」

　猫猫の質問に、侍女のほうがうつむいた。こちらが、異母姉と接したほうだろう。不思議だった。初対面の人間に対してそんなに仲良くできる性格ではないと思っていたのだから。

「覚えていませんか、臀でん部ぶがふくよかな十八、九の女性です」

「尻周りの大きさは三尺一寸だ」

　なぜか羅半が口を出してくる。具体的な数字は目測したのだろうが、猫猫は無言でくせ毛眼鏡のつま先を踏んだ。

「話したほうがためですよ。それが、皆のためにもなります」

「……占い師が教えてくれました」

「占い？」

　こくりと侍女がうつむいた。

「西都の流行の一つです。人気の占い師がいたのです」

　はじめはただの噂だと思った。しかし、実際、占い師の言葉は侍女たちのことを見透かしたもので次第にのめり込んでいったという。

「亡くなられたお嬢様が相談していたのです」

「よくそんな人に話せましたね？」

　あまりべらべら話すような内容ではない。別に責めるつもりはないが、純粋な疑問として浮かんだ。

　すると、侍女は街のほうをさして示す。

「礼拝堂で話をするのです」

　玉袁の屋敷にもあった異教の建築物、そこに個別で話す場所があるという。その場を借り、占い師は商売をしていた。本来、異教の僧が話を聞くための場所らしいが、お布施を積めば密会にも使えるようになっていたという。

　占いということで、名前などぼかしていたが調べようと思えば相手が誰か調べられる。そこに付け込まれたようだ。

「香水を受け取ったのは、私です。檻おりを壊すことをすすめられたのも私です。すべて私が原因です！」

　侍女がうなだれる。占い師の言葉を受け入れず、死を選んだ娘をこれ以上増やしてはならない。そう考えて行動した。訴えかけるように見上げるが、判断を下すのは猫猫ではない。

　狙う相手も、その占い師とやらが教えてくれた。名前や素性が曖あい昧まいなものもあれば、里樹妃の異母姉のように具体的に教えてくれた相手もいた。結局、香水を売った相手は三人ほどだったらしい。

「罪があるのはその娘だけじゃない。檻に細工をしたのは、私だよ」

　前に出たのは、花嫁の叔父だった。思いつめた侍女を見つけて問いただしたらしい。確かに、侍女一人でやるには荷が重い。

「ならば、この自殺騒ぎを考えたのは私だ。姪の墓を荒らしてまでやった」

「いや！　使ってくれと言ったのは私だ、兄者！」

　そんなやりとりを見て、さめざめと泣く一族の女たち。

「では、この騒ぎは占い師の言ではなく、おまえたちが考えたというのか」

　壬氏が確認するように言った。

「はい。昨日の今日でしたから、占い師と会う暇などありません」

「その占い師とやらに、こちらから会うことはできるか？」

　壬氏の目は、哀れな一族の先を見た。先を見据えたその目は、ただこの一族を罰するのではなく、その次につなげようと考えているのだろう。

　猫猫はそんな男の背中を黙って見ていた。




　結局、占い師とやらは見つからなかった。ただ、礼拝堂にいた異教の僧の証言で、その住処がわかった。地獄の沙汰も金次第、お布施をつかませたら簡単に口を割った。

　住処はもぬけの空で、ただ、その生活様式から西方からの者ではないかとだけ予測がついた。










四話　帰路







　壬ジン氏シたちがあの一族にどう処分を下すのかは、猫マオ猫マオにはわからない。あのあと、玉ギョク袁エンと二人でいろいろ話していたが、顔を出すような真似もできない。

　せめて、最悪の事態にならないように願うしかない。里リー樹シュ妃の謹慎は解けたが、あの異母姉の処分はまた別のことになる。

　西都滞在六日目、出発を明日に控え猫猫が思うことは。

（観光できなかった）

　その一言だ。

　冷たいようだが、猫猫にとって暗くなることを考え続けるのは性に合わない。なので、ぱあっと気晴らしに行こうかと思いきや、もう帰りの準備ということである。猫猫は疲れた顔で仙人掌さぼてん畑にいた。都の気候で育つかわからないが、種や小さな鉢植えだけでももらうことにしたのだ。

　不憫に思った玉袁が猫猫たちのために、商人を呼んでくれたことは感謝している。

　そういうわけで西都の滞在は終わる。




「なんだ、これ？」

　帰りの馬車の中で、羅ラ半ハンに差し出されたものを見て、猫猫は首を傾げる。鳥の羽根だが、毛先が削れて黒く汚れている。西方は筆の代わりに金属の[image: ]ペンや水鳥の羽根を使うと聞いたことがある。

「例の占い師の家にあったそうだ」

　荷物らしい荷物が残されてなかった中で、限られた証拠の一つだと言う。

「皇弟殿はこれが何か気になっていたようだ。わかるか？」

「……小さいな。水鳥の羽根には見えない」

　灰色の羽根で、筆記用具にするにはいささか不向きのようだ。おそらく、代用品としてそこらにある落ちた羽根を拾ってきたようだ。

「鳩じゃないのか？」

「珍しくもなんともないな」

　鳩肉はよく食べられる。また、祝い事の際に、放たれる風習もある。何か珍しい鳥であればよかったものの、拍子抜けする返答に羅半はつまらなそうだった。

　猫猫は窓の外を見て、ぼんやりする。

「帰りは船って言ってたな」

「そうだ」

　羅半が答える。隣には、にこやかな顔の陸リク孫ソンがいる。婚礼の宴にも、葬儀にも出なかったこの男は、観光ができたらしく絹の織物を猫猫に一枚くれた。もらえる物はもらうが、なんだかずるいと猫猫は目を細めてしまう。

「代わりに出席してもらえたらよかったのに」

　そう愚痴交じりでこぼすと、

「私はあの屋敷には不釣り合いですよ」

　と、一見謙遜するようなことを言った。にこにこと笑っているが、どこまで本音かわからない。

　阿アー多ドゥオと里樹妃は別の馬車に乗り、同行するとのことだ。確かに、これ以上西都にいても仕方なかろう。父親の卯ウ柳リュウが里樹妃とともに帰ると言い出したらしいが、それは阿多が断った。十五年放置してきた娘を今更、可愛がるそぶりを見せたとて、都合がよいとしか見えない。

「乗り換えを繰り返すが、行きの半分の日程でつくはずだ。今の季節、風向きもいい」

　船は馬車と違い、頻繁に休む必要がない分早くなる。

　行きの場合、川を上らなくてはならずなおかつ風向きも反対なので、時間がかかるのだ。大河に続く川を下るので、船に乗っていれば都まで到着する。

　壬氏と馬閃は、まだ西都にいる。結局、おしてしまった仕事を片付けるために滞在を伸ばした。

　猫猫も本当ならそこに残るはずだったが。

「妹を少し貸してくれませんか？」

　羅半がそう壬氏に要求したらしい。

　その場にいたなら「妹じゃない」「変なことに巻き込むな」というところだったが、いない間に決められたので仕方ない。壬氏も断るかと思いきや、了承してくれたとのことだ。

　なんとなくあの宴の一件からちゃんと向き合っていない。猫猫なりに、気まずいから助かったといえば助かったのだが。

（早く帰れるのはうれしいけど）

　こっちはこっちで不安だ。羅半ではなく、阿多のほうへと鞍くら替がえしたほうがいいだろうかと考えながら、猫猫は風呂敷に衣服を詰め込み、枕を作る。せっかく馬車を心地良い寝床に変えていったのに、また最初からやり直しだ。

「恥じらいを持とうか、妹よ」

「知らん」

　羅半が陸孫と顔を見合わせたが、知ったことではない。猫猫はそのまま目を瞑つぶった。




　馬車で二日ほど進んで船着き場についた。ちょっと嫌な予感がしたが、かなり嫌な予感に変わった。

　上流はそれだけ川幅が狭い。船というより舟に近かった。一艘では乗り切れず、荷物用の舟も用意されていた。

「これ、大丈夫なのか？」

「一応、信頼している業者に頼んだ。盗難の心配はなかろう」

「いや、そういう意味じゃなくて」

「ああ、うん。言うな」

　羅半がそっぽを向いて言った。彼とて、こういう舟だとは思わなかったらしい。




「あはははは、これは面白いな」

　元気な声の主は阿多で、他は舟にしがみつくので精一杯だ。船頭が言うには、急流は最初の一里くらいだというが、その前にひっくり返らないか心配になる。

　一人元気な阿多の膝ひざには、里樹妃の頭が乗っている。最初に大きく舟が揺れたので、そのまま蚤のみの心臓の持ち主は、気絶してしまった。落ちないように紐で身体は固定している。

　しかし、そのほうが幸運だったかもしれない。

「こ、こんなに……、ゆ、ゆれるなんて……」

　真っ青な顔をして、濁流に胃液をまき散らしているのは、くせ毛眼鏡だ。

　あれだけ偉そうに、こちらのほうが早いと言っていたのに。陸路と航路の違いは頭に抜け落ちていたらしい。

「こっち向くなよ。飛沫しぶきがくる」

「猫猫、酔い止めを……」

　震える手を伸ばされたところで困る。もうすでにやったのを飲んで吐いている。追加をやったところで吐くのがおちだ。

「羅半殿、あちらに小鳥が見えますよ。いつ見てもきれいですね、ここ」

（というかずっと同じ景色だろ）

　阿多ほどはしゃいでいないものの、陸孫も余裕だった。朗らかな笑顔で、小鳥を目で追っている。

　翠スイ苓レイは少し気持ち悪そうだが、羅半ほど騒ぎ立てていない。

　護衛たちは、気持ち悪そうなのもいるが仕事中とのこともあって無様な姿はさらすことはなかった。

　猫猫は猫猫で、酒だけでなく乗り物にも酔うことはない。ただ、落ちたら上手く泳げる自信がないので大人しくしているだけだ。

「どいつもこいつも……」

　恨めしそうな羅半はある意味貴重なので、猫猫としては面白かった。




　川が合流し、川幅がどんどん広くなると、次の船に乗り換える。

「酔い止め持ってないか？」

　桶を抱えて青白い顔をしているのは羅半である。船が大きくなったところで、羅半の酔いはおさまらなかったようだ。幾分、吐き気の頻度が下がっただけましだろう。

　場所は、小さな船室だ。この船には二つしかないのだが、一部屋を女部屋に使っている。さすがに里樹妃や阿多を他の者とともに雑魚寝をさせるわけにはいかない。

　そこに申し訳なさそうに顔を出すのは、やはり我慢できなかったからだろう。

　里樹妃は気絶から目覚めたが、まだ、阿多の膝の上にいた。船酔いのふりをして甘えているのがわかる。

「さっき吐いたので終わりだけど」

　せっかく渡したのに、もう吐いてしまったようだ。薬が効くまでもたなかった。

　馬車の移動を考えて、一応酔い止めを用意しておいたのだが、まさかここで使うとは思わなかった。

　ずっと移動できるから早く着くといったものの、それすなわちずっと揺られ続けるということである。馬車では平気だったのに、船は駄目だとは。

（わからなくもない）

　猫猫は船の揺れとともに身体を斜めにした。

「うおおおおっ」

　羅半が急な揺れに桶を持ったまま柱にしがみついた。

　猫猫は、今度は反対側に身体をそらす。

「なんでおまえは酔わないんだ？」

　恨めしそうに羅半が言った。

「酒にも酔わないからじゃないか？」

　顔色が変わらない猫猫を羅半は悔しそうに睨にらむ。この男は、どちらかといえば酒は強くない。

　「船はもう乗らん！」とぐったりした顔でいう羅半だが、途中でちょうどいい馬車を手に入れることはできずそのまま船を乗り換える羽目になる。それに、帰路は阿多たちと一緒だ。阿多は船旅を気に入っており、里樹妃は阿多に甘えることができるので今更馬車で帰る理由はなかった。




　そうやっているうちに、三つめの船着き場についた。

　到着し、猫猫が乗り換えるために船を降りたときだった。どさっと、大きな音がする。

　何事かと、思いきや船着き場に人が倒れていた。船員がいぶかしみながら倒れた者を起こす。ぐったりしているのは使い古された外がい套とうを着た男だった。

（病人か？）

　猫猫は遠巻きに観察する。厄介ごとには巻き込まれたくないが、怪我けが人や病人を放置するほど冷血にもなりきれないのだ。

「おい、にいちゃん、大丈夫か？」

　船員が男を揺らしながら聞いた。

「だ、だいじょーぶでぇす」

　なんだか間抜けな声が聞こえてくる。そうして顔を仰向けにさせたところで、船員が「うっ」と呻うめくような声を上げる。

　元は美しい顔立ちだっただろう。くっきりした鼻梁に柳のような眉からうかがえる。だが、その半分はあばたに覆われている。輪郭を円とするならば、あばたと滑らかな肌で陰陽魚を作っていた。

　船員は男を投げ捨てる。男はよろよろと立ちあがった。

「すみませぇん、船に乗せてもらえませんか？」

　男は醜い顔に笑顔を作った。差し出した手には、銭が詰った袋が見える。まだ、若い。二十代なかばくらいの青年だ。

「おっ、おまえ！　変な病気じゃないか？」

　抱き起こした船員は、男に触れた部分をこすり落とす。

　男は笑ったまま、その醜い顔に触れた。

「ああ」

　納得して頷うなずくとしゃがみ込んだ。倒れ込んだ際、落としたのだろうか。足元に巾スカーフが落ちている。男はそれを拾うと、半分に折って三角にした。それで顔半分を覆い隠す。一見、眼帯のようである。

「知っているぞ。疱ほう瘡そうだろ！　それは！」

　疱瘡は、全身に膿疱を作る恐ろしい病だ。感染症で国さえ滅ぼすと言われるものだ。非常に感染力が強く、病のものの咳やくしゃみでうつることもあるという。

　男は締まりのない顔で笑い、ぽりぽりと顔を掻かいた。

「はは、大丈夫ですよー。これは痕あとです。一度かかりましたが、こうして今はぴんぴんしています、ほらほら！」

「何言ってる！　さっき倒れていたじゃないか！　こっちに来るんじゃない！」

「ちょっとお腹が空いて倒れてただけですってばあ」

　船員の言葉に周りにいた者たちも男から距離を置く。

　猫猫は目を細める。病人じゃないのなら出る幕はなさそうだ。

「どうしたのですか？」

　陸リク孫ソンがたずねてきた。次の船に荷物を運んでいたらしい。なんかまめだ。高ガオ順シュン二号と勝手に呼ぼう。

「あの眼帯男が船に乗りたいらしいが、乗せられないと船員が断っているところです」

　端的に答えると、陸孫は「ふーん」と青年を見る。あばたさえ隠していれば、本当になかなかの色男である。あと、口調がけっこう軽い。

「なにか不都合でも？　無賃乗車なのですか？」

「金はあるようですが、顔にあばたがあり、それで病気ではないかと船員が疑っています。どちらにしても、今ある船は貸し切りなので、乗れないんですけど」

　里樹妃が乗る以上、護衛もつく。乗り合いというわけにはいかない。

　陸孫は目を細める。

「本当に病気なのですか？」

「うーん」

　遠目からではよくわからない。ただ、あばたは見えるが、そこに膿は持っていない。多分、青年の言っていることは本当だろう。病にかかったとしてももうずいぶん時が経っていると思われる。

　なら、それをどうして船員に教えてやらないのかといえば。

（関わると面倒くさい）

　それだけだ。

　ただ、男は船に乗るのを諦あきらめる様子はなく、船員にすがりついていた。

「お願いですよー。乗せてくださいよー。ひどいじゃないですかー」

「離せ！　やめろ、おまえのあばたがうつるだろ！」

「ひどい、差別だ！　僕はこのとおりぴんぴんしているぞ！」

　普通、顔に傷痕などある美形の男といえば影があるものだが、こいつには当てはまらないらしい。船員のごつい足にからみついて離さない。

　周りの船員たちも仲間を助けてやりたいが、変な病気がうつっては敵わないと遠巻きに見ている。

　この男をどうにかしないと、船を出せない。

　猫猫の表情を読み取ったのか陸孫がにこりと笑いかける。

「早く船を出したいですね」

「……」

　何かしろとでも言いたいのだろうか。

　猫猫は面倒そうに船を降りると、鼻水たらしながらすがりつく眼帯男とものすごく迷惑そうな船員の前に立つ。

「失礼します」

「はい？」

　猫猫は肯定ともいえない返事を聞くと、鼻水男の巾スカーフを取った。

　醜いあばたは、もう何年も前にできたものだとみてわかった。あばたがある方の目を見ると、焦点が合っていないようだ。瞳の大きさが左右で違う。片目を失明しているのかもしれない。

「この人は病ではありませんよ。その痕は残っていますけど、他人にうつることはないでしょう」

　少なくとも疱ほう瘡そうについては。他に何か持っているなら知らない。

「……」

　船員は心底嫌な顔をしながら、男が落とした金袋を指先でつまんだ。それを逆さにすると、銭がちゃりんと落ちてくる。

「どこまで行くんだ？」

「都まで行きたい！　都、都！」

　おのぼりさん丸出しといった雰囲気だ、両手で拳を作ってぶんぶん振っている。

「そんでもっていろんな薬を作るんだ！」

「薬？」

　男の言葉に反応したのは、猫猫だった。

「ああ、僕はこう見えてすごいんだぞ！」

　そういって、汚い外がい套とうの中から大きな袋を取り出した。その口を広げるとぷぅんと独特の臭いが漂ってくる。

　猫猫がその中で陶器を手に取る。蓋を開けると、中に軟膏が入っていた。

　効き目はどうか知らないが、その作り方は非常に丁寧だった。まんべんなく薬草がすりつぶされていて、練り具合もちょうどいいかたさだ。薬草の組み合わせはもとより、そういう丁寧な作り方をするということは品質が安定するということだ。

　猫猫は改めて男を見る。

　男はへらへら笑いながら、目の前の船員に「この薬はいかがー？　船酔いにきくよー」とすすめている。船員はもちろんそんなものを買うわけがない。

「けちー。買ってもいいじゃないか。あっ、買わなくてもいいけど船乗れる？　船？」

「いや、この船は貸し切りだから、次の船だ」

「えっ？　そうなの？　待たなきゃだめ？」

　少し渋い顔だが、納得してくれたらしい。そして、猫猫を見てにっこり笑う。

「ありがと、助かったー。酔い止めお礼にあげるねー」

　とても幼い喋しゃべりなので、どうにも中身と外側がちぐはぐだ。少なくとも猫猫よりは年上だろう。

「いや、船酔いしないからいらない」

「そうなのー。それは残念」

　男が薬をしまおうとすると、背後から「待った!!」と大きな声が聞こえた。船からすごい勢いで羅半が走ってきた。

「酔い止めを、……く、くれ」

　羅半は息を切らしながら、言った。

（よく聞こえたな）

　羅半はずいぶん離れたところで、ぐったりしていたのに。猫猫はそんなことを考えながら、次の船に乗った。




「いやあ、助かった。病気の説明してくれただけじゃなくて、この船にも乗せてもらえるなんて」

　眼帯男は、克コク用ヨウと名乗った。薄汚い格好から想像できるように旅の者らしい。本人いわく、医者ということらしい。

　羅半が薬をたくさん持っていると聞いて、同じ船に乗るようにすすめたのだ。船を手配したのは羅半なので、里樹妃たちにさえ危害がなければ問題ないのだろう。ただし、都まででなく羅半が降りる次の船着き場までの約束だ。

　奇妙な男は、かなりおしゃべりで、薬を混ぜながら身の上話をしてくれた。

「うん。簡単に言うと、おまえは呪われているから出ていけだってさー、ひどいよねー」

　全然、ひどく聞こえない。そこに暗い感情はまったく含まれず、小母さまがたの井戸端会議を思わせる。

　さすがに身元の知れない疱瘡男が作った薬は本当に効くのかわからないので、猫猫が見ている。酔い止めは特に変なものも入っていなかった。羅半は気をよくして自分の個室に呼んだのだ。猫猫は医師ということで、ついでに話を聞こうかと同席していた。

「ここ数年は同じところに留まっていたんだけどさ。去年、蝗コウ害ガイがあって村に被害があったわけよー。そしたら、いきなり村の呪い師が呪いだとか言い始めてねー」

　克用が追い出されたという。医師と呪い師、元々相性は悪い。猫猫なら、呪いなんて根拠がないものを信じるほうが莫ば迦かだと思うが、それが一般常識なのだ。腹立たしい。

　その軽い口調とは裏腹に、酔い止めはよく効いた。桶をはなさなかった羅半が会話に加わる程度に。船が大きくなり揺れも少なくなったのも理由だが、羅半はかなり満足している。

「ふむ。それで仕事を求めて都にと」

「ええ、まあ。そういうことですねー」

　羅半はふむ、と顎あごを撫なでた。なにやら算段をしているようだが、猫猫は肘ひじで羅半をつつく。

（あんま変なの引き込むなよ）

　変な男だが、医者として腕が確かなら都でもちゃんと食っていけるだろう。ただし、その疱瘡のあとを隠しておけばだが。

　まだ、阿多たちと同行しているにあたり、知らない人間が周りにいるのはよくない。

　羅半はわかっている、と猫猫を見た。

　そういいながら、懐から紙を取りだし、さらさらとなにかを書きだす。

「もし、なにかあったら、こちらに来てくれ。多少なら力になれると思う」

　書かれてあるのは都にある羅半の家の住所だ。

　克用はそれを受け取ると、屈託ない笑みを浮かべた。

「あははは、いい人たちに会ったなあ」

（別に善意じゃないよ）

　羅半は打算的な性格だ。この男が少しでも利用価値があると思ったから、渡したに過ぎない。

「ところで、昨年の蝗こう害がいはどうだったのですか？」

　医者としての知識もどのくらいか根掘り葉掘り聞きたいところだが、猫猫はまずこの質問をした。

「んー。木の根っこ食べたり、赤子を間引くほどではないよ。ただ、小さい子どもは栄養不足でぽつぽつ弱ってたねえ」

　少し悲しそうな顔で、克用は言った。栄養失調になれば、病気になりやすくなる。それを治すのが医者だ。この男を追い出した村は、今、どうなっているのだろうか。

「今年が豊作なら問題ないと思うけどー」

　そうはいかないと猫猫は思うし、この男も同じ意見のようだ。

「それまでちゃんと村の皆が助け合ってくれたらいーんだけどねえ」

　助け合うという言葉は聞こえがいい。しかし、そこに条件がある。相手を助けられるほど、余裕があるかどうかだ。自分が食うぶんを確保して、その余りを渡す。大半の助けるというのはこういうことだし、相手に施して自分が餓えては意味がない。自分のことをかえりみず、他人に施すような莫ば迦かもいるが、それは大体物語の中に出てくる聖人だ。

　医者や薬師が聖人かなにかだと思うなら、そう思わせるだけの立場を用意すべきだ。余裕がなければ、医療はできない。つつましい生活をして、病になって周りにうつせば元も子もない。

　この男を追い出した村も、新たに医師を欲しがったとしても今更だろう。

　なにがあろうとこぼれた水は盆にはかえらない。

「それでは、これでー」

　克用は受け取った住所を丁寧に折り曲げて懐に入れる。克用の船賃は乗り合い分しか払っていない。別部屋の護衛たちがいるところを借りるのだ。ある意味、監視も含めている。

（そういえば）

　猫猫は、克用に蝗こう害がいを聞いたことで思い出した。山積みの問題の一つに、羅半が背負ったものがあった。

「蝗害といえばどうするんだ？　あの金髪美人に投げられた話は」

　西都の宴で、女特使から持ちかけられた話だった。

　砂シャ欧オウに穀物を輸出してほしい件と、それが不可能であれば亡命を手伝えといった話だ。

「こちらに利はあるのか？」

　前者は弊害リスクが大きそうだし、後者はただの厄介ごとにすぎない。

　部屋に猫猫と羅半しかいないのでできる話だ。これは陸孫にも話していないだろう。

「おまえは僕がなんの考えもなしに、相手が美人だからってほいほいいうことを聞く人間だと思うかい？」

「違うのかい？」

　冗談めかして返してみる。

　散々、壬氏の顔が、顔がと言っている面食いなのに。壬氏があの顔に劣等感コンプレックスを抱いているのを知らないから好き勝手言っているのだろう。

「こっちだって考えていることがいくつかあるさ」

「なんだ一体？」

「次の船着き場で僕たちの船旅は終わる。阿多さまたちとは離れて行動するが問題ないか？」

　船酔いが嫌になったのだろうか。それともこのために猫猫を連れてきたのか。

「では、私は阿多さまと行動する」

「おいおい、待て待て」

　猫猫の返事に羅半が手振りを加えて止める。

「これから行くところは、おまえも絶対気になると思うぞ」

「なにがだ？」

　羅半は懐から算盤を出してはじき出す。

「捕らぬ狸の皮算用、そうなるかもしれないが」

　試してみる価値があるところだと。

　しかし──。

「僕の父さんがいるところだ」

　羅半は『義父上』ではなく『父さん』と言った。










五話　西都の後始末







「一度都に来るようにとのことですかな」

「そのとおりだ」

　玉ギョク袁エンの質問に、壬ジン氏シは答えた。場所は玉袁の離れで、池に面している分涼しい構造になっている。部屋には二人きり、外に馬バ閃センや他の護衛たちがいる。手に武器らしい武器は持たず、あくまで腹を割った話をしているのだ。

　壬氏はやりにくいな、と思いつつ、言葉を選ぶ。今の立場を考えると皇弟であり、たとえ后の父であろうと、位としては上だ。ただ、つい宦かん官がん生活の名残から、言葉遣いを間違えそうになる。

　皆と別れて西都に残っていた壬氏は、仕事を一つずつ確実に片付けていた。

「察しの通りだ。玉ギョク葉ヨウ后の件もあるので、早めに名を持つべきとのことだ」

　妃きさきが后きさきになったが、公式のお披露目は延びている。理由としては、玉葉后が西の血が強いことと、玉袁がまだ名持ちではないことが挙げられる。前者はともかく、後者であればさっさと渡してしまうことが吉だ。話としてはもっと早くやるべきだっただろうが、来客が多く、結果、皆が帰るまで先延ばしになっていた。

　それは玉袁も承知だろう。暗黙の了解として、壬氏がそんな話をすることは勘のいい者ならわかっていたはずだ。今回、そのことに関して卯ウ柳リュウあたりから何かあるかと思ったが、それも、娘の件で言えなくなった。

　たとえ身内であっても帝の妃である里リー樹シュ妃に対して、悪意を持った行動をするのは許されない。しかも、今回はわかりやすく証拠隠滅をしようとした件が響いている。まだ、後宮にいる里樹妃の侍女たちのほうが巧妙な嫌がらせをしているというのに。

　卯柳も姉のほうに対してはずいぶん甘やかしていたようだ。

　本来なら処罰するところだが、里樹妃が望んでいなかった。ゆえに、今回は一つ卯ウの一族に貸しを作る形で終わらせている。

　名が与えられるとのことで、玉袁は一瞬喜んだ顔をして、それから眉を下げた。それが演技なのか、本当の表情なのかわからないが、素直に「是」と答える様子ではない。

　その理由がわかりながら、壬氏はしらばっくれた質問をする。

「なにか困ったことでも？」

「いや、それは私が都へ行くということですからな」

「そうなりますな」

　そうだ、首都と西都を往復するには、どんなに急いでもひと月以上かかる。西都を仕切っている玉袁がいなくなると、難しいところだろう。だが、ここで断ることが選択肢にないこともわかっている。

　玉袁には息子がいる。玉葉后とは年齢の離れた腹違いの兄だ。こちらの兄弟は、卯の一族と違い仲は良好だと聞いている。

「息子がいますが、なにもないようでしたら、このまま置いても問題ないのですが」

　なにもないようなら。そこが問題だ。

　玉葉后が后となった理由を考えるとその答えは明白だ。西側の動きに注意したいところだからだ。西都のさらに西に砂シャ欧オウがある、この国だけならまだいい。問題はその国をまたいでつながる北ホク亜ア連レンだ。

　西の強化のために、玉袁の一族とつながるのだが、そのために当主を留守にして何かあったときが怖い。立場上、玉袁の息子が代わりに都に行くわけにもいかない。名を受け取る際、やってくるのは当主だと決まっているからだ。

　そんな黴かびの生えた風習だが、それをないがしろにすると文句を言う輩やからがいる。だが、それを怠ると今後苦しくなるのが、玉葉后だろう。

　玉袁は、元々西都にいた役人である。そこそこの地位はあったとしても、所詮、辺境の田舎者というのが都の官たちの見解だ。戌イの一族がなくなったことで、急激に目立ち始めたことは否定できず、ゆえに風当たりも強いのだ。

「悪いが、それでも来ていただきたい」

　申し訳ないがそれしか方法がない。壬氏としても、帝としても無理を言っているのは承知している。二人が言い出したことではなく、都にいる高官たちが口にしたことだ。その中に、後宮に身内を入れている者は何人いただろうか。

「成り上がり者に対する仕打ちとしては、まだまだ序盤でしょう」

　そういいつつも、玉袁の顔には余裕が感じられた。おそらくこの程度の嫌がらせくらい、はねのける気概がないと政まつりごとに口出しできない。成り上がりは土台が弱いと思われるが、玉袁についてはそんなことはないらしい。

「わかりました」

　わかっていたが、その言葉に壬氏は内心ほっとする。だが、その言葉には続きがあった。

「ただし、条件を付けさせていただきたいかと」

「条件？」

「ええ。息子に補佐をつけてやりたいと思いまして。生憎、世間知らずなもので、国の西側しか知りません。できれば、中央の知識がある者を付けさせてやりたいかと」

　無理を通す代わりに人材を寄越せというわけだ。

「ふむ、それくらいなら。誰か気になる人物でもいましたか」

　それはわからなくもない。今後、玉袁の後継者になるのであれば、中央のことも知る必要がある。最低限の知識は欲しいところだろう。

「ええ。宴の際、獅し子しの前に躍り出た若者、馬バ閃センどのは普段とはずいぶん雰囲気が違いましたな」

「あれは……」

　馬閃に目をつけられると困る。あれでも、壬氏に対してまともに受け答えできなおかつ気を抜くことができる貴重な人材だ。

「いえいえ。そういうつもりではありませんよ。馬マの一族の者を、息子のもとになどと分不相応なことは考えておりません」

　壬氏の反応に対して、即座に否定する玉袁。

　馬の一族、それは名持ちの一族ながら大臣といった大きな官職につくことはない。ただ、皇族を支える存在としている。まだ、名前を継がなかった者ならばともかく、馬閃のように名持ちであれば皇族の側近になることを約束される。逆に、それ以外の下につくことはないのだ。

　玉袁が否定したのは、息子の下に馬閃をつけろと言うことは、自分の家も皇族と同じだと言っていることに等しい。それは、反逆と取られてもおかしくない。

「獅子の前にひるまず、急所を一撃で打つなどという者はどれだけいるかと感心しただけです」

　ただ純粋に褒めているようだ。馬閃が手放しで褒められるというのは、少し奇妙な感じがするけれど、その点については壬氏も同様だ。普段は慌あわてふためくことが多いのに、いざというときは妙に肝がすわっている。そして、その行動も迅速だ。危機になるほど、考えるのではなく直感で動く、だが、今のところそれが外れたことがないのは褒めていいだろう。

　正直、稽古では壬氏と馬閃は五分だろう。技術では壬氏のほうが上手なので試合形式をとると、勝ちは壬氏のほうが多い。

　しかし、実戦になると、壬氏は馬閃に勝てる気がしないのだ。これが、高ガオ順シュンが未熟ながら馬閃を壬氏につけた理由でもある。

「あれだけの能力を持ったものが護衛としてそばにいれば、頼もしいでしょうな」

　普段の少し抜けているところを見ていないだけ、玉袁はべた褒めだった。

「そうか、馬閃に伝えておく」

　壬氏はそれだけ言うと、人材をどうするか考える。こうして壬氏に持ちかけるのだから、ある程度目星がついているはずだ。

「……して、どのような者がいいのか？」

　単刀直入に言うと、玉袁はゆっくりと頷うなずいた。

「その点につきましては、都にいるあるかたに頼みたいと思います」

「ほう、誰だ？」

　都にいる知り合いか、それとも玉葉后の口利きだろうか。后は目ざといので、気に入った人材を見つけて送り込むくらいやりかねない。

　にこりと笑い、玉袁はとんでもないことを口にする。

「羅ラ漢カン殿に、口利きをお願いできますでしょうか？」

　壬氏は顔の引きつりを抑えるのでいっぱいになった。




　玉袁と別れたあと、壬氏は用意された客室に戻り、だらしなく長椅子カウチに横たわった。

「これで最後だな」

「はい」

　ここで高順ならとやかく言うのだが、今いるのは馬閃だけだ。馬閃もまた、外で気を張り詰めていたらしく、ふうっと息を吐いている。

　都は都で息が詰まる生活だが、こちらにずっといるよりはいい。ただ、里樹妃たちが先に帰った分、気楽になったほうだろう。誤算だったのは、薬屋の娘を兄貴特権という形で、連れて帰られたことだろうか。

　そのことについてはある意味ほっとし、同時に、焦りもある。ただ、今、急いだところで、壬氏が己より一尺も小さい娘にいいようにあしらわれるのが目に見えていた。これは前向きにとらえようと考え直す。

「果実水ジュースでよろしいですか？」

「ああ」

　たどたどしい手つきで馬閃が果実汁の準備をする。壬氏がいない間に、寝台の手入れ等はしてもらっているが、部屋にいるときは極力使用人には入らないでもらっている。玉袁のところの使用人を信用していないわけではないが、過去に何度も不快な目にあっている壬氏は避けるようにしている。それは、玉葉后経由で知っているのか、使用人たちは呼ばれない限り部屋に入ろうとはしなかった。

　一応、毒見として、外にいる護衛が口にし、さらに馬閃も飲む。あくまで念のためで、遅効性の毒であれば意味がない。そこのところは、玉袁を信じるしかない。

　酸味がある果実水を口に含んで、壬氏はぼんやりと明日のことを考える。ようやく、都に帰ることができる。行きに比べると帰りは早い。船で帰るより、陸路で帰るほうが壬氏としては好みなのだが、時間が短縮できるのであればそれを使うしかない。

　早く帰りたいのに、周りは壬氏の気を引こうと話を長引かせようとする。帰る日時がずれたのは、宴の騒ぎや葬儀に出席した件もあるが、そういうことも地味に響いている。

　玉袁はそのことも含めて、話をあとにしたのかもしれない。西都で玉袁の名前を出せば、帰りやすくなる。ただこういえばいいのだ。

「このあと、玉袁と約束がある」

　それでも、酌に娘や妹を連れてきたり、もしくは、異国情緒あふれる美女を用意する者もいた。女たちがつける香水には、媚薬のようなものが含まれていたのだろうか。その手の類に敏感な馬閃が酒も飲まずに全身を赤くしていた。ある意味試金石としては便利な体質だ。

　しかし、乳兄弟であり幼馴染でもある馬閃に対しては、壬氏とて思うことがある。先日、阿多に大変誤解を招くところを見られてしまった。あのとき、馬閃も大人になったなどと思ったが、やはりそれは勘違いだったらしい。

　年頃の女人に対して、奥手なのは変わらなかった。猫猫に対してだけ、平気に扱えるのは、ある意味、壊れないとでも思っているのかもしれない。いや、毒ならともかく普通に体格は小柄で、身体も華きゃ奢しゃなので壊れるぞ、と言いたいところだが、不思議と壊れるところは想像できないのだ。散々、毒を食らっては高笑いしたり、誘拐されても平気な顔で戻ってきたりとそういう場面ばかり見ているせいかもしれない。

　女として見ていないと考えればいいのだが、壬氏としては複雑だった。父親である高順は、今の馬閃の年齢には三人の子どもがいた。女性に対してまめすぎる男の息子のはずが、これである。すでに、姉と兄は結婚している。

　杯を空にすると、馬閃を見る。

「おまえ、そろそろ、結婚をせっつかれているんじゃないか」

　壬氏の問に不意を突かれたのか、馬閃が顔を引きつらせる。見てわかる通りだ。壬氏の乳母は、馬閃の実母なのでどういう性格かよくわかっている。高順が恐妻家と自称するだけの母親なのである。

　顔が真っ青になり、だらだらと汗をかく馬閃。どうやら、何か思い出して震えているらしい。

「み、見合いをするように、とは、言われているのですが……」

「ちゃんとした相手だろうに」

　壬氏は表情を変えず、心の中でにやりと笑う。ここ最近、壬氏にばかり矛先に向かっていたので、たまには向けてしまう側になりたいものだ。

「絵姿くらい見せてもらったのだろう？」

「はい。見るだけは」

　それが賢明かもしれない。見たとしても、どれだけ盛っているかわからない。詐欺めいたやり口で、見合いをさせ、既成事実を作るということも無きにしも非ず。女人のことに関しては奥手な馬閃だ、一度、関係を持っただけで一生責任を持たねばという金剛石よりも硬い頭だ。

　馬閃は眉を歪ゆがめ、複雑な表情でうつむく。さらしが巻かれた右手をじっと見ている。

「……私はまだまだ未熟です。女人の相手など、早いかと思います」

　あまりにへたれた発言に聞こえるが、壬氏はその様子を見てからかったことを反省した。

「まだ、あのことを気にしているのか？」

「……」

　壬氏は知っている。女人が苦手な理由に、馬閃の母と姉が関係していることを。そして、壬氏もまた、ある意味原因となっている。

　馬閃の母は、壬氏に付きっきりだったため、幼い馬閃は二つ年上の姉と女中に面倒を見てもらっていた。幼いころに駄々をこねるのは子どもの仕事だが、馬閃の場合、少し勝手が違った。

　武人の中には、戦闘中に訓練以上の力を発揮する者がいる。手て練だれになると、相手の動きを遅く感じ、痛みも感じなくなるという。

　本来、鍛錬を重ねて得られる力だが、馬閃の場合、それが物心ついたときからあった。それは、偶然なのかそれとも何百年も続く武人の家系だからこそ生まれたものなのかは知らない。ただそれを端的に言うなら、才能というより他ない。

　母に会いたいと我がままを言う馬閃は、その矛先を姉や女中たちに向けた。普段なら、上手くなだめて終わっていたが、そのときは上手くいかなかったらしい。小さな紅葉のような手で、馬閃は姉の腕をつかんだ。そして、そのまま折ってしまった。

　当時、六つの子どもだった。当の馬閃の指も一本折れていたらしい。強すぎる力はそれだけ反動が大きい。

　その事件から、馬閃は姉や兄とは別々に暮らすようになった。そして、壬氏に会うのはそれからしばらくのことで、最初のころは、愛想のない奴だったと覚えている。それはそうだ、壬氏が馬閃の母を奪ったようだものだから。壬氏とともに剣術を教えるようになったのは、今後の側近の育成とともに、馬閃への配慮だったのかもしれない。

　壬氏がこの話を聞いたのは、十を過ぎたころで侍女たちとやたら距離を取りたがる馬閃をからかっていたのを高順に見られたからだ。

「女おな子ごはか弱いものですから、私にはまだ早いのです」

　こう返答されると、壬氏の立場はない。代わりに、空の杯を差し出し、果実水ジュースのお代わりを要求した。
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（大丈夫なのか？　これは）

　猫マオ猫マオは茶をすすりながら思った。慣れというものは困ったものである。どう困るかといえば、危機感がなくなる。

「ある意味これは熱烈歓迎なのかな？」

　羅ラ半ハンもまた茶をすする。

　二人の前には、仏頂面の男が一人いた。卓テーブルを挟んで腕組みをしている。

「兄さん」

　羅半の言葉をそのまま鵜う呑のみにすると、目の前の男は羅半兄ということだ。中肉中背、顔はやや整っているがただそれだけの男だった。そういえば、羅半は変人軍師の養子だが、他に兄弟がいないとは言っていない。完全な思い込みだ。

　羅半が連れてきたのは一軒の屋敷だった。船着き場からそう遠くない、歩いて行ける距離だった。陸リク孫ソンも船を降りたが、「他人がついていくのはどうでしょう」と言って、船着き場にある宿にいる。いっそ、阿アー多ドゥオたちと帰ってしまえばいいのにと思ったが、そうもいかないらしい。

　あの底抜けに明るい克コク用ヨウは、そこから乗り合い馬車に乗って都へ行くと言った。縁があればまた顔を合わせるだろう。

　街中ではなく、ぽつんと屋敷だけがある。屋敷は立派だが、いかんせん周りは田舎だ。もともと、都で高官をしていた男がこんなところに追いやられたとあらば、屈辱以外の何ものでもなかろう。

（そんな場所にのうのうと来てしまっていいのだろうか）

　周りは農村地帯のようで畑が見える。その向こうに小さな家がちらほら見えるが、集落というには離れすぎている。あまり見たことがない作物が畑には植えてあった。

　昼ヒル顔ガオに似ているが、昼顔は実をめったにつけないので雑草みたいなものだ。それが、広大な面積で栽培されていた。

（なんだろ、あれ？）

　そんな屋敷に向かおうとしたところで、道ですれ違ったのがこの男だった。

　男は慌あわてた顔をして、羅半と猫猫を近くの納屋へと連れ込んだ。それが今いる場所だ。茶はちょうど薬缶が置いてあったので勝手に拝借した。変な臭いはしなかったので大丈夫だろう。茶は変わった味で、何かを焙ばい煎せんしているらしい。納屋は畑の作業小屋のようだ。整理整頓された農機具が並んでいて、ここの主の几帳面さがわかる。

「何しに来た！」

「何しにって、弟が会いに来ちゃいけないのかい？」

　実際は、金かね儲もうけになるものをあてにしてきたのだろうが。

「父さんはいる？　話したいんだけど」

「とうさん？　あの狐目のことか！」

「いや、父さんだよ。義父ちち上うえは都にいるんだし」

「……」

　羅半兄はそれを聞いて黙った。黙ったと思ったら、ばんっと戸を叩いた。

「早く帰れ！　見つからないうちに」

「ひどいなあ。久しぶりに会う弟だというのに」

「おまえはもう他所よその子だ」

　どこか間抜けな会話だ。猫猫は薬缶の蓋を開けて中身を確かめる。茶葉ではなく、麦を焙煎しているらしい。こういう使い方もあるのだな、と感心する。

　のんきに茶をすする羅半に、大おお仰ぎょうに帰れと促す羅半兄。猫猫は、小屋の隅っこに置いてある蔓つるを見る。外の畑に植えてあるものと同じようだ。蔓を切って、桶につけていた。よく見ると根っこのようなものが小さく伸びていた。これをまた植え付けるというのか。

　葉はやはり昼顔に似ているが別の植物みたいだ。猫猫は棚の中をあさりだす。何の畑か気になって仕方ない。桶や手ぬぐいしか見つからないので、窓から外を見る。小屋の影になっていたが、鉢に朝顔の幼葉が見えた。

（朝顔でもないんだけどな）

　小屋の裏には、朝顔もたくさんある。これは観賞用だろうか。それとも生薬として使うのだろうか。朝顔の種は牽けん牛ご子しといって、下剤や利尿剤に使われる。同時に毒性も強いので扱いに気を付けなくてはいけない。

　猫猫が窓から顔を出しているのを見て、羅半兄がばたんと閉める。

「何やっている！」

「何って朝顔が気になりまして」

「というか、おまえは誰だ！」

　今更、何を言うのだろう。

「妹だよ、兄さん」

「赤の他人です」

「どっちだよ!!」

　両こぶしを握りしめて、羅半兄が言った。

　猫猫と羅半が顔を見合わせる。

「……打てば響く」

「だろ、なかなか貴重なんだ、こういう人材は。ちゃんと突っ込んでくれるんだ」

「わけがわからないことを言うな！」

　地団太を踏む羅半兄、実にいい反応だ。

　羅半は薬缶から茶をついで差し出す。羅半兄はそれを一気に飲み干して、熱かったらしく派手に器を投げた。猫猫は飛んできた木製の湯飲みを受け取る。

「実にいい反応だ。普通すぎて新鮮だ」

「だろ、いそうで案外いないんだ。こういう型タイプ」

「だかあ、わけわからなひ話をすふな」

　舌を間抜けに出して、羅半兄が言った。

　さて、反応を楽しんだところで話を戻そう。

「ところで、私たちを追い出したいようでしたが、どうしてですか？　実の親を裏切り、卑劣な狐軍師に寝返ったことが憎くて仕方ないのはわかりますが」

「そんなことはないぞ、妹よ」

「かなりあるがそれじゃない」

「兄さん、あるんですか？」

　羅半が羅半兄に真顔で言った。自覚はないのだろうか。

　羅半兄は羅半の言葉を無視して、猫猫を見る。

「妹というと、羅ラ漢カンの娘か？」

　猫猫はものすごい表情を返す。びくりと、羅半兄が肩をすくめた。

「猫猫、兄さんがびびるからそんな顔しない。しないの」

　子どもに言い聞かせるような口調で羅半が言うものだから腹立たしい。猫猫はそっぽを向いて茶をもう一杯飲んだ。

　羅半兄は引きつった顔を戻して、椅子に座った。心を落ち着かせるように深呼吸をする。何か口にしようとして、猫猫が睨にらむ。額を押さえて言葉を選ぶように口を開く。

「とりあえず肩書はどうでもいいが、すぐここを出て行ったほうがいい。仮に羅半が言う通りの肩書だとして、なおさらだ」

「その様子からしてただならぬようだね」

「わかっているなら茶化さずに、早く出ていけ」

　しかし、そういう反応をされると逆に気になるものだ。羅半は眼鏡を輝かせる。

「兄さん、何があったんですか？」

「聞かないほうが身のためだ」

「だから、その理由を知れば大人しく帰りますよ」

「知ったら、言い逃れができなくなる」

（羅半兄、それは逆効果だぞ）

　そうやって受け答えをしているうちに、羅半は目的の情報を引き出そうとしている。そのうち全部暴かれるだろう。しかし、その前に転機が来た。

　がたっと戸が開かれる音がした。そこには、杖をついた老人と中年の女、それからお付きらしき数名がいた。

「騒がしいと思ったら」

　中年の女が目を細めて猫猫たちを睨にらむ。羅半兄が真っ青な顔をしている。

「久しいわね、羅半。三年ぶりくらいかしら？」

「お久しぶりです、お爺さま、母上」

　羅半は一歩前に出ると、深々と頭を下げた。

（お爺さま、母上）

　つまり、都を追い出された家族ということになる。

　老人は目元が険しく、仏頂面で、髭ひげを長々と伸ばしていた。いかにも頑固そうな爺さんだ。

　中年の女は、きれいな顔立ちをしているが、その細められた目がどことなく猛もう禽きん類を思わせる。子シの一族の女に似ていた。あの楼ロウ蘭ランの母だ。つまり、なんだか怖い。派手な装いをしていたが、どこか流行遅れで手首に白い腕輪をしていた。

「みすぼらしい娘を連れているようだけど、下女かしら？」

　お約束のように莫ば迦かにされるのは慣れたものだ。猫猫は黙って、うつむいておく。

「嫌だなあ、母上。僕の妹ですよ」

「らはっ!?」

　羅半兄は、言いかけて思わず口を押さえる。

「妹……。それは羅漢の娘と言っているのか？」

　老人が口を開いた。

　猫猫はうつむいたまま、顔を歪ゆがめている。

　猫猫と同じくらい顔が歪んでいるのは、羅半の母だろうか。歯ぎしりの音が猫猫の耳まで聞こえる。

「そうなりますね」

　羅半兄もものすごい表情で羅半を睨んでいる。さっきから、何かと猫猫たちを隠して返そうとしたのはこれが理由だったか。

　羅半兄は、猫猫たちに自分のお爺さまや母上を見せたくなかった。猫猫とて、同じだ。できれば会わないほうが無難な人たちだろう。

　老人がうつむくとともにくぐもった声を上げる。何事かと思いきや、笑っているようだ。

「はははは、どこから聞きつけたのだ？」

「どこからと？」

　羅半が首を傾げる。

（なにを言っている？）

　猫猫もゆっくりと顔を上げて不思議そうな顔をするが、あちらはそれに気付いていない。猫猫も羅半も表情がどちらかと言えば乏しいのが原因だろうか。老人は気にせずに続ける。

「羅漢につくようならやめておけ。あいつは腑ふ抜ぬけになって大人しく幽閉されておるわ。ぶつぶつ毎日、ひとりごとをつぶやいており不気味で仕方ないわ」

「幽閉？」

　猫猫と羅半は顔を見合わせる。

　羅半兄は額に手を当てて、大きく息を吐いた。

「お爺さま、いったいなんのことでしょうか？」

「まだしらばっくれるのか？　変人の義父とはいえ、さすがに十日も戻らなければおかしいのだろ？　だからやってきたのだろう？」

　なぜかよくわからないが面倒くさいことになっている。そして、この老人こと羅半祖父の話を聞く限り、あのおっさんはどういうわけか幽閉されているらしい。信じられないことだが。

「ええっと、十日もなにも、僕も猫猫もひと月以上都を離れていたのですが」

　羅半が首の裏を掻かきながら言った。

「……本当か」

　老人がゆっくりと猫猫に視線を移した。

　猫猫は荷物の中から小さな箱を取り出す。開けると奇妙な植物が鉢植えになっている。仙人掌サボテンの小さな鉢植えをもらっていた。

「まだこちらには流通していない植物です」

　他に丸マル酸ス塊グリの砂糖煮込ジャムなどもあるが、形がはっきりしているもののほうがわかりやすかろう。

「あとは毛と絹の織物もありますけど」

　見たこともない植物を前にして羅半祖父と母がじっと見る。いかにも西方土産の品々だ。

「本当か？」

「嘘を言ってどうするんです？　土産に葉巻を買ってきたんですがいりますか？」

　羅半も荷物を広げた。煙草の葉は渡来のものが多く都で買うと高級品なのだが、西都では安価で買えたらしい。

『……』

　羅半祖父と母が顔を見合わせる。そして、祖父が大きく手を挙げた。

「捕まえろ」

　後ろにいた使用人たちが猫猫たちに向かってくる。いささか間抜けな状態で、猫猫たちは捕まった。




「どうしたものかね。僕まで閉じ込められるとは。家族だと思っていたのに」

「裏切り者の間違いだろ？」

「失敬な」

　羅半はそう言って、椅子に座る。閉じ込められたといっても、ごく普通の客間のようだ。家具は古いがしっかりした作りで、掃除もけっこうきれいにされている。猫猫は、意地悪な姑のように指先を棚や窓に滑らせて埃ほこりがたまっていないか確かめる。

「それにしても」

　不可解な点が多い。羅半祖父が言っていることが本当なら、あのおっさんがこの屋敷にいてなおかつ幽閉されていることになる。かなり、うかつなところが多いおっさんだが、こうも簡単に捕まったりするものだろうか。

「あの爺さん、言っていること本当なのか？」

　その言葉に、羅半はくせ毛をもしゃもしゃとかきむしった。

「ないとは言い切れない」

「あのおっさんが？」

「……猫猫、おまえには黙っていたが」

　羅半はぽつりと話し出す。

「昨年、緑ろく青しょう館かんで買った妓ぎ女じょの容態が芳しくなかった」

「そうだろうな」

　元々、いつ死んでもおかしくなかった。そんな妓女のなれの果てを買ったのはほかならぬ変人軍師だ。

「義父上が今回の旅に来なかったのはそのためだ」

　陸孫がやたら猫猫に変人軍師の屋敷へ行くのをすすめたのはそういう理由か。

　猫猫は窓辺に寄りかかる。窓には木の格子があり、抜け出せそうにない。格子の隙間から畑仕事をする農民が見える。一体何を作っているのだろう。

「人を人とも思わぬ義父上だが、あの妓女が来てからずいぶん雰囲気が変わったよ。正直、見ていて恥ずかしくなるくらいね」

「そう」

「毎日、碁や将棋を打つんだ。碁のほうが、頻度が多かったかな。それで、仕事に出かけるときは困ったものだよ。棋譜を持って、相手が一手打ったら、伝令が屋敷と宮廷を往復して石を並べていたんだ」

　それは迷惑だろうな、と猫猫は伝令役を哀れに思った。

「伝令役が忙しかったのは、新年まででそれからは少しずつ暇になっていったよ」

「何を言おうと私には関係ないよ」

　そんな妓女を放置して、のうのうと変人軍師が捕まったとは考えにくい。

　寿命だったというより他ない。花はな街まちで過ごすより、長生きできたと思う。

　猫猫が平静なのは、たぶんそういう考えもあるからだろう。他から見れば冷たいと思われていてもしかたない。医療に携われば人の死に面することは多くなる。そこでいちいち泣いていたら、次の患者に行けないのだ。

（毎度、涙を流す人もいるけど）

　慣れてしまえばいいのに慣れることもなく、割り切れることもなく生きていたのは養父だ。不器用で莫ば迦かな人だと思うけど、だからこそ猫猫は尊敬している。

「関係ないなんて寂しいことを言うな。あの妓女が死んだのであれば、さすがの義父上も堪えられないかもしれない」

「その隙をついて、ここまで連れてこられたと？」

　莫迦莫迦しい話だ。あれでも高官だ。いなくなって十日もたてば、養子の羅半だけじゃなく、他の者も騒ぎ立てよう。

　そう聞いてみたら返事はこうだ。

「身請けの際、結局半月仕事を休んでいた。戻って来ても大して仕事は溜まってなかった」

（働けよ）

　というか、いらないんじゃないだろうか。

「なにより、あの人以外がしっかりしているので有事でもない限り、半年はいなくても機能していける」

（なぜ解雇クビにしないんだろう、帝は）

　弱みでも握られているのではないのかと不安になる。もっとも、そんな有能な人材を見つけられる特技があるからこそのものだろうが。

「なんかぐだぐだじゃないのか？　私が思っているより宮廷というのは杜ず撰さんなのか？」

「そう言われると、義父上だからとしか弁明のしようがない」

　猫猫は深いため息をつく。

「お爺さまたちは当主の座を明け渡してもらうために、義父上を閉じ込めているんだろうな」

「よくわからないんだが、その当主というのはどうやって決めるんだ？」

　あのおっさんが羅半祖父から当主の座を奪ったというがどういうものかぴんと来ない。建物や物のように所有権を示す証文でもあるのだろうか。

「基本、名持ちの家は、名とともに下か賜しされた品がある。その持ち主が当主ということになり、参さん内だいするときは持っていく。参内といっても、毎日というわけじゃない。特別なときだけだがな。普段は大事にしまっているのが普通だ。当主交代の場合は、次の当主とともに帝にご挨あい拶さつをするのが習わしとなる。当主の座を奪ったというけど、実際はその手順は踏まえているよ」

「どうやって踏ませたんだ？」

　羅半祖父を見る限り、穏便に明け渡してくれるようには見えない。あの爺さんが素直に挨拶に行くだろうか。

「簡単なことだよ。失脚させればいいんだからね。美しい数字にはあまり縁がなかったから、お爺さまは」

「おまえか、その証拠かき集めたのは」

　当時いくつだったのか聞くのは野暮だろうか。

「お爺さまのやっていたのは正直せこいものだったから、せいぜい罰せられるのは当人だけ。家の名が傷つくと脅し返したとしてもそれを気にする義父上でもなかったからね」

　今いる地位を引きずり降ろされてなおかつ罪人になるか、それとも、当主の座を明け渡すのかどちらか選べと迫ったらしい。しかも、それに孫が加担していたと。数字が美しくないとか、調べるのが面白かったとかそういう理由であのおっさんに協力したのだろう。

「おまえが家族扱いされない理由がよくわかった」

「何をいきなり言うんだ？」

　しかも本人に自覚はない。やはり、変人の甥だけのことはある。

「しかし、今までずっと大人しくこんな田舎にこもっていたのだろ？　なんで今更、動こうとするんだ？」

「理由はいくつか考えられるな」

　羅半は指を立てる。

「一つ、この国の公的文書は十年もすれば破棄される。というか風化する、よほど重要なものでもない限り厳重に保管されない。お爺さまの小遣い稼ぎに関する証拠も、それと照らし合わせなければただの紙切れだ」

　指をもう一つ立てる。

「二つ、義父上の弱点を見つけた。なにかあればそれを盾に脅せばいい。もちろん、逆げき鱗りんに違いないけどな」

　そういって二本立てた指を猫猫に向ける。猫猫はそれを不愉快そうにはねのける。今回の場合、その逆鱗は猫猫ではなく、例の妓女だろう。

「こんな田舎に引きこもっているのに、そういう情報が耳に入るものか？」

「まてまて話は最後まで聞け」

　そういって、羅半は三本目の指を立てる。

「三つ、そういう情報を教えてくれる誰かがいた」

（あっ！）

　今まででも思い当たることがいくつかあった。

「今回もそういうことだと言いたいのか？」

　今回も。里樹妃を襲った盗賊だけでなく、西都の占い師の話も白い仙女の話を連想させる。やり口が似ているのだ。

「いやはや可能性の話だ。ただ、ないとも言いづらい」

　確かにそうだ。確定せずに、そういう場合もあると考えたほうがいい。

　そうなると猫猫には不思議なことが一つある。

「もし同じ関連の話だとしたら、気になることがある」

「なんだ？」

　ここのところ続く怪しい事件、どうにも白パイ娘ニャン々ニャンの影が付きまとう気がする。それを匂わせる雰囲気の話があちこちにある。ただ、気になる点がある。

「東に西に仙女を思わせる話を聞くのだが、当人は本当にかかわっていると思うか？」

　あまりに足取りが軽すぎる。

「当人ではなく、その関係者がやっているとすればまだわかるけど、それにしても、情報が共有されすぎていないか？」

「……確かに」

　西都での占い師の話、やり口がどことなく似ているが、遠い東の地にいる里樹妃の異母姉の話はどこから手に入れたのか。もし、情報を共有しているのであらば、どうやったのか。疑問が残る。

「都からの同行者の中に白娘々とつながりがある者がいればどうだ？」

　それならどんな人物が西都へ向かうのかわかる。

「いや、それだと占い師の存在はどうなる？　少なくとも十日前にはいたはずだぞ」

「そこなんだよな。無理があるな」

　羅半が唸うなる。

「それにしても」

　猫猫は外を眺めながらつぶやく。

「それにしても？」

　羅半が聞き返す。

「飯くらいちゃんと出してくれるだろうな」

　猫猫は畑を見ながら言った。まだ、農夫がせっせと仕事をしていた。




　猫猫の心配は杞き憂ゆうに終わった。

　食事はまあまあで、食材も悪いものは使われていなかった。肉と魚、両方使われていたが、魚は少し塩辛い。内陸に入るとともに、海産物は塩漬け保存されることが多い。宮廷料理で使われる魚は、海でとれたばかりのものを早馬で悪くならないうちに運ぶので、塩漬けにされることはない。

　案外、美味かったのは芝麻球ごまだんごだった。中身が胡麻餡ではなく、栗か豆をつぶしたものを使っていた。ねっとりと甘いので蜂蜜か水あめを使ってまろやかにしているのだろうか。

（いや、甘かん藷しょか？）

　納得しながら味わう。

　甘味がそんなに得意でない猫猫でも二つ食べ、羅半は五つも食べていた。

「そんなにたくさんよく食えるな」

「知っているか、頭を使うと甘いものを欲するんだぞ」

　そういって羅半は、もう一個口に入れる。

「ここの家主は甘党なのか？」

　甘藷はまだ珍しい作物だ。猫猫のように緑青館や後宮にいたのならともかく、あまり市井に出回っていないと思う。他の食材はさほど珍しくないのに、餡にだけこだわりでもあったのだろうか。

「別に、皆、そこまで好きじゃなかったと思う。嫌いでもないが」

「そう」

　猫猫は食後の茶を飲む。これは麦を焙煎したものではなく、茶葉の味がした。

「ところで、あの場に父親はいなかったようだけど、どうしたんだ？」

　猫猫はふと思い出していってみた。

「父さんか、何してるんだろうね。今回は父さんに会いたかったんだけど」

　指についた油をぺろりと舐なめて、羅半が言った。その仕草が、狐目軍師に似ているので猫猫は嫌そうに顔を歪ゆがめる。

「その父さんとやらもこのことに加担していると？」

「うーん、それはないと思うよ。大体、義父上が提示したのは、お爺さまに当主の座を渡すことだけだったから。ただ、噂って広まるもので、気位の高いお爺さまが都にいることができなかったってだけだ。父さんは残ろうと思えば、残れたんだけど、あえてそれを選ばなかっただけ」

「お母さまとやらはそれに対して不満を持ってそうだけどね」

　それに対して羅半は苦笑いをした。

「お母さまはお爺さまが選んだ人だからね。なにより義父上とすこぶる相性が悪い」

　むしろ相性がいいほうが珍しいのだと、猫猫はあの気難しそうな女性を思い出して少し同情した。

「しかし、同じ部屋にするのはどうかと思うが、寝所は別にしてくれるんだろうな」

「一緒だとしても間違いは起きないけどな」

「それは言えてる」

　言うだけ言って、二人でくだらねえといった顔をした。

「ところでおまえは、皇弟とは……」

「ちょっと寝る」

　羅半が最後まで言うのを遮って、猫猫は隣の寝室に向かった。

「おい、僕はどこで寝るんだ？」

「そっちに長椅子カウチがあるだろ」

「年上を敬おう」

「年下を可愛がろう」

　羅半がなにやら文句を言っているようだが、気にしない。とりあえず寝台の中で、状況を整理することにした。

　あの変人軍師や羅半は先代当主たちにやはり十分な生活費を与えていた。家事をする使用人を雇い入れるくらいの余裕はあったが、高級な家具を買い足す、食をやたら贅沢にするほどではないようだ。

　十分甘い措置だと思うが、都で贅沢な暮らしをしていた人間にとっては屈辱だろう。その屈辱は長年くすぶり続けて、とうとう爆発したとすれば、その導火線に火をつけたのは誰なのか。

　猫猫は、羅半母のつけていた白い腕輪を思い出す。良く見えなかったがあのしめ縄に似た、蛇のような白い紐に似ていた。思い違いでなければいいが、嫌なものを想像する。

（しつこいなあ、あの仙女は）

　神出鬼没で、どこにでも足跡を残していく。本当に、仙術を使って分身をいくつも持っているのではと思ってしまう。

　早く誰か捕まえてくれないかな、そんなことを考えながら眠りについた。




　気が付けば夕刻だった。物音と話声が聞こえたので、目を覚ました。

　あくびをしながら寝室を出ると、そこには羅半以外にあの偏屈そうな爺さんがいた。爺さん一人なら体当たりして逃げ出せそうだが、後ろに使用人が見える。

　老人は、寝起きの猫猫を見て顔を歪ゆがめた。寝癖が残っていたのか、目やにがついていたのか、はたまた頬ほおに布団のあとがあるのが気に召さなかったらしい。

「行くぞ」

　何が行くのだ、と聞き返すことも許さず老人は部屋を出る。猫猫は羅半と顔を見合わせた。どうせ、出なかったらまた閉じ込められるだけなのでついていく。

「おまえは本当に羅漢の娘のようだな」

「……」

　その質問に、猫猫が答える理由はない。ただ、先ほど猫猫が寝ている時間を使ってなにかしら調べたのだろう。おそらく二時よじかんも空いてなかったと思うが、どう調べたのだろうか。

「あの男は本当にぼんくらだ。こちらが何をしようにもぶつぶつとつぶやいて無視し、まともに話そうともせんかったわ。ただ、おまえの名前くらいは憶えていたぞ」

　猫猫はぴたりと足を止める。なんだかこの話の流れでは、連れていかれる先に嫌な者がいそうだ。

「嫌だろうが、ついていこう。ここで駄々をこねても話が進まないぞ」

　羅半が言うので猫猫は仕方なく前に進む。目的の場所は屋敷の端にあった。壁に大きな丸い窓があり、格子がついている。そこから中は丸見えになっており、床の上に汚らしいおっさんが座っていた。

　おっさんはうつむき、その顎あごには不潔な髭ひげを残していた。髪もほどけ、邪魔そうに後ろに垂れている。男の周りには汚れた茶碗が転がっていた。服や指に米粒がついており、箸も使わず手づかみで粥を食べていたようだ。

「義父上！」

　羅半が格子に駆け寄った。明らかに様子がおかしい男に対して、なにか思うことがあるらしい。

　確かに異常だった。ぶつぶつとただ口を動かしている。まるで何かの中毒症状のようだ。それは羅半も思ったらしく、老人を見る。

「お爺さま、あなたは義父上があまりに言うことを聞かないからと言って、阿片でも吸わせたりしたのですか？」

「ふん、そんなの知らぬわ。それより、あの男から家宝の場所を聞き出すのだ」

　偉そうに老人は羅半を睨にらみ返す。

「それに、儂わしがあいつを呼んだのではない。あいつに呼ばれたから、都に行ってやったのだ。そしたら、あのざまだ」

　両手を広げ、老人が言った。

　確かに阿片の症状とは違うと猫猫は思う。

「屋敷には使用人も誰もおらぬ。あるのは、辛気臭いこやつがぶつぶつと碁盤の前でつぶやいていたくらいだ」

　誰も周りにいないことを理由に連れてきたのだという。

（……誰もいない？）

　そんなわけがなかろうと、羅半を見る。

「借金で首が回らなくなって、使用人は全員解雇したのか？」

「いや、最低限はいた。食事と掃除、あと病人の看病も必要だからな」

　だが、と羅半は付け加える。

「やはり予想通りだったな」

　誰のと言えば、昨年、身請けした妓ぎ女じょだ。使用人はいなくともその女はいるはずだ。それを放置して、狐目軍師が屋敷を出ることはないだろう。このおっさんがここに放心状態でいる。それは、妓女が死んだことを意味している。

　まるで魂こん魄ぱくが抜けてしまったかのような姿だった。しかし、身体は動き、何か目に見えないものと対峙しているように見える。

　もうどこにもいないはずの誰かが前に座っているのだろうか。

「猫猫どうにかできないのか？」

　羅半が言ったことで、一瞬、変人軍師がぴくりと反応したが、また変わらずぶつぶつ唱え始めた。

　かなり重症だ。

「おまえら、仮にもあいつの子だというのなら、家宝のありかに心当たりはないのか！」

「そんなこと言われましても」

「知りません」

　羅半も猫猫も首を振る。

「ならば、これに見覚えはないか！」

　老人は懐から紙束を取り出した。そこには何やら数字が書いてある。

「羅漢が持っていたものだ。羅半、おまえはこういうものを見るのが得意だろう。隠し場所か何かだろ！」

　老人はそれが何かの暗号だと思ったらしい。羅半がそれを受け取り、細い目をさらに細める。猫猫ものぞきこんだ。

　猫猫と羅半はそれが何なのか、一瞬でわかった。数字が二つ並んでいる。それが何十枚もある。

　そこに老人の欲しがる答えはないとわかったが、今、この状況でそれを教える理由はない。それよりも、あの腑抜けのおっさんをどうにかせねばという気持ちがあった。正直、付き合いたくないのだが、さっさと終わらせるほうが先だ。

「この屋敷に碁盤はありますか？」

「んなもん、今は関係なかろう！」

「碁盤はありますか？」

　猫猫が調子を変えずに言うと、老人は舌打ちをして使用人を呼びつけた。そして、使用人が碁盤と碁石を持ってくる。

　狐目軍師のいる部屋へ入る。変人軍師は、碁盤が目の前に置かれるとぴくりと肩を揺らした。猫猫も碁盤の前に座る。猫猫は黒石を持ち、羅半は白石を軍師の手元に置いた。

　猫猫は先ほどの紙切れに書かれていた数字の通り、黒石を置く。すると、変人軍師は白石をつかんで、ぱちんと音を立てて碁盤に置いた。

　束ねられた紙は、妓女と碁をやっていた際に使いが記帳メモしていたものだろう。ご丁寧に、二つの数字の他に右上端っこに通し番号がついていた。

　猫猫がその通りに打つと、変人軍師も打つ。

　猫猫は碁なんてそんなに強くない。ただ、序盤は定じょう石せきというものがあり、打つ手はだいたい決まっているのだ。なので、変人軍師は以前と同じ手で打ってくると思った。

　紙を一枚めくっては打ち、めくっては打ちしていると、残り三枚というところになった。すると、羅半が首を傾げた。

「悪手だな」

　猫猫が打った手のことを言っている。猫猫は間違いなく紙の通りに打っている。

「……」

　変人軍師は目を細めながら、また、ぱちりと打った。

「この手だと、捨て石になってしまう。なんでこんな風に打ったのか」

　猫猫にはよくわからないが、羅半は碁を多少かじっているようだ。しかし、そのまま次の手も打つ。

　そんなわけで、最後の一手を打ち終わった時点で、まだ中盤のようだった。

「……こんな失敗ミスをするわけがない」

　片眼鏡モノクル変人がぼそりとつぶやいた。髭ひげに飯粒がこびりついている。猫猫は顔を洗え、と言いたくなるのを我慢する。

「儂わしならこれを見過ごさないことがわかっているのに、なぜ？」

　変人軍師は持った白い碁石を打とうとしない。ただ、盤上を睨にらむだけだ。

　しばしの沈黙ののち、猫猫が面倒くさそうにつぶやいた。

「普通の手に飽きたのではないですか？」

　碁についてはよくわからない。ただ、この局面ならこう打つべきという形は長年の歴史の中で作り上げられる。そうなれば、また同じように返すのが基本だろう。

「確かに、この局面ではここはこう、こうなるとああして……」

　ぶつぶつと片眼鏡がつぶやく。しかし、手に持った白石をもてあそびながら、ふとあることに気が付いたようだ。ぱちんと、それを碁盤の上に置く。

「それは……」

　羅半が顔を曇らせる。その手もまた、いい手ではないのだろう。猫猫はこれ以上どう打つのかわからないので、黒石が入った碁ご笥けを変人軍師のほうへと寄せる。変人は黒石を掴つかむと、ぱちりと碁盤に置く。

　碁に詳しい羅半は、腕を組んで目を細めている。最初は怪け訝げんそうな顔だったのに、ある一手を境になにか気付いたのか、目を見開いた。

「おい！　悠長に碁など打っている場合か、それよりも早く──」

「お静かに」

　羅半が老人を制止する。

「今、いいところなんです」

　真剣な表情で碁盤を見る。いいところと言っても、打っているのは変人一人だ。しかし、変人の中では黒石は別の人物が打っているのだろう。亡霊のような表情から、だんだん色味が戻ってくる。

　ぱちんぱちんと碁石の音だけが響く。それがどれだけ繰り返されただろうか。

　変人の動きが止まった。

「あとは寄せだけだ」

　もう打つものは打ったとばかりに、片眼鏡モノクルは手を止めた。そして、細い目をさらに細める。

「もう勝敗は決まっている。五目半のこみを入れて、黒の一目半勝ちだ」

　羅半が盤上を見て、「本当だ」と言った。さすがにこういう計算も早い。

　変人軍師は膝ひざを立てて、顎あごをのせる。碁石を弄もてあそびながら目を細めていた。

「ずっと考えていた。最後の試合が終わる前になんでいなくなったんだって。負けず嫌いなのに、終わらせるまでずっといると思っていたのに」

　変人は、ぽつりぽつりと漏らす。

「なんであんな悪手をしたんだって思ったよ。だから、きっと打ち間違えたんだと思ったな。そんな失敗は絶対しないはずなのにって思っていた」

　誰に聞かせるわけでもない独り言は続かなかった。それを遮ったのは、老人だ。

「おい！　羅漢。家宝をどうした！　早く出せ」

　羅半を押しやり、変人軍師の前に立った。変人は怪訝そうに目を細めて、「うるさい碁石だ」とつぶやいたあと、「ああ」と手を打った。

「父上でしょうか？」

「なにが父上だ、親の顔も忘れたか！」

　忘れるも何もこの男は、判別すらできていないのだろう。

「親？　ああ、そういえば」

　とぼけたことを言い出して、変人は懐から布包みを取り出した。

「今更ですが、妻を娶めとりました」

　布包みの中身は髪の毛だった。五寸ほどの長さ、髪紐で束ねられている。誰のものか猫猫はわかっていた。

　老人の顔が真っ赤になる。その手に持った杖を振って、変人軍師のこめかみを狙った。

「義父上！」

　羅半が駆け寄った。猫猫は懐から、手ぬぐいを取り出す。杖はこめかみを滑り、頬ほおを撫なでて鼻に当たった。頭を直撃しなかったものの、ぽたりぽたりと鼻血が落ちる。

「おまえはいつもそうだ！　儂の言うことは聞かぬ、わけがわからないことばかり言う！　そして、勝手なことばかりすると思ったら、何だ！　それは」

　髪の束をさして老人が叫ぶ。

「また、儂を莫ば迦かにしておるのか！」

「莫迦になどしていません。だから呼びました」

　それは、本当だと猫猫も思う。宮中で莫迦なことをやっているならともかく、この老人の前でふざけたことはしなかったのではないかと。羅半祖父が呼ばれたと言っていたが、これが理由だったとは。

　ただ、それは変人軍師から見た視点だ。世の中、親子だろうと何だろうとわかり合えないことくらいある。この老人と変人軍師は、あまりにその性格が合わな過ぎたのだ。

「それより、家宝だ、家宝を出せ！」

　爺さんは癇かん癪しゃくを起こした。そして、持っていた杖を持ち変える。それは仕込み杖になっており、中から刃物が出てきた。

「出さぬとどうなるのかわかっているのか」

　しかし、目線を上げた変人軍師はその切っ先よりも別のものを凝視している。

「猫猫？　どうしてここに？」

　変人はようやく猫猫がいることに気が付いたようだ。いや、気が付いてなければ、こんなに大人しくしていなかっただろう。それだけ、碁に集中していたということだ。

「爸パ爸パに会いに来たということか！」

「違う」

　それより今の状況を考えてもらいたい。猫猫は危ないのでそそくさと壁際に移動する。

「よし、猫猫がいるんだ。今日はごちそうを用意しなくては！」

　ぎゅっと髪束を持ち、変人が言った。そして、その手をそっと猫猫のほうに向ける。

「一言だけくれないか？　母さんに……」

　神妙な顔で変人軍師が猫猫を見る。やつれた顔と汚らしい髭ひげで、ごそっと年齢が老け込んだように見えた。

　普段なら無視するだろうその言葉だが、猫猫は珍しくゆっくりと頭を下げた。何も言うことはないが、それくらいはしておこうと思った。

「儂を無視するな！」

　老人が癇癪を起こして仕込み杖を振り回す。もう年齢が年齢だが、元々武官だけあって思ったよりしっかりしている。対して、武官だが部下に任せっぱなしのぎっくり腰軍師に、算盤はじきが得意の根っからの文官、そしてこのとおり力には自信などあるわけがない猫猫だ。

　老人が長物を振り回すのに逃げ出すので精一杯だ。非力な三人は散らばった。老人の背後には、使用人たちがいるが、助けてくれそうにない。どうにか逃げ出そうと、柱の裏側に隠れていると──。

「危ないですよ。誰かに当たったらどうするんですか？」

　ゆっくりと穏やかな声が聞こえた。

　視線を移動すると、老人の足が宙に浮き、じたばたしていた。なぜぶら下がっているかといえば、老人の両手はいかつい手に掴つかまれている。掴んでいるのは、手ぬぐいを首にかけた浅黒い肌の男だった。服装からして農夫にしか見えない、部屋から見えていた農民だろうか。背は高く肩幅も広くいかつい。ただ、その目だけはとても穏やかに見えた。

「おい！　何をする！　放せ！」

「はいはい。その仕込み杖をくれたら放しますから」

　いかつい農夫は老人から刃物を奪うと、元の杖に戻した。「いつのまにこんなもの作ったのやら」とぼやいている。使用人たちは、老人を助けるどころか、農民を見てほっとしていた。

（誰だ？）

　その質問の答えはすぐわかった。

「父さん、お久しぶりです」

　羅半が頭を下げた。

「元気そうだねえ。大変な目にあってたけど。そこにいる娘さんは、僕の姪っ子かな？」

　杖をとりあげて使用人に捨ててくるように渡すと、柔和な顔をさらに柔らかくする。見た目は全然似ていないが、雰囲気がどこか懐かしく落ち着く人だった。

「そこにいるのは、わが弟でいいのか？」

　変人軍師が目を細める。

「そろそろ見分けがつくようになってもいいと思うんですけど」

　羅半父は、苦笑いを浮かべる。老人の手はまだまだ放しておらず、じたばたしていた。

「おい！　おまえのためにやっておるのだぞ！　家督を取り返したいと思わないのか！」

「別に僕はどうでも」

「そんなんでいいのか、この軟弱者が！」

「そうよ！　あなたはいつも！」

　いつのまにかやってきたのは、羅半母だった。変人軍師と相性が悪いようだが、さすがに騒ぎを聞きつけてきたようだ。

　うるさいのがもう一人増えて、羅半父も少し表情を曇らせる。

「だって、僕が家督を継いだところで何になるんだい？　無能者が家の頂点にいたところで、ただの恥さらしだよ」

　あきらめたような口調に老人と羅半母は目を吊り上げる。

「そこの阿呆に比べたらましだ！」

　阿呆と指さされた当人は、猫猫を見てにやにやしている。気持ち悪いことこの上ない。

「自分の息子がかわいくないの！　家督を継がせたいとは思わないの！」

「羅半だって息子だろうに」

　ここでいう息子というのは、さっき会った羅半兄だろう。すでに裏切り者の羅半は子どもとしてみなしてもらっていないらしい。

　この屋敷の住人も一枚岩というわけでなく、さっきまで老人の命令に従っていたが、羅半父がやってきたら、何とも言えない顔をしている。

「大体、家督を今更返してもらってどうするんですか？　僕に代わりなんてできるわけないでしょう？」

　それに、と羅半父は付け加える。

「羅漢兄さんが帰ってこないことは気にしなくても、羅半が帰ってこないことは気にする者がいるようだからね」

　優しい口調で言うとともに、使用人が走ってやってきた。

　そして。

「旦那様！　陸リク孫ソンさまという方がこちらにやってこられました」

　その言葉に、老人と羅半母の顔が引きつる。

「……そ、それがどうした！　打ち捨てろ！」

「で、ですが、他に武官らしき男たちも引き連れていて」

「そういえば、この付近に駐屯地があったなあ」

　羅半が思い出したかのように言った。わざとらしいと猫猫は思う。

「お、おまえ、もしかしてそれを見越してこちらに来たのか!?」

「いえ、そんなつもりはありませんけど、結果的にそうなってしまいましたね」

　あっけらかんとした口ぶりが腹に立ったらしい、老人はしわがれた手で壁を叩いた。

「どいつもこいつも！　できそこないどもめ！　一族の恥さらしどもが！」

　地団太を踏む老人。床が抜けそうな音がする。

「まともに人の顔の見分けもつかない長男に、農民の真似事をする次男とは。どちらも植え付けた胎はらが悪かったわ！　もう一人、ちゃんとしたのをこさえておくべきだった！　その子どもも子どもだ！」

　老人の悪態は続く。その言葉に周りの者たちは、目をふせる。さすがに、羅半母も内容が内容だけに、唇を歪ゆがめていた。

「まともに剣も持てぬ上、宮刑なぞくらいおった羅ルォ門メンといい、儂の周りはまともな奴がいない！」

　猫猫はぴくりと動いた。柱の影から出ると床に落ちていた茶碗を拾う。変人軍師が食べ残した汁がそのまま置いてあった。

　その茶碗を掴つかむ。そして、老人の前に移動すると、腐りかけたその中身を老人にぶっかけた。

「なんのつもりだ！」

　老人は激げっ昂こうし、手の甲で猫猫の顔を叩いた。頬ほおが熱を持つ。

「猫猫！」

　変人軍師がよろけた猫猫に近づこうとしたが、そこはさくっと避ける。老人の手は避けられなかったが、これは簡単に動けた。

「なんのつもりも何も、気にくわなかったからかけたまでです」

　猫猫は静かな声で言った。やり方は間違っている、だから、殴られても我慢する。でも、老人の養父を莫ば迦かにした発言は止めてもらいたい。

「これ以上養父の悪態をつかないでください。黙ってください」

「何を偉そうな口を！　儂が誰だと思っている！」

（誰かなんて）

　この老人のほうがわかっていないのではないか。

「家宝とやらがなければ、自信も持てぬただの爺さんでしょう」

　猫猫は笑って言った。唇が切れているが、そんなのは些末なことだ。

　老人の顔が引きつり、羅半母の顔が青ざめる。

「家の名も、当主の座も関係ない。ただ、自分の手で本当に誇れることができるのですか？」

「この貧弱な小娘が！」

　質問の答えではなく雑言で返すのは、そういうことだろう。この老人がやってきたことなど、当主の座にふんぞり返り、小さな不正を繰り返しただけだ。大きな収しゅう賄わいを起こさなかっただけ、理性があったのか、小心者だったのかは知らない。

　猫猫はまだ、この老人に言い足りない。しかし、その間に入る影があった。

「お嬢ちゃん、悪いけどそこまでしといてくれ」

　優しい声でなだめてきたのは、羅半父だった。眉毛は少し困ったように八の字にしている。

「叔父さんが大切なのはわかるけど、この人は僕らの父さんなんだ」

　少し寂しそうな羅半父の顔を見ていると、養父の羅門を思い出した。

　猫猫は、言い出しかかった言葉を無理やり飲み込んだ。
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「一体どういうことかと思いました」

　陸リク孫ソンが大きく息を吐いて言った。あの後、この男が屋敷に乗り込んできたため、老人と羅ラ半ハン母は別の部屋に隔離された。変人軍師の身なりがあまりにひどく、説明する間もなく状況を判断したようだ。陸孫もまた、軍師の見つけた優秀な人材であることは確かだ。

「羅ラ漢カン兄さんがさっさと正気に戻ったらもっと早く解決したんだけど、申し訳ない」

　少し疲れた口調で羅半父が言った。懐かしい感じがすると思ったら、この男は、養父の羅ルォ門メンにどことなく似ていた。見かけではなく雰囲気が似ている。

　さすがにあの座敷牢にいるのはどうかということで、場所を移している。今、同じ部屋にいるのは、羅半父、羅半、猫マオ猫マオ、陸孫、それから変人軍師だった。他に数名、陸孫が連れてきた男たちがいるが、本来非番とのことで、申し訳ないと猫猫は思う。

　陸孫は表向き、「上司を迎えに来ました」としか言っていないが、実情は制圧だった。

　正直、猫猫は変人軍師とは同じ部屋にいたくないのだが、わがままは言っていられない。ただ、気が付けば隣におり、何かと話しかけてくるのが大変煩うるさい。気が弱っているから仕方ないと思っていたがやはり無理そうだ。

「猫猫、今度服を仕立てに行こうか。いい生地をいっぱい使って、簪かんざしも作ろうな」

「……」

「それから着飾って舞台でも見に行こうか、そうしよう」

「……」

「猫猫は本が好きだったな。そうだ、読むだけじゃなく本を作るのはどうだろうか」

　猫猫が無視してもこの通りだ。本を作るくだりで反応しそうになったが、ぐっと我慢した。

「兄さん、話が進まないからちょっと座って静かにしてくれないかい？」

　弟である羅半父は一応注意するがやはり弱い。養子である羅半も部下である陸孫も強く言えない。結果、猫猫に視線が集まる。猫猫は嫌そうな顔をしたが、他にどうすることもできないので仕方ない。

　猫猫は、変人軍師のほうを向く。

「臭い、雨に濡れた野良犬のにおいがします」

　鼻をつまみ、顔を歪ゆがめてみせる。

　変人軍師は、自分の袖に鼻をつけてすんすん嗅かいだ。そして、羅半父を見る。

「風呂はどこだ？」

「この部屋を右に行って突き当たりです。すぐ準備させます」

「すぐ頼む」

　そういって部屋を出て行った。

「歯磨き忘れないでください」

　猫猫は追加攻撃も忘れない。半時は帰ってこなくていい。

「娘を持つって大変だねえ。僕なら立ち直れないんだけど」

　羅半父が寂しそうに言う。

「見ているだけで悲しくなってきます」

　陸孫が茶をすすりながら付け加える。

「それはそうと、ずいぶん、早くやってきましたね。もう少し遅れるかと思ったんですが」

　羅半が陸孫に言った。陸孫が船着き場の宿で待っている以上、猫猫たちの帰りが遅ければ怪しく思って、屋敷にやってくるだろうと考えた。だが、まだ別れてから一日も経っていないので、ずいぶん行動が早い。

「教えてもらいました」

　そう言って陸孫は片手を羅半父のほうへと向ける。

「僕というか、素直じゃないのが、知らせてきたというか」

　羅半父は窓の外を見た。やる気がなさそうに、緑色の蔓つるを運ぶ羅半兄が見えた。

「農民の真似事なんてやってられるか、とか言いながらああやって働く。素直じゃないけど、いい子なんだよねえ」

「凡庸ですが悪い人には見えませんね」

「兄さんは善人ではないけど悪いことはできないよ」

「ええっと、お二人とも褒める気はないようですね」

　陸孫が少し哀れそうに農作業をする羅半兄を見る。

「父上は、息子のため、孫のためと言うけど、そんなわけないんだよね。僕はもとより、あの子も政まつりごとには向いてないから」

　焼けた肌としっかりした体躯を見る限り、武官としては申し分なさそうに見えるが、結局、最後にあるのは性格というものだろう。剣や槍より鍬くわのほうがよく似合う。今の恰好も完全に農夫だ。

「そうですね、なんで今更、こんなことを言い出したんですか？　汚職の証拠がなくなるのを待っていたのなら、もっと早くやっていたでしょうに」

　羅半が首を傾げる。ここに陸孫がいるのに、そんなことを簡単に口にしていいのかと思ったが、問題ないようだ。

「そうだね。羅漢兄さんが嫁さんの件で父上を呼び出した。それまではよかったんだ。普段なら無視して、都に向かうことはなかっただろう。問題は」

　羅半父は懐から、ねじった紐を取り出した。土で汚れた手で触ったため黒ずんでいたが元は白いものだとわかる。あの羅半母が腕にしていた飾りとよく似ている。

「……もうそれ見たくない」

　猫猫はそっぽを向いた。

「ええっと、まだ何も言ってないんだけど？」

　羅半父が困った顔をした。

「大体想像がつきます。奥方さまかなにかが占い師にでも傾倒されているのでしょう？」

「そのとおり」

「それで、今のあの変人の様子を聞いたと？」

「そこはよくわからないけど、ただ、周りに人がいないからと」

　養子の羅半も、側近の陸孫も西都に行っていた。長く不在にしても、特に気にする二人がいないということだ。猫猫はうんざりしながら卓テーブルの上に置いてあったものをとる。お茶受けにと使用人が持ってきたものだ。大根を干して平べったくしたような何かが白い粉をふいている。皿にのっているので食べ物には違いなかろう。甘く、それでいてかみしめるとねっとりしている。筋っぽいが嫌な感じはしない。

（これも甘かん藷しょか？）

　加工したものなら食べたことがあるが、大体、蒸して練ったものばかりだ。これは加熱したものを干したのだろうか。

「おいしいですね、これ、甘藷だと思うのですが」

「あっ！」

　猫猫が言うと、羅半が思い出したかのように身を乗り出した。

「父さんに用があったんだよ。なんか面白い芋があるって言ってたじゃないか！」

「あっ、芋、芋ね。うん、あるよ」

　そういって、猫猫が食べていた物を摘まむ。

「もしかして、あてがあるって言っていたのはこれか？」

「うん、芋を蒸して干したものだよ。砂糖も蜂蜜も使っちゃいない。栗や南瓜よりもずっと甘いだろ」

　それがここにある、と窓の外を見せる。何の畑かと思ったら、この芋だったようだ。

　羅半が目を細めながら眼鏡を触る。

「どれくらい作ってるんですか？」

「うーん、土地が余ってるともったいないから、今もどんどん広げてるけど」

「……どう見ても、手が足りないように思えますけど」

「近くの農民に手伝ってもらっているよ。芋は余るほどあるし」

　現物支給でできるだけもらえるのなら、がんばってくれるだろう。

「あっ！　羅半の言う通り、市場には出していないよ。ちゃんと出すとしても、生の芋じゃなくて加工して出してるから」

「それなら問題ありません」

　羅半と羅半父のやり取りを聞いていて、猫猫は首を傾げたくなった。もしかして、甘藷を専売しているのだろうか。猫猫が加工した甘藷しか見たことがないのは、羅半のせいだというのか。生の芋があれば、猫猫なら自分で栽培を始めていただろうに。

「でも、もったいないんだよね。大量に芋が余ってしまう。もう倉庫はいっぱいだよ。豚の餌としてはかなり好評だね。肉質が良くなったらしいから」

　なら、作らなければ、という話にはならないらしい。

「一反で去年は二百貫（七百五十キロ）くらいとれたから」

「二百貫!?」

「ざっと米の四倍だ。父さんが工夫したおかげもあるだろうけど、それでもすごいだろ？」

　羅半が付け足す。

　猫猫は身を乗り出して、羅半父を見る。

「これはこの地方の特産ですか？」

「違うよ、昔、面白い牽牛アサガオがあるって、苗を高く買ったことがあったんだ。南の品でね。ところが似ているが違う花のようで、種じゃなくて根茎で育つんだよ。しかも、どういうわけか花が咲かないので、どうしても花を咲かせたくなってね」

　羅半父は窓の外を見る。

「こちらに来て、ずいぶん大きな畑になってしまった。花はたまに条件を満たしたときにだけ咲くっていうのがわかったんだけど、妙な副産物ができてしまってね。それがこれさ」

　干した芋を摘まんで見せる。面白くなって、今度はその根茎をいろいろ加工することを楽しんでいるようだ。

「後で調べたら、甘かん藷しょという芋で、栗よりも甘く、痩せた土地でも育つ作物だ。おそらく、この国で栽培しているのは、僕くらいじゃないかな。羅半の言いつけ通り、種芋は外に流してない」

　猫猫は、ここまで来て羅半がこの羅半父に何を求めているのか予想がついた。西都で砂シャ欧オウの女特使に言われたことを思い出す。食料の輸出か亡命か、その二択。

　あともう一つ、今後起こりうる蝗こう害がいへの対策。

　羅半はその二つをこの父親が育てている芋に頼ろうとしているのではなかろうか。しかし、いかに広大な土地に作っているとはいえ、国単位でものを考えるとどう考えても足りない。種芋が残っていたとしても、まだまだ心もとない。

　しかし、それに対する返答を羅半父はくれる。

「根茎で増やす他に茎を使って増やす方法もある。植え付けの時期はまだ間に合うだろう」

「茎ですか？」

　植物を種や芋からでなく、増やす方法はある。切り取った茎でも、ちゃんと根をはれば増えるのだろう。

　獲らぬ狸のなんとやらだが、それで元の十倍を見込んだらどうか。いや、それでも足りない。だが、芋なら米と違って、芋を虫にかじられることはない。この点は大きい。

「父さん、頼みがあるんですけど」

　羅半は、大体猫猫が想像していたとおりのことを口にする。この甘藷を買い取りたい、そして、種芋や苗も欲しい、ついでにいえば栽培方法も教えてくれというなんとも図々しいものだった。

　さすがに父親だからと言って甘えすぎかと思ったが、羅半父はにこにこしたままだ。

「うん、いいよ」

　特に考えることもなく一言で返す。そして椅子に座ると、墨をすって手順を書き始める。

　さすがに猫猫は眉間にしわを寄せながら、羅半父にたずねる。

「いいんですか？　先に条件を聞いておかないと、ぴんはねされるかもしれないですよ」

「失礼な」

「はははは、どうせ余っているし、農民にあげる分が残っていたら問題ないよ。税は多少免除してくれると嬉しいな」

　その言葉に猫猫はさらにしわを深くする。羅半に目をやると、眼鏡の奥がにやけている、頭で算盤をはじいているに違いない。

　猫猫は、羅半父が持っていた筆を奪う。

「なにをするんだい？」

　猫猫は紙にさらさらと契約書の文章を書いていく。

「まず、芋の買い取り価格、それから苗代も決めておきましょう。あと、教えるのであればそれも費用に含めないと」

「いや、それくらいちゃんとやるよ」

　それくらいはわかっている。でも、なんとなくほうっておけないのだ。雰囲気が、とても養父に似ている。

　猫猫がしたためた書に、しぶしぶ羅半が目を通す。金額をどうしようか考え直しているようだ。そこに、がたっと音がして、泥だらけの男が入ってくる。

「親父、持ってきたぞ」

「おう、そこに置いといてくれ」

　羅半兄が部屋にやってきて、桶を置いていった。中には緑色の蔓つるがある。あらかじめ、羅半がこの話をするとわかっていたのだろうか。準備がいい。

　羅半父は桶に浸かった芋蔓を手にする。

「味を良くするなら、蔓が茂りすぎないよう、蔓の伸びてきた根っこを切ってやるといい」

　そういって、羅半父は猫猫に芋いも蔓づるを見せる。

「余った蔓は、煮つけにもできる。けっこういけるんだが、父上たちには不評でねえ」

　そんな芋の蔓など食べられるかと、ひっくり返されるのだそうだ。何も木の根を食えと言っているわけでもなし。

　しかし、痩せた土で育ち、蔓でも増やすことができ、なおかつ蔓まで食べられるとはまるで飢き饉きんに備えるために作られたような作物だ。もちろん、今から増やしたところでどこまで収量が望めるかわからないが、先ほどの話を考えるとよほど合わない限り米より多く収穫できるだろう。

　羅半があの女特使の話を聞くわけだ。

「もっと早く売ればよかったのに……」

　ぼそりと猫猫が言うと、羅半と羅半父が苦笑いを浮かべる。羅半がこれを市場に出さないように言ったのは、きっと大きな商売につながると見越してだ。

「父上があまりいい顔をしなかったからねえ。農民の真似事だってさ」

　これだけ畑を増やしておきながら今更どうこういうわけでもないだろうに。

「それに大きく新しい作物を売り出すと、いろいろ税の面で面倒なんだよ」

　羅半が言った。たしかに売り出すとなれば、なんだかんだで税がかかる。米や麦といった主食となる作物は、出来高の数割を税として納めなければならない。これは地方によって率が違う。

「野菜なら市場に出た分しかここらじゃ取らないんだよね」

「すぐ腐るものは、納めたところで腐りますからね」

　現金となった時点で、納めるとなれば、この芋はどちらになるのだろうか。芋で増えるとならば、ある程度保存がきくのだろう。下手に生のままで大量に売りだしたら、大きな税の対象になるかもしれない。

「別に余っているから、税に持っていかれても問題ないんだけどねえ」

「父さん、節税は大切ですよ」

　むしろむしり取る側が何を言っているのだ、と猫猫は羅半を見る。

　しかし、羅半父はこの田舎の生活を楽しんでいるようだ。体格から考えて、軍人として生きていてもそれなりにやれただろうに。

「楽しそうですね、今の生活」

　猫猫はなんとなく聞いてみた。

　羅半父は目笑する。

「楽しいよ、みんなに悪いと思うくらいね」

　芋の蔓をもてあそびながら言った。

「父上と母さんには悪いが、羅漢兄さんには感謝している。でなきゃ、こんなにのびのびと畑仕事ができなかったさ」

「巻き込まれた人たちは迷惑ですよ」

　変人軍師は、当主だった父親と次の当主である異母弟を都から追い出して、家督を継いだ。そして、甥である羅半を養子にした。猫猫が知るのはそれくらいだが、これは事実で間違いないだろう。

　ただ、この羅半父にとって追い出されたことはむしろ僥ぎょう倖こうだったようだ。

「ここはいいよ。耕せば耕すほど畑が増える。都の邸内では、鉢植えを楽しむことくらいしかできなかったのに」

　中年なのにとてもさわやかな笑みを浮かべる羅半父。

「これでもしかして飢えている人が救えるかもしれないなら、いくらでも持っていけばいいさ、国中芋だらけにしよう！」

　大変いきいきしている。

「お爺さまは反対しそうですね」

「それは仕方ないだろうよ。あの人の矜持プライドの高さは十年たっても変わらない。なに、今までの生活が続くだけだよ。父上にとっては苦々しい退屈な毎日がね」

　その表情は妙に冷めていた。

「お爺さまは美しくない数字をためますからね」

　そう言って、羅半は畑の大きさと、芋の苗がいくらできるか計算している。切り取った蔓つるは、水につけておけば数日持つそうだ。

　正直、それを今から作ったとして今年上手く収穫できる保証はない。薬に万能なものがないように、政策にも完璧なものはない。ただ、負と正の面を比べて、より利になるほうを選んでいくだけなのだ。どうなることやらと思ったところで、ばんっと戸が開く。

「まーおまお！　風呂に入ってきたぞ！」

　下ばきのみかろうじてつけていたが、あとは真っ裸の変人がやってきた。いや、変態と言ったほうがいいだろう。まともに身体も拭いていないようで、水滴が身体から髪からぽたぽた落ちていた。

　猫猫は呆あきれた顔で冷めた茶を椀に注ぐと、懐から小瓶を取り出し、その中身を数滴たらした。そして、そっと下ばき一丁の変態の前に差し出す。

「ま、まおまおが！　儂に茶を!?」

「どうぞ」

　変態は感極まった顔で目に涙を浮かべながら、一気飲みした。

「……」

　飲み干したと同時に変態はふらりと身体を揺らし、そして、床に倒れた。

「毒を盛ったな！」

「ただの酒精アルコールだよ」

　酒の弱さは変わらない。むしろ、前より弱くなっている気がする。

　猫猫はこれ以上中年の裸体は見たくないので、寝室にあった上掛けを持ってきてかぶせた。羅半と陸孫が呆あきれた顔で変態を長椅子カウチへと運ぶ。

「うちは息子だけで正解かな」

　羅半父が苦笑いを浮かべて言った。

　変態はむにゃむにゃと不気味な笑いを浮かべていた。

「……るぞ」

　寝言を言っているようで、だらしない口が動いていた。

「何を言っているんでしょうか？」

　陸孫が耳を傾ける。

「……つくるぞ、碁の……」

　陸孫が顔をしかめる。

「なぜか碁の本を作りたいようです」

　よく理解できないという顔をしている。猫猫はふと卓テーブルの上を見た。先ほどの手合いを羅半は、棋譜にしていた。

　この寝ぼけた変態と妓ぎ女じょとの手合いの棋譜は、まだまだたくさんあるという。本の一冊くらいできる量だ。

（ふーん）

　眠る変態はとてもすっきりした顔をしていた。もう少し落ち込むものかと思っていたがそうではなかった。亡霊のような姿はなく、ただ、前に突き進む変人がそこにいる。

「普通、妓女を買うとしたら妾にするということだ。それに親の承諾は必要ない。ましてや、義父上とお爺さまの間柄ならなおさらだ」

　羅半が猫猫に言った。

「それで」

「それでも挨あい拶さつをしたかったんじゃないか。今まで放置してきた、お爺さまを呼んでまで」

　この女が妻だと、はっきり言いたかったのだと。

「羅漢兄さんはけっこう浪漫主義者ロマンチストなんだねえ」

「はいはい」

　猫猫はそんなの自分には関係ないといわんばかりに、椅子に座る。そして、桶の中の芋蔓を手にすると、かじってみた。

「生のままじゃおいしくないよ」

　猫猫はむすっとしたまま、また桶に芋蔓を戻した。










八話　里樹妃の旅の終わり







「長かった旅だが、もうすぐ終わるな」

　阿アー多ドゥオは船の甲板に立ち、風を気持ちよさそうに受けていた。

「そうですね」

　里リー樹シュは手すりにしっかりつかまっていた。船酔いはだいぶ慣れたが、いきなり揺れだすと怖いので手を離せない。そんな里樹の姿を見て、阿多はにこやかにほほ笑む。
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　里樹は恥ずかしくなり、少し唇を尖とがらせた。

　今、甲板にいるのは二人の他に侍女が一人と、阿多に『苓』と呼ばれる女性が一人、あとは護衛が二人いる。

　苓は一見、男性のような恰好をしているが、女性らしい。最初のころはとてもどきまぎしてしまったが、しばらくしているうちに気が付いた。阿多も男装をしているので、この二人が横に並ぶととても絵になる。二人とも身長が高くすらりとしているので、かっこよくてきれいなのだ。それを見ると、里樹は思わずため息をついてしまう。思わず感嘆してしまうのと、もう一つその凛とした美しさが自分にないことに対するあきらめのものだ。

　里樹の年齢は十六、まだ成長期と言いたいのに身長は昨年から伸びなくなり、体つきもこれ以上女性らしくなるのは難しい。一時期、牛の乳を飲むと女性らしくなると聞いて、飲もうとしたことがあったがそのたびにお腹を壊して断念した。

　こんなことをやって厠かわやを往復しているところを侍女たちに発見された。影で『残念妃』とか『お飾り妃』と言われているのは知っている。正直、腹立たしいし悔しいがそれが本当なので仕方ない。前は、そう言われていることすら知らず、道化みたいに踊らされていたのでそれよりはずっといいはずだ。

「後こう宮きゅうに戻るのは大丈夫か？」

　阿多が聞いてくる。里樹にそういう表情が浮かんでいたのだろうか。いけない、と頑張って唇を弧に描く。

「大丈夫です」

　今は少ないけれど味方もいる。侍女頭の他に、最近は何人かの侍女が里樹のことを気にかけてくれるようになった。洗濯に来てくれる下女ともたまに話すようになった。下賤の者と話をするなと、前の侍女頭なら言いそうだけど、前に里樹の鏡を取り上げようとしてお叱りを受けてから大人しくなっていた。

　その下女が、好きな本があるが読めないというので、他の侍女たちには内緒で写本を作った。ちょっとした、些細な秘密だったけど、刺激の少ない後宮ではそんなことがどきどきした。

　阿多は、そんな里樹に対して、心配そうな顔を見せる。

「お勤めもできるか？」

「……大丈夫です」

　お勤め、つまり妃としての仕事のことだ。祭儀など取り仕切ることもあるが、阿多が言うのはそれではない。

　皇帝のお通りのことを言う。

　今まで幼いことを理由に、皇帝は夜よ伽とぎを命じることはなかった。しかし、もう十六になる。幼いという理由はもう通じない。ゆえに、今回の旅が終わればそのお通しが待っている。

「君は卯ウ柳リュウ殿の娘だ。今回の件は関係なかろう。夜の君との話を続けてもいいのだぞ」

　夜の君、それは以前、後宮で壬ジン氏シと名乗っていた宦かん官がんのことを言う。それは仮の姿で、本来は名を口にすることもできないお人だった。皆は『皇弟』、『夜の君』と呼んでいる。

　それについては、首を振るしかない。

　確かに後宮にいたときはずっと憧れていた。絵巻物から飛び出たような美しい青年は、里樹にも優しい笑みを浮かべてくれた。上級妃という立場に対する世辞だとわかっていても、里樹の名前を呼び、誉めてくれるのはうれしかった。

　きっと今よりずっともの知らずな昔なら、里樹は喜んで返事をしただろう。誰よりも美しい憧れの人が自分の夫になるかもしれない、それは夢のような話だ。

　でも、里樹にはわかる。あの美しい青年の見せる笑顔は、たぶん誰にでもふるまえる笑顔なのだと。それに気が付いたのは、もう一年以上前のことだろうか。

　ふとした瞬間に見た皇弟の砕けた笑顔。それは天女のものではなく、ごく普通の青年のものだった。今まで一度も見たこともないそれを見て、里樹は彼にとって特別ではないことを痛感した。

「いいえ。私にはもったいない話です」

　それを聞いて阿多がにやりと笑う。

「ほうほう、つまり帝の上級妃という立場で十分だと？」

「あっ！　そういうわけでは！」

　里樹は両手を振りながら否定する。帝の妃という立場も里樹にとっては分不相応なものだと思う。玉ギョク葉ヨウ后も梨リ花ファ妃も、里樹にとっては雲の上のような存在で、宴の際は横に並んで大丈夫なのか不安で不安で仕方なかった。それで、無理やり気持ちを高ぶらせるために、女官たちに対して高飛車な行動もした。

　今思うと恥ずかしい行為だろう。

「ほうほう、ならどういうわけかなあ」

　意地悪そうに笑う阿多を見て、里樹は少し頬を膨らませる。こういう風にからかうのだけど、阿多にからかわれてもいやな気持ちがしないのが不思議だ。

　里樹は夜の君にはもっと似合う人がいると思う。帝にもいるように。

「……」

「どうした？　反論の余地はないのか？」

　里樹は阿多を無言で見つめた。

　目を細める阿多、見た目は麗しい青年のようだが女性だ。その昔、今の帝の唯一の妃だった人だ。

　異国情緒あふれる赤髪碧眼の玉葉后、知性をたたえた豊満な薔薇のような梨花妃。どちらも、花園の中心にあるにふさわしい花たちだ。

　でも、里樹は思う。

　帝と並んでもっとも似合う人は誰だろうかと。

　まだ、帝が東宮だったころを思い出す。阿多と里樹が茶を飲んでいると、たまにふらりとやってきて、茶菓子を摘まんでいった。里樹を膝ひざにのせてくれた。当時何も知らない子どもだった里樹は「ひげのおじちゃん」と呼んでいた。帝が苦笑し、阿多が腹を抱えて笑っていた。

　今では考えられないことだ。

　甘い点心おやつを食はみながら、里樹はその二人を見て「これが夫婦というのか」と思った。

　誰よりもお似合いな二人だと今でも思っている。

　だからだろうか、仕方ないと思っていても割り切れないままでいる。妃になった時点でそもそもわかっていたはずなのに。

　阿多と帝、二人の間をさらに割く障害の一つに里樹はなろうとしている。

　別に絵物語のような美しい恋愛なんてできるものではないと知っている。そういう生まれなので仕方ない。

　でも、大好きな阿多がこのことで里樹を嫌わないか心配だった。そういってしまえば、里樹が後宮に入らなければ、阿多はまだ上級妃のままでいられたのではと思う。

　だからといって、夜の君の妻になるのも違う。

　結局、何がやりたいのかわからないまま、ただ流されるだけで生きている。絵巻物や小説で『恋』を見ているのに、それが何なのかわからないのだ。

「そろそろ、都が見えてきたな」

　霞もやがかっているが、大きな外壁に囲まれた城が見える。

「私は先に部屋に戻るよ。荷の整理をしたいからな」

　阿多は侍女を最低限しか使わない。自分のことは自分でする。それが格好良く見える。

「私も」

　里樹もそれについていこうとして、手すりから手をはなした。

「っ痛つ」

　木でできた手すりはささくれだっていたらしい。掌に破片が刺さっていた。指で押さえて取ろうとしても血がにじむだけでささくれは取れない。地味な痛さに落ち込みながら、ふと思い出してしまった。

　夜の君の従者は、二度、里樹を助けてくれた。一度目は盗賊から、二度目は異国の獣から。最初は盗賊たちを簡単にのしていく後姿を見て、怖くて顔も見ることができなかった。獅し子しに襲われたとき、初めて正面から顔を見た。もっと年上かと思ったけど、五つも離れていないようだった。馬の一族の出身と話に聞いた。

　獅子を思い切り殴ったせいだろうか。手を怪我けがしたらしく、手当を受けていた。最初、苓が手当をしようとしたが、馬の一族の青年はそれを断った。代わりに、薬屋の娘が気付いて無理やり手当をしていた。

　ひょうひょうとした女性で、青年は文句を言いながら大人しく傷の手当を受けていた。仲がいいのだろうかと思うとなんとなく寂しくなった。

　滞在中、何度か礼を言うべきか迷った。結局、あのとき泣き顔で間抜けな顔を見せてしまったと思うと恥ずかしくなって断念した。相手は従者とはいえ、ちゃんとした家柄の人だ。里樹は礼儀知らずな娘と思われたかもしれない。

　手紙くらい出せたらいいのに、それもまた、里樹の立場が許さないのだ。しかし、たとえ出せたとしても、結局、出すことはなかろう。そういう性格を里樹はしていた。

　ずぅんと気持ちが重くなる。

　掌にささった木の破片を見ながら、里樹は部屋に戻ることにした。




「それではしばしお別れだな」

　阿多は軽くそう言って、馬車に乗った。船着き場の船を降り、そこで別れる予定だったが里樹がわがままを言ったのだ。結局、都まで同じ馬車に乗った。

　本当は、宮廷に入るところまで一緒にいたかったが、それはあきらめた。阿多なら許してくれるかもしれないが、お付きの者たちが難色を示したのがわかった。これ以上、阿多に迷惑をかけられない。

　馬車の窓から阿多を見送り、里樹は後宮へと戻る。このひと月半の間、慣れぬ旅はきつかった。毎日、馬車や船に揺られ、日差しは強く肌も焼けた。虫も多いし、挙句には山賊や獅し子しに襲われた。踏んだり蹴ったりといっていい。

　でも、楽しかったのも事実だった。

　後宮に戻れば不便はないが、窮屈な生活になる。久しぶりに侍女頭たちと会うのはうれしいが同時に自分を嫌っている侍女たちにも顔を合わせる。でも、彼女たちがいないと里樹の妃としての面子は保てない。

　里樹の隣にいる侍女を見る。獅子の騒動以降、里樹に対しておびえるような顔で仕えている。里樹をないがしろに扱っていたのは、異母姉に命じられたか、それとも不義の子であるという噂を信じたか、そのどちらともかもしれない。この侍女は、里樹の父がつけたもので後宮に戻ることはないので、内心、ほっとしているだろう。

　馬車は宮廷の門をくぐり、御者が通行証代わりの印を見せる。

　そのまま、後宮へと向かうと思っていた。

「どうしたのですか？」

　馬車が止まった。後宮の門はまだ先だ。里樹はそばにいる侍女にたずねる。

　侍女は怪け訝げんな顔をしながら、御者台をのぞき込む。そして、気まずそうな顔をしながら里樹に言った。

「ご説明があるようです」

　すると、馬車の中に年配の女たちが入ってきた。後宮では見たことがない顔だ。恰好から宮廷に仕える官女だろうか。

「里樹さま」

　真ん中の官女が里樹の前に膝ひざを折った。

「申し訳ございませんが、これからひと月、後宮の外にて生活していただきます」

　年かさの官女はそう言うと、ゆっくり顔を上げた。










九話　帰宅







　ひひんっ、と馬が鳴いて、馬車は緑ろく青しょう館かんの前に止まった。

（長い旅だったなあ）

　猫マオ猫マオは馬車から降りると、御者に頭を下げる。御者は馬車の荷物をどんどんおろす。旅路に必要だと用意してもらった衣服はそのままもらった。それから、西都の名産品や珍しい薬、あとひたすら大量の芋がある。

「……猫猫や。あんたは新しい商売でも始める気かい？」

　枯れ枝のような手に煙管を持ったやり手婆ばばあがやってきた。

「米を送ってきたのはうれしいけど、量を考えてもらいたいね。もうこれ以上は蔵に入らないよ」

　そう言って、やり手婆は籠に入った大量の干し芋を掴つかむ。生の芋もあるが、芽が出てしまっているので種芋用だ。

　やぶ医者の村であった悶もん着ちゃくのおかげで猫猫は米だけは売るほどもらえることになった。早速第一弾が来ていたらしい。すでにやり手婆には文ふみで知らせていた。

「なんだいこりゃ？」

　白い粉をふいた芋を見てやり手婆が聞いた。

　猫猫はやり手婆が持った芋を取ると、それをちぎって口に入れる。芋なのにとても甘い。干し柿のように甘い。

　やり手婆も同じように口に含む。そして、目を細めた。

「これは少し焼いたほうがよさそうだね。あたしにゃ、ちと固いよ」

　そういって男衆を呼ぶと、籠ごと持っていかせた。

「誰も、全部やるとは言ってないけど」

「やるもなにもどうせ、あんたと趙チョウ迂ウだけじゃ食べきれないだろ。手伝ってやるっていうんだ、ありがたく思いな」

　さすがどけちなやり手婆だ。ただ、猫猫も黙ってはいない。

「薬屋の家賃一年分差し引いても、このあいだの米は十分安く仕入れられただろ？」

　いわゆる差さし金きんだ。米代の代わりに家賃を無料にする要件を書いておいた。ここで何も言われないのだから、納得したと認識している。

「それはそれ、これはこれ。こっちはもらったもんだろ。お隣さんへのおすそわけだ。おーい、猫猫が帰ってきたよ！　土産も持ってきたから、みんなおいで」

　大変口が減らない婆である。婆の言葉にわらわらと妓ぎ女じょたちが集まってくる。仕事を終え、仮眠中なのに現金なものだ。

「そばかす！」

　元気よく飛び出てきたのは趙迂だ。後ろから梓ズー琳リンも親分に従ってついてくる。さらに、その後ろに──。

「おい、遅いぞ！　いきなり出て行ったと思ったら二ふた月つき近くも帰ってこないなんて聞いてないぞ！」

　猫猫だって聞いていなかった。いや、それより気になるのは、趙迂の後ろにいる生き物だ。

「おい、その後ろのは何だ？」

「忘れたのか？　梓琳に失礼だろ」

「いや、違う。その後ろ」

　猫猫が指す先には、ちょこんと座りひげをぴくぴくさせている三毛猫がいた。

「毛マオ毛マオのこと忘れたのか？　薄情だな」

「いや、忘れてない」

　問題は、この毛玉はやぶ医者の故郷に置いていったはずだ。なぜ花はな街まちにいる。

「なんでここにいるんだ？」

　その質問に答えたのはやり手婆だった。

「米にまぎれていたんだよ。猫だけ返すのもあれだろ」

　それに、と付け加える。

「蔵にちょうどねずみがいたんでしばらくいてもいいんじゃないかね。愛想がいいから客受けもいいんだよ。ただ、菜おかずを盗み食いする癖はどうにかしないとね」

　やり手婆は合理主義だ。愛玩動物なら飼わない。だが、益獣なら問題ない。

　猫猫は忌々し気に毛毛を見る。毛毛は目を細め、あくびをするように「にゃー」と鳴いた。

　すると、視界の端によろよろと歩く男の姿がうつった。

「……か、帰ってきたのか？」

　薬屋から出てきた男は、左サ膳ゼンだ。猫猫がいない間、薬屋の店番を頼んでいた。元々、貧相な顔だったがなんだかやつれて、また無ぶ精しょう髭ひげが生えている。猫猫に近づき、そしてばたんと倒れる。

「店……たのむ」

　そのまま気絶した左膳を趙迂がどこからか拾ってきた棒でつつく。「おやめ」とやり手婆がたしなめ、男衆に言いつけて左膳を片付けさせる。

「そばかすがいない間にさ、風邪がはやったんだよ。作ってた薬も全部なくなって、でもみんな薬くれって言って押しかけてさ」

　なるほど、と猫猫は頷うなずく。季節の変わり目は病気になる者が多いので、余計に作っていたのにそれも足りなかったようだ。花街では医者にかかれる人間は少ない。せいぜい薬を飲むくらいしかない。薬すら飲めぬ者も多いくらいだ。

「ひどい奴もいてさ。去年はただでもらった、とか言って、薬を盗んでいくのもいたぞ」

　おやじの悪い癖だ。泣き寝入りする客とは名ばかりの者に、薬を無料でやったのだろう。一人、そういう者をだせば、皆に無料で配らなくてはいけない。やり手婆が気付くまで、店の在庫を大盤振る舞いしたに違いない。

　猫猫は薬屋に入る。中は、すりこぎや薬や研げん、作りかけの薬の他に医学書が落ちていた。猫猫は書を取り、頁をめくる。左膳は、汚れた手で触ったのかところどころ黒ずんでいた。普段なら「大事にしろ」と怒っているところだが、へろへろになった左膳を見ると何も言えない。

（当たり引いたかな）

　器用ではないが、投げ出さない。そこが一番大切だ。

　猫猫は、棚を開け足りない薬を数えていく。そして、散らかった床を片付け始めた。




　部屋に湿気がこもっている。留守中の片付けをしているうちに時は過ぎて、夏のはじめになっていた。外は雨が降り続け、止む様子はない。それもまた、風情があるといわんばかりに傘をさして歩くのは、大店の若旦那と馴染みの遊女だ。着物が濡れるのは嫌だろうが、せっかくの外出の機会を逃すまい。妓ぎ女じょたちの行動範囲は狭い、妓ぎ楼ろうは籠、妓女は小鳥なのだ。

「閑かん古こ鳥どりが鳴いてるねえ」

　外を歩く妓女をうらやましそうに見るのは、梅メイ梅メイだ。形のよい唇は干し芋を食はんでいた。少し火であぶって柔らかくして食べると美味しい。砂糖や蜂蜜を使った菓子とはまた別の甘さなのだ。

「左膳は災難だったねえ」

　病気の流行なんてわからないが、猫猫の旅がもう少し時期がずれていたら倒れることもなかっただろうに。妙なところで責任感を持った左膳は、寝る間を惜しんで薬草を煎じていたという。

「小姐、寝とかなくていいの？」

　昨晩、仕事が入っていたはずだ。仕事あとの湯ゆ浴あみを終えて、まだ、髪が濡れている。

　寝るときに寝ておく、それもまた妓女の仕事だ。高級妓女である梅梅もまた、芸を磨くために稽古事が昼から入っている。

　けだるげに芋を食む梅梅。半眼でじっと猫猫を見る。

「あのね、昨日さ、旦那さまにさ……」

「旦那さまに？」

　梅梅の客で旦那というと、三人ほどいたはずだ。どれも盤遊戯が好きな人たちだ。一人は役人で、あと二人は商人だったと思う。

「うちに来いって言われたのよねえ」

　うちに来い、つまり連れて帰るということだ。こうしてわざわざ言うのであれば、同伴の外出ではない。

「身請け？」

「……そうなる」

　妓女にとって身請けとは結婚も同義だ。妓ぎ楼ろうという籠から出られる機会だ。

　しかし、梅梅の表情は浮かない。理由はわからなくもない。彼女の男の趣味はすこぶる悪いことを知っている。

「ろくでもない客？」

「そうでもないよ」

「やり手婆が反対してる？」

「のりのりだよ」

　なら問題ないようだが、いわば一生が決まることなので、梅梅としてもあんまり簡単に決めたくないところだろう。一度、決まったら簡単に断ることはできない。

　彼女はまだまだ人気がある妓女だが、それもいつまで持つかわからない。妓女と年齢はどうしても切り離せない問題で、本来ならもうとうに引退してもいい年齢である。

「向こうさん、奥さんはもう死別しているけど、子どもがいるわけよ」

「ふうん」

　猫猫は思わずやる気のない返事をしてしまった。そんなつもりはなかったのだが、ついあの変人軍師の顔が浮かんでしまった。結局、酒精アルコールが入った飲み物で寝付いた軍師が起きる前にさっさと猫猫は出て行った。羅半も芋をさばくためさっさと都に戻ったので、残された陸孫は貧乏くじを引いたことになる。寝言で「本を作るぞ」とほざいていたが、今、その作業で仕事を放棄しているかもしれない。

　梅梅はまだ、あんな男のことを思っているのだろうか。もうあの男の屋敷に、買った妓女はいない。そのことを知っているだろうか。教えてやるべきか、と思ったが、下手なことをすると反対に梅梅が困りそうなので黙っておく。

「子どもに嫌がられるかもねえ」

「そんなの気にしないんじゃない」

「そうかねえ」

　なぜか猫猫にうかがうような眼だった。干し芋を食べ終わったようで、手ぬぐいでべたべたになった指を拭いている。

「ところで、腕白坊主はどこ？」

　梅梅が話を変えてきた。

「趙迂なら知らないよ。たぶん、右ウ叫キョウか左膳が見てるんじゃないかな」

「そうなの。ちょっと描いてもらいたいものがあったのに」

「春画？」

　梅梅は笑顔で猫猫の頬ほおをつねってきた。しまった、こういう冗談は白パイ鈴リン小姐向きだったと後悔する。

「そろそろみんな飽きてくるころだと思ってたけど、意外と長続きするもんだね」

　猫猫は赤くなった頬を撫なでる。趙迂が妓女や男衆相手に似顔絵を描いて売ってもうけているのは、物珍しさがあってのものだと思っていた。

「……あら、あの子、大したもんだよ。ほら」

　梅梅は薬屋を出ると、番頭台のほうへと向かい扇を持ってきた。竹の骨で作られたもので、そこには上質の紙が貼られ、毬まりで遊ぶ猫の絵が描かれてある。

　毛マオ毛マオを模範モデルにしているのだろうか、三毛猫がじゃれる姿は、線の数は少ないのに、妙にいきいきしている。

　それを知ってか知らずかちょうど毛毛が通りかかり、尻尾をぴんと立てて、「にゃあ」と鳴いた。

「似顔絵の客が減ってきたと思ったら、今度はこういうの出してきたんだよ。妓女に猫好きは多いからね。ずっと毛毛に一日張り付いていたと思ったら、こんなもの描いていたんだ」

「……」

　抜け目がない奴だ。しかも、この扇、骨は古いのに、紙は新しい。やぶの故郷から送られてきた紙を使って貼り替えているようだ。紙は貰もらいもので、古い扇を作り直しているようで、つまり、元手はただみたいなものである。

　しかし、子どもというものは成長が早いというが、扇の絵を見る限り趙迂の画力はずいぶん上がっている。前はもっと見たままを描いていた。

「そういや、あの子、絵師に習っているみたいよ」

「……初めて聞いたけど、それ」

　猫猫は眉間にしわを寄せる。

「あんたが西に長旅行ってるからよ。大店の客が連れてきたの。新進気鋭の絵師って言ってさ」

「ああ」

　よくある話だ。金持ちが道楽に絵や陶器を買うことは珍しくない。そして、それに飽き足らず、自分が気に入った作品を作る芸術家を囲い込む。金が余った者だからできる高尚な趣味だ。

「よりにもよって、女ジョ華カに紹介するんだからさ」

「うわあ」

　緑青館の三姫の一人、妓女でありながら大の男嫌いだ。まだ、役人や学生ならば、詩歌や科挙の話で話題があるのだが、絵となると少し女華の興味とずれる。

「しかも、その画家、美人画を描くのが得意っていうじゃないの」

　先ほどまでの憂ゆう鬱うつな表情とは打って変わって、梅梅は手のひらをぱたぱたさせながらころころと笑う。

「女華姐、荒れただろうねえ」

「ええ、荒れた荒れた。荒れた勢いで、詩を書き散らすもんよ。お莫ば迦かな新入り妓女が、その詩をそっくり真似た文ふみを客に送ったもんだから、あとから大変だったわ」

　女華は、詩歌を作るのが得意だ。だが、そういう腹立ちまぎれに作ったものは注意が必要である。一見、美しい文句に見えるそれは、実は毒をたっぷり含んだものだ。機嫌が悪いときに、客を催促する文を書かせてはいけない。そういう場合は、やり手婆が中に入って文を検分してから送る。

　男好きでその扱いが困る白鈴は問題だが、その反対の女華もまた問題なのだ。

　梅梅の足元に毛毛がすり寄っていて、点心おやつをねだる鳴き声を上げていた。梅梅は抱き上げて膝ひざに乗せると、その顎あごを撫なでる。

「で、その画家に趙迂が習っているってわけか？」

「ええ。女華が嫌味たっぷりの文をどうしても送りたかったらしく、趙迂を使い走りにさせたのよ」

　大店は画家にどうしても女華の絵を描いてもらいたかったらしい。その場で簡単に絵を描いて、あとから清書をしてもらうつもりだったが、一いち見げんにまじまじ顔を見せるほど女華は優しくない。客との間に屏びょう風ぶを挟むというなんともぶしつけなことをやらかした。

　あきらめきれずに、大店と画家は、連絡をくれと住所を書いて置いていったという。

　普段な文は禿かむろに持たせ、男衆が付いて客に届ける。もちろん、嫌味たっぷりの文を持っていくわけにはいかないので、そこで呼ばれたのは趙迂だった。やり手婆の検閲を避けて持って行った。

　しかし、文を持って行ったのはいいが、そのまま趙迂が画家の絵を気に入って入り浸るようになったそうだ。

「もしかして、今日もそこに行ってるのかもねえ」

「出かけるなって言ったのに」

　趙迂を監視する側の身にもなってみろと言いたい。趙迂の身は必ずしも自由というわけではない。なにかあったときはどう対処するか困るだろう。

　そして、そういう場合、大体問題が起きるものだ。

「おーい、猫猫」

　右叫の呼ぶ声が聞こえた。

　猫猫は立ち上がると、腹を見せて餌をねだる毛毛を股越して、声のするほうを見る。

「どうしたんだ？」

　右叫は少し慌てた様子だった。

「いや、趙迂がな」

「また、なにかやったのか？」

　猫猫は言わんことではない、と顔をしかめる。

「それが、とりあえず来てくれないか？」

　猫猫の手を右叫が引っ張る。

「あいつの知り合いが、死にかけているみたいだから」

　と。










十話　傷んだ餡餅おやき







　連れてこられた先は、都の中央に位置する住宅街だ。都は基本、北に行くほど治安がよく、そのあたりは中流階級の家が並んでいる。

　その中で、一軒の古びた家があった。もとはそれなりに立派に見えるのだが、屋根には欠けてくすんだ瓦、土壁はところどころ砕けて竹の骨組みが見えている。ただの老朽化というより、家主の手入れが悪いようだ。

「ここだ、ここ」

　右ウ叫キョウがぼろ家の扉を叩く。

「悪いが、俺はここまでだ。早く戻らねえとやり手婆ばばあにどやされちまう」

「ああ、わかった」

　猫マオ猫マオは少し首を傾げて、荒れた家に入る。ずいぶん、忙しい男だ。

「……なんだ、こりゃ」

　思わず声が出てしまった。

　外は荒れ放題だった家だが、中は意外ときれいにされていた。だが、驚くのはそこではない。

　壁が白く塗りつぶされている。漆しっ喰くいで固められたその上に、絵が描かれていた。壁一面に桃園が広がっている。その桃をかじるのは、三人の武人たちというわけではなく、美しい娘だ。まさに桃のような輪郭に、射ぬ干ば玉たまのような黒髪、白い歯がのぞくその唇は桜桃のようにみずみずしい。

　まさに桃源郷の仙女がそこに描かれていた。

（後援者パトロンがいるだけのことはある）

　美人画が得意と聞いていたが、ここまで見事なものを描いているとは思わなかった。

　猫猫は壁をじっと観察する。絵具が塗られた表面は独特の光沢があり、猫猫のよく知る絵画とは少し種類が違う。

　何でできているのかと指先で触れて確認しようとすると、ばたばたと足音が響いた。

「おい、そばかす！　何やってる！　早く診みてくれよ」

　真っ青な顔をした趙チョウ迂ウがやってきた。

（いかんいかん）

　気になったら、そちらへと興味がうつってしまうのは猫猫の悪い癖だ。猫猫は趙迂に引っ張られて家の奥へと入っていく。そこは、居間のようだが周りには顔料らしき色とりどりの粉や、なぜか卵の殻、それと漆喰らしき白い粉とそれを練るためのこてがいたるところに転がっていた。

　部屋の中央には、長椅子カウチが置かれ、そこに男が一人横たわっている。その隣にはもう一人男がいて、心配そうに見ていた。横たわった男は無ぶ精しょう髭ひげのやせ形で、顔色が真っ青を通り越して白く見える。指先だけは染料で汚れていた。そのそばに立つ男は、こざっぱりした格好をしていたが、その手は横たわる男と同じくくすんで汚れていた。

「老師せんせいを見てくれよ」

　老師というと、これが例の新進気鋭の画家だろう。長椅子の横には桶があって、そこに吐と瀉しゃ物が入っていた。

　猫猫は男を診る。手足が痙けい攣れんしている。目を開いて瞳孔を見て、脈をとる。診る限り、食中毒の類だろうか。

「症状は？」

「なんかずっと吐いたり、下痢してた」

「それからずっと苦しそうにして、寒そうだったので寝かせておいたんだが」

　趙迂に付け加えるように立っていた男が言った。

「この人は？」

「老師の仕事仲間だよ！　それより早く早く！」

　早くと言われても、猫猫にできることは限られる。毒がどんなものかわからないのであれば、何を処方したらいいのかわからない。

　ただ、男は下痢と嘔吐を繰り返しているのであれば確実に足りないものがある。

「趙迂。塩と砂糖持ってこい。この家になければ、他所よそからもらってこい」

　猫猫は懐から銭袋を趙迂に投げてよこす。趙迂は「わかった」と走って家を出た。麻痺した半身のせいで走りづらいが、このくらいのお使いはできる。

「台所借ります」

　仕事仲間の了承を得て、猫猫は奥へと入る。

　水がめをのぞき込み、その水が悪くなっていないか確認する。本当なら煮沸したいところだが、そんな時間はないだろう。

「これは生水ですか？」

「昨日、水屋で買っていたから大丈夫なはずだ」

　買った水なら大丈夫だろう。下町ならともかくここら辺で変なものを売る行商は少ない。生水を飲んで腹を下した可能性は薄いと考える。猫猫がすくって舐なめた限り変な臭いや味はしなかった。

　家の外見はぼろぼろだったが、水を買える程度には裕福らしい。

「これはどういう理由でなったか、説明できますか？」

「ああ」

　男は狼狽うろたえつつも、猫猫に椅子を持ってきた。なかなか気が利いている。自身は椅子代わりの樽たるの上に座る。

　そして、ぽつぽつと話し出す。

「こいつの悪い癖で、傷んだものを平気で食べるんだ。たぶん、それが原因だと思う」

　やはり想像通り食中毒だったようだ。

「餡餅おやきがあったんで、それを食べたんだ。傷んでるようだから、俺たちはすぐ吐き出したけど、こいつは焼けば食えるって、食べちまった」

「俺たち？」

「ああ、坊も一緒にいたんだ」

　趙迂は『坊』と呼ばれているらしい。

　古くなった食べ物は焼けば元に戻るわけじゃない。食べ物が傷んでできた毒はそのまま残るものだってある。餅についている青かびだって、削ったところで毒は残る。ただ、そんなことをいちいち気にする者はそんなにいない。多少の毒より食えるか食えないかだ。

「ったく、どうするんだよ。もう作品を作っても間に合わないぞ」

　男は壁にかけられた大きな板に触れた。

　板は白く塗られており、そこにうっすらと女の絵が描かれていた。まだ、これからどんどん色を塗り重ねていくのだろう。色が鮮明になるにつれ、女の絵はまるで生きているように見えるに違いない。

「十日後までに仕上げるとか言っておきながら」

（十日後？）

　なにやら納期が決まっているらしい。

「ただいま！」

　趙迂が帰ってきた。

　猫猫は趙迂が持ってきた塩と砂糖を受け取る。準備しておいた水の中に、塩と砂糖を入れる。それをかき混ぜて手荷物の中から綿を取り出しそれを濡らす。

　男の口を濡らすように吸わせる。何度も吸わせて水分を補給する。

　体は温めればいいのか、熱を放出させればいいのか悩むところだ。とりあえず、着の身着のままのような汚い恰好では汗を吸いきれない。汗を吸い取る綿の着物を準備し着替えさせた。

　長椅子カウチに寝かせているのも大変なので、ちゃんとした寝床を準備して、腹痛の薬を準備した。

　その最中、さらに男は二回ほど吐いたが、特に吐くものはなく胃液の酸っぱい臭いだけが部屋に充満した。

　汗を拭きつつ、繰り返し水分補給をしていたおかげだろうか、夜になるころには落ち着いてきて痙けい攣れんもおさまった。

　そのころには、猫猫も趙迂も同業者の男もへろへろになっていた。この家は、画材以外は何もなく、寝床一つまともにしようと思うだけで近所の手を借りなくてはいけなかった。布団は煎せん餅べいのようになってさらに黴かびが生えるなんて、本当にどんな生活をしているのか。

　疲れた猫猫と趙迂は椅子に体を預けていた。ここの家主が寝ていた長椅子は空いているが、正直、きれいに洗わないと使いたくない状況になっている。

「そばかす、助かるのか？」

　心配そうに趙迂が見る。

「たぶんな」

　断言はできない。特に変なことさえなければ、意識を取り戻すだろう。ただ、しばらくは動かずに消化の良いものを食べてもらわなくてはいけない。

　重おも湯ゆを作ろうにも、米すらまともにないので調達しておかなくてはいけない。ちゃんとした鍋もない。

「米と土鍋、うちからとってくる」

　空気を読んだ男が家を出て行った。疲れているのに大変だ。ここの家主とはそんなに仲がいいのだろうか。

「普段、何食べているんだ、この家の主は」

　猫猫が一人ごちると、趙迂が答えた。

「老師はいつも屋台で買い食いしてるか、ご近所からもらっているみたいだぞ。今日のは餡餅おやきだったな」

「それでこのありさまねえ」

　猫猫が言うと、趙迂の顔が見事に歪ゆがんだ。

「どうした？」

「いや、今日食べたの思い出したんだ。俺もおいちゃんも老師と一緒に餡餅食べたんだ。まずくてすぐ吐き出したけど。でも、最初から変だと思ったよ」

　なにが変かといえば、老師とやらが「こんなもん、うちにあったっけ？」と、卓テーブルの上に置いてある餡餅を見て言ったそうだ。確かにその点でまず不安なのだが、それを家に来ていたあの男と趙迂にすすめたという。

「とりあえずなんかあったらふるまってくれるのはうれしいんだけど、食べていいか微妙なもんが多いんだよね」

　趙迂も呆あきれている。芸術家というのは、変人が多いと聞くが本当のことのようだ。

　猫猫はひじ掛けに肘ひじを立て、頬杖をつく。

「よくもまあ、そんなもん口にしたな」

「だって、おいちゃんも食うって言ったし、見た目は美味そうだったんだよ」

　おいちゃんというのは、さっきの同業者の男だろう。趙迂は食い意地がはっているので、食べられるものなら口にする。本当に元はいいところの坊ちゃんなんだろうか。

「だけど、餡あんが悪くなってたみたいで、すげえ苦かったんだ」

「……苦かった？」

「うん、まずくてうえって吐き出した。おいちゃんも吐いてたなあ」

（苦い、見た目はおいしそうだった？）

　猫猫は腕を組み、首を傾げる。

「なあ、苦かったのか？　酸っぱいじゃなくて」

「苦かったよ。酸っぱいとは思わなかったなあ」

「じゃあ、その餡は変な臭いとかもしなかったか？」

「してたらたぶん食べてないよ」

　趙迂は履くつを脱いで足をぶらぶらさせている。窓を開けて部屋の換気をしているが、どこか蒸し暑い。外も暗くなってきたので、そこらへんに落ちていた洋灯ランプに火をつける。絵具といい、老師とやらは渡来物が好きなのだろうか。ここらへんでは珍しい照明器具だが、使うのは魚油なので臭いは嗅かぎなれたものだ。最近、毛毛が油を舐なめるので困る。

「中の餡は糸とか引いてなかったか？　粘ついてなかったか？」

「粘つく？　そういえば……」

　思い当たることがあったようだ。

「ちょっとぬめって感じがしたかも。苦くてすぐ吐いたからよくわかんないけど。おいちゃんが腐ってるって言って、早く吐きだせって言ったんだ。そのあとすぐ口の中をゆすいで飲み込まなかった」

　猫猫はおかしいと首を傾げる。

「しかし、あんなもの焼いたって言ってもまずいことには変わりないと思う。老師、もしかしたら舌の病気じゃないのかな」

　趙迂が呆あきれた顔でその老師とやらを見る。

（舌の病気ねえ）

　なにか糸口が見えてきた。

「じゃあ、おまえが食べた残りはどうした？」

「捨てたよ。外にごみ箱あるからそこに捨てた。老師はもったいないって怒ってたけど、さすがに捨てた物は拾わなかったよ」

　猫猫はそれを聞くなり、洋灯ランプを持って家を出る。そして、外に設置してある木箱を見つける。

　ぷうんと嫌な臭いを放つ箱の中には、まだ生ごみが入っていた。その一番上に欠けた餡餅が二つあった。豚の飼料用として業者に回収される前でよかった。

「うわっ！　なにやってんだ！　汚きたねえ！」

　趙迂が生ごみをあさる猫猫を見て言った。猫猫はそんなものは知らぬと、素手で汚れた餡餅を手にすると中を割る。豚肉をつぶしたものに数種類の野菜が練りこまれていた。そして、中に何が入っているかほぐして調べる。

「……そばかす。生ごみあさりながら、笑うなよ。すごく怖いよ」

　気が付けば笑っていたらしい。猫猫が笑う、つまりそういうことだ。この高揚感はどうしても止められない。

「これ、老師とやらは焼いて食べたのか」

「うん、味音痴だよ、絶対。こんなに苦いのに、美味い美味いって食べてた」

　つまりそういうことか、と猫猫は確認する。

「なあ、おまえのいうおいちゃんって奴は、今日、何しに来ていたんだ？」

「……たぶん、老師を止めに来たんじゃないのかな。老師、今の仕事が終わったらすぐ旅に出るとか言ってたし」

　趙迂は少し残念そうにうつむいた。

「旅？」

「なんか昔、西のほうで絵の勉強してたんだって。そのとき見かけた美人が忘れられなくて、今も女のひとばかり絵を描いてるって言ってた」

（西？）

　確かに、洋灯ランプといい、絵具といい、異国の匂いを感じさせるものが多い。

「おいちゃんは何十年も前に見た人が今もいるわけないって言ってるんだけど、どうしても会いたいって言ってさ」

　歳月は大きい、どんな美女でも老化は防げない。真珠の涙を持つ美女が、枯れ木のような強欲婆になったように。そんなものがないとすれば、それは仙女か妖あやかしかのどちらだろう。

「なっ、なにをしている！」

　噂をすれば、ということで米と鍋を持ってきた男が帰ってきた。よほど慌あわてたらしく、鍋を落として駆け寄る。

　暗い中、生ごみまみれになった猫猫は異常としか言えない。しかも、不気味なくらいにやけている。猫猫自身も変に思う。でもやめられない。

　猫猫は、生ごみを両手に持ったまま、男に笑いかける。

　そして、趙迂を見る。

「趙迂、おまえはもう帰れ。そろそろ、男衆が迎えに来るはずだ」

　いろいろ気遣ってくれる右叫が、暗くなったらまた迎えに来るのは予想がつく。右叫が仕事なら、他の誰かに頼むだろう。

「いきなりなんだよ、まだ帰らないぞ」

「おまえ、もう疲れてるだろ。せめて、誰か迎えに来るまで、寝ておけ」

「……そばかすこそ、手ぇ洗えよ」

　反論してこない。つまり眠いのだ。あくびをしながら家に入っていく。

「なにをしていたんだ？」

　男が猫猫と一定の距離をとって見ている。いや、その両手に持っている生ごみを見ている。

「手を洗ってから、少しお話をいいですか？」

　猫猫は生ごみを置くと、井戸へと向かった。




　猫猫と男は台所の椅子に座った。隣の部屋では、趙迂と老師が眠っている。起こさないように声を小さくする。

「話したいこととは？」

　男が聞いた。

「毒どく茸きのこには詳しいですか？」

「……なにを薮やぶから棒に」

　男の視線が猫猫からそれた。

　変だと思ったことがいくつかあった。腐ったというと普通酸っぱいものを連想する。確かに腐ることで苦味を感じるものがあるかもしれないが、それで「腐っている」と断言できるのだろうかと。

　吐き出すほどの苦味のものが、なぜ老師は平気だったのか。

　そして、まず餡餅おやきはどこから来たのか。

「知っていますか？　茸きのこの中には、生だと苦味があるのに、加熱すればそれがなくなるというものがあるのを。しかも、毒のある茸で、この季節にはよく食中毒を起こすんです」

　食用の茸に間違えられることが多い茸だ。表面が少しぬめっとしている。趙迂の証言とも合うし、実際、捨てられた餡餅の中にそれらしき茸が含まれていた。

　屋台で買ったものであれば、すでに騒ぎになっているだろう。もしかしたら騒動になっているかもしれないが、まず味が悪い時点で食べきる者はいない。

　ご近所でもらったものであったら、どうかといえば腹痛で倒れたなどそれらしき話も聞かない。もしそんなことがあれば、この家にも知らせてくれるだろう。

　どちらの線も薄いのではないか。

「誰が餡餅おやきを持ってきたんでしょうか？」

　猫猫はいたるところに描かれた壁の美女を見る。どれも美しい仙女のようだ。それぞれ誰かを規範モデルにしているのだろう、皆どこか個性が見える。

　今、とりかかっている仕事の締め切りは近い。それが終わったら西へ旅に行くと言っていた老師。それを止めようとしていたこの男。

　同業者というが、この男にはいわゆる芸術家という空気は薄い。

「何が言いたいんだ？　ただの食中毒だろ」

「ええ、食中毒ですね。茸が原因の」

　餡餅は傷んでいない。ただ、最初から毒が入れられていただけだ。

「どうして毒を入れたんですか？　趙迂まで使ってあくまで事故に見せかけて」

「な、なにを？」

「殺意なんてなにも感じられませんでした」

「……」

「むしろ死なせたくないと思ったのではないですか？」

　猫猫は老師を見る。それに合わせて男も老師を見る。

　しばしの沈黙ののち、男は目を閉じた。そして、深い息を吐く。

「……思った以上に強い毒だったんだな」

　男は素直な性格だった。それは認めたと言っていい発言だった。

「坊を巻き込んだのが失敗だったけど、おかげであいつが助かったならよかったよ」

　逆上する性格だったらどうしようかと思った。しかし、男は落ち着いており、どちらかといえば、老師を心配するような声だった。その顔には安あん堵どとともに後悔の色が浮かんでいる。

「そんな表情をするなら、なんで毒なんて混ぜたりしたんですか？」

「あいつが行っちまうからだよ。西へ行くなんて言ってるけど、あいつは戻ってくる気がないんだよ」

「移住するつもりで？」

「ああ。また、再燃してしまったらしい」

　そう言って男は椅子から立ち上がると、隣の部屋へと向かう。並んだ絵を愛おしそうに眺めながら、さらに奥の部屋に移動する。そこも壁がすべて美人画で埋め尽くされていた。

「ここの絵はどれも素晴らしいですね」

　猫猫は壁画に目を細める。この中に某麗人がいたら、違和感なく溶け込むだろうなあと関係ないことが思い浮かんだ。今はもう宮中で仕事に追われているだろう。

「囲いたがる商人がいるくらいですから、依頼の絵を仕上げたらたいそうお金がもらえるんでしょうね」

「仕上げられなかったら、それまで他所よそには出してくれないさ」

「西方へ行くのは、話しているのですか？」

「旅をするとだけ。俺にも嘘をついてたくらいだ。でなきゃ半年前から西への旅路の準備なんてしないさ」

　男がしたかったのは、老師を食中毒にすること。それが原因で納期を遅らせることだった。猫猫は半強制的に西都へと連れていかれたが、さらに西に行くとなるといろいろ手続きが必要になる。国くに境ざかいを通るための身分証明や、同行してくれる隊商キャラバンを探すなど。遅れてしまえばまた最初からやり直しだ。

　男の目的は、西への旅、それを白紙に戻すことだった。

「ああ、もう最悪だ。本当に死ぬかと思ったよ」

　頭を抱えながら「死なないでくれよ」と言っている。本当に心配しているらしい。

「もっと穏おん便びんな毒はなかったのですか？」

　毒が穏便というのも変だがそうだと猫猫は思う。

「あいつの腹は鉄よりも頑丈なんだよ」

　なんでも焼けば食えるという考えは、鋼はがねの胃袋を作り上げたらしい。よほど、強くないといけないと思ったらしい。

　だから、食中毒に見せかけるために、わざわざ趙迂を利用した。第三者に傷んだ餡餅おやきを認識させたうえで、腹を壊したのならただの食中毒としか思わないだろうと。

　猫猫は呆あきれる。

「それなら、話をすればよかったのでは？」

「話なんてもの、もう何度もしたよ。大体、最初は黙って行こうとしていた」

　結局、西へ向かうための手続きが上手くいかず、男に頼んだらしい。そして、永住する気でいることも、黙っていたという。

　男は絵描きというが、実際は、老師の絵の手伝いをしているに過ぎないらしい。絵具を調合したり、画材を買い付けたり、そして、絵を買ってくれる商人を探したりしていた。

「ただの付き人みたいなもんさ。あいつがいなけりゃ、俺はなんもできねえよ」

「そうでしょうか」

　確かに老師は才能がある画家だが、人間としてなにか欠けているものがある。そういう人間一人ではそのうちのたれ死んでしまう。

　こういう補助する人間が大切なのだ。

「ただ、商人と話すことが多いからいろいろわかるんだよ」

　西側で変な動きがあること、それはまだ予兆の段階に過ぎない。でも、これが本当なら今は大人しくしておくほうがいい。

「すると、なら今行かないと大変だ、とか言い出した」

　西へ行く気持ちは変わることなく、ちゃくちゃくと準備したという。すでに隊商の者と顔合わせを済ませ、男の出る幕はない。

　暗い部屋には一枚の大きな板があった。白い布をかぶっている。

「もう行くことはないとあきらめていたのに、こんな美女に会っちまったから、再燃してしまった」

　男は布を取る。

「……これって」

　猫猫は目を見開いた。

「西で見た仙女っていうのは、こういう女だったそうだ。これは別人だけど、あまりに似ていたんで思い出したってさ。そりゃそうだな、こんな色彩見たら忘れるわけがない」

（ここでこう来るか？）

　猫猫は冷や汗が流れてきた。

「砂シャ欧オウで見た巫女とか言っていたな」

　そこには、白い髪に赤い目をした娘が描かれていた。
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十一話　踊る水精







（なんでこんなことやってるんだろうな）

　猫マオ猫マオは口を尖とがらせながら、布包みを用意する。薬草を仕入れる際に使うためだ。猫猫も全部が全部、自分で栽培したり、採取するわけじゃない。餅は餅屋、専門の業者に頼むこともある。猫猫はやる気なく緑ろく青しょう館かんの玄関を掃除する左サ膳ゼンを見つける。猫猫が帰ってから数日寝込んでいたが、顔色が戻るなりやり手婆ばばあに使われている。薬師としての仕事は暇なときに覚えてもらっている。

「夕刻までには戻るから留守番してくれないか。近くの村までだ」

　猫猫は窓から身を乗り出して、左膳に言った。左膳は眉をぴくりと動かすと、箒ほうきの柄に顎あごをのせる。

「ほんとか。で、店番だけでいいのか？」

　猫猫にしごかれて仕事を覚えてきたので、それくらいは気が利くようになったらしい。ただ、長期の留守はまだまだ嫌なようだ。

「天井から吊り下げて干してある薬草、乾いたものだけすりつぶして粉にしておいてくれ。保管はいつもやっているとおりだ」

「へいへい」

　左膳は持っていた箒ほうきを壁の端に置く。そして、だらしなく襟に手をつっこんで腹を掻かく。猫猫はそれを半目で見る。爪の間に垢あかが詰っているのが見えた。

「ちゃんと手は洗えよ」

「わあってるよ」

「爪の中までしっかりな！」

　物覚えは悪くないのだが、もう少し衛生面ではしっかりしたほうがいい。客人の中には、それでいちゃもんをつける奴だって大勢いる。

　そこはちゃんと言い聞かせなくては。

（今の時間なら乗合に間に合うか）

　個人で馬車に乗せてもらうと高い。近くの村なら、都に食糧を運ぶために日に何度も馬車が通る。帰りは荷物がないので乗合馬車として機能していた。乗り心地は最悪で時間がかかるが、安いのは他にかえがたい。

「そばかす。どこか出かけるのか？」

　生えそろえた前歯を見せて趙チョウ迂ウが言った。隣には梓ズー琳リンが子分らしくくっついている。

　猫猫はあからさまに嫌な顔をする。くっついてくるお子様どもを押しのけて薬屋を出る。

「なあ、出かけるんだろ？　市場か？　買物に行くならつれていけよー」

　趙迂が玄関に寝転がっていた毛マオ毛マオを抱き上げると、連れていけ、連れていけと、毛毛の前足を使って猫猫をつついてくる。毛毛は迷惑そうに「な～」とだけ鳴く。

「入るのは森だよ。つまらん田舎だ」

「森！　森行きたい！　行きたい、行きたい、行きたい！」

　毛毛の前足でさらにばしばし叩く。さすがに毛毛も嫌だったらしく、後ろ足をじたばたさせて、趙迂から逃げ出した。

　趙迂は床の上で駄々をこねる。十にもなればこんな駄々などこねることもないだろうにと思うのだが、甘やかされて育ったからだろうか。他は妙にませているところがあるのに、と猫猫は頭を抱える。

　梓琳も親分の趙迂の真似をしようとしていたので、猫猫は襟を持って立たせる。

「やり手婆に言いつけるぞ」

　そう言って脅すと、直立不動になり、首だけかくかく縦に振った。趙迂の真似をしているだけで、本心というわけじゃない。

「なに騒いでいるんだい？」

　気だるそうな顔でやり手婆がやってきた。梓琳がびくっと反応する。

「薬草をもらいに行きたいんだよ。こいつ連れていっても邪魔なだけだろう」

　猫猫は、床に転がる趙迂をさして言った。

　やり手婆は目を細めて、趙迂を見る。呆あきれたように息を吐くと、猫猫に言った。

「連れてっておやり」

「はあ？」

　なんでまた、と猫猫は不満な表情を浮かべる。やり手婆は、徹底的な合理主義なので、邪魔な餓鬼を仕事に連れていく理由なんてないと思っていたのに。

「えっ、うそ！　ほんとか、ばあちゃん！」

　やった、と趙迂が立ちあがり、ぴょんぴょん跳ねまわる。

　梓琳も真似してぴょんぴょん跳ねるがそこはやり手婆が頭をおさえる。

「おまえは駄目だよ」

　その言葉に梓琳はがっくりとうなだれる。なんだかんだで特別扱いの趙迂と違い、梓琳は禿かむろだ。一緒に出ようものなら、他の禿たちに示しがつかない。もちろん、本当は姉のおまけなのだが、今後まともに稼ぐ力がなければそのまま妓ぎ女じょになるのは決まっている。落ち込む梓琳に対して、ぽんぽんと趙迂が肩を叩く。

「ちゃんと土産持ってかえってやるから」

「それ、誰が金払うんだ？」

　猫猫はすかさずつっこむ。

「外に出たいなら、ちょっと我慢してろ。俺がそのうち身請けしてやる」

「!?」

　どこでそんな台詞を覚えてくるのやら。ちなみにそんなことを言う客は大体、ろくでもない客が多い。はしゃぐ二人を置いて、やり手婆が猫猫をつついた。

「なんでまた連れていくんだよ？」

　猫猫が反感を持って言った。

　やり手婆は着物の衿に手を突っ込み、鎖骨を掻かく。

「おまえは、この間遠出してただろ。そん時、趙迂がどんな様子だったかわかるかい？」

　そんなものは知らない。どうせ、いつも通り騒いでいたのだろう。男衆頭の右ウ叫キョウにも懐いているし、猫猫がいなくともやっていけるはずだ。

「あれでも元気がなかったんだよ。なんだかんだで親もいないままここにいるんだから、あんたみたいなのがいないだけでも心細いのさ」

「とても、女衒ぜげんから子ども買いたたく鬼婆の言葉とは思えないね」

　猫猫は皮肉を交えて言った。猫猫は養父の羅ルォ門メンに引き取られるまで、どんなに泣こうが部屋に一人閉じ込められ放置されていたらしい。泣いても無駄だと悟った赤子の猫猫はそのうち泣かないようになったという。猫猫の表情が乏しいのもそれが原因かもしれない。

　別にそれを恨もうなんて考えていないし、なにより覚えていない。猫猫を産んだ女は仕事をしなくてはいけないし、乳を与えてくれた白パイ鈴リンにも仕事がある。緑青館が傾きかけたころなので、猫猫はやっかみの対象ともいえただろう。

　くびり殺されなかっただけ、幸せなのだと思っている。

　やり手婆は両手を袖の中に入れる。

「女衒ぜげんに売られたのは仕方ないさ。親の業だ。あたしには関係ない。でも、仕事をさぼって何もできない愚図が育ったら、ここにもいられなくなるさ。そんなことにならないように教育してやるだけ親切だと思わないのかい？」

「趙迂は？」

「あいつをどうこうするのはあんたの仕事だろ。あたしゃ、死なないように見ているだけだよ。銭貰もらったぶんは育てないとね」

　そりゃそうだ。どんだけふんだくってるんだよ、と猫猫は悪態をついた。

「あと、馬車なら別に用意してやる。乗り合いより速いはずだ、感謝しな」

「ずいぶん、大盤振る舞いだな。運賃は払わないよ」

「干し芋代だよ」

　やり手婆はそういって、男衆のいる部屋へと向かった。

　猫猫は首を傾げて、やり手婆の背中を見た。

（連れていきたくないんだけどなあ）

　猫猫が今から行く場所は、昨晩、男から聞いた場所だった。

　あの後、猫猫は男からその白い髪の娘について知っていることを教えてもらった。

　趙迂の老師せんせい、絵描きが白髪赤目の美女を見た場所。過去に絵描きが同じような美女を砂シャ欧オウで見たという話も気になるが、今は後回しだ。

　絵描きが染料を採りに行く村でその娘を見かけたのは半年以上前。その姿は、まさに仙女だったという。

「水の上を踊っていたそうだよ」

　そんな神秘的な姿を見た絵描きは、それを夢だと思ったらしい。なぜかといえば、酒に酔いふらふらと池のほとりまで来ていたのだ。染料を採った後、遅くなったのでそのまま村に泊まったのだ。

　そのあと、気が付けば朝になっており、絵描きは近くの小屋で眠っていたという。

　それをただの夢だと思わず、過去に見た美女を思い出したらしい。これはお告げと言わんばかりに、移住するなどと無茶を言い出したのだそうだ。

　その染料を買い付けに行く村というのが、何度か薬を買いに行ったことがある場所だった。買い付けと称して向かうのは、そういう理由なのである。

　猫猫はじっとりとした目ではしゃぐ趙迂を見ながら息を吐いた。




　がたごとと馬車に揺られながら半時、ついたのは森の近くにある村だ。川沿いにあり、やぶの故郷と似た雰囲気だ。作られているのは水稲と野菜で、田植えを終えたばかりの水田は、空がうつしだされて大きな鏡のように見える。

「ほええ」

　馬車から身を乗り出し、趙迂が外を眺めている。貴人が乗るような立派な馬車じゃない。幌ほろもなく、雨が降ったときのために蓑みのが置いてある。

「おーい、趙迂。あんまり身体乗り出すんじゃないぞー。落ちても知らねえからなあ」

　そういうのは御者台に座る右叫だ。やり手婆は、馬車をよこすと言ったが、御者に右叫をつけてくれた。

（どうしたんだよ）

　猫猫は胡う散さん臭くさげに右叫を見る。もちろん、気が利く男衆頭に対して不満はない。猫猫はなんだか引っ掛かりながらも、景色を見る。

　確かに、この時期の水田は圧巻だ。今のところ雨が降る様子もなく、空も青い。空と地上、青に囲まれた世界は、不可思議な気がしてならない。

「なあ、そばかす。あれなんだ？」

　趙迂が猫猫の袖を引っ張って言った。なにを指しているかと思ったら、なにか二つの砂山に棒が刺さり、それをつなぐようにねじった藁わらがぶら下がっている。水田の傍を流れる川にそって置いてある。

「あれは注ちゅう連れんじゃないのか？」

　猫猫もあまり詳しくはないが、確か呪まじないの一つだったと思う。悪いものが入ってこないように境界を作るとかいうものではなかっただろうか。

　縄の形が少し変わっているのは、それにこの地方の民間信仰が混じっていたと思うが。

（あれ？）

　猫猫は身を乗り出した。前に見た注連とはだいぶ形が違っている気がする。前は、もっと簡素な縄の形だったと思うが、今年はなんだか少しねじってあり、それに白い紙切れが巻き込んである。形としては前より洗練されている気がするけど、ああいうものはほいほい形状を変えるものだろうか。

「つくぞ」

　右叫が言った。

　馬車を降りて猫猫は林を見る。

「俺は村の中をぶらぶらしてるからな。趙迂はどうする？」

　右叫は村で唯一ある食事処を指して言った。田舎酒くらいは置いてあるだろう。

「うーん」

　ちらちらと猫猫と右叫を見比べて、猫猫のほうに寄った。右叫はくすっと笑い、

「じゃあ、一杯ひっかけてくる」

　と、店に向かって歩き始めた。

　趙迂はなぜか、猫猫の服の裾を掴つかんでいた。帯がほどけそうになるので、猫猫は服を掴んでいた趙迂の手を引っ張り村長の家へと向かう。

「……」

「何もない村だなあ」

　確かに何もないが口にする必要はないと、趙迂の頭を小突く。村の一番奥にある家を目指す。粗末な家の軒下には、干した野菜がぶら下がっている。保存食として乾かしているのだろうが、この季節、気を付けないとすぐ黴かびが生えるだろう。干し野菜の隣には、さっきの注連を短くしたような縄がかけられていた。

　猫猫がこの村に来るのは三年ぶりくらいになるだろうか。後こう宮きゅうでのお勤めがあったため、だいぶ時間が空いたのだが、村長が顔を覚えているといいが。

「こんにちは」

　戸をとんとん叩くと、趙迂が真似してどんどん叩く。こらっ、と怒って趙迂の頭をおさえていると、家から若い女が出てきた。

「どなたさまですか？」

　こんな田舎にしてはなかなか綺麗な女で、質素だが丈夫そうな服を着ていた。

「村長に会いたいと思いまして。薬師の羅ルォ門メンの弟子だと言えばわかるはずです」

　自分の名前ではなく、養父の名前を出す。猫猫が薬師だと名乗ってもあまり信じない者が多い。もう少し歳をとればそれもなくなるだろうし、自分が薬師だと誇示する理由もないので相手が理解しやすい言葉を使う。

　女は家の奥から、壮年の男を呼んできた。猫猫の記憶が正しければ、それは村長の息子だったはずだ。息子も猫猫のことを覚えていたらしく、「ああ」と頷うなずいた。

「親父は昨年、風邪をこじらせてしまい」

　死んでしまったとのこと。

「なるほど」

　ただの風邪だと莫ば迦かにするなかれ。甘く見ればすぐ悪化し、肺炎になりぽっくりいく。

　たしか前の村長は、薬の類は飲まなかった。酒でも飲んでゆっくり寝ればなんでも治ると言い張る豪快な性格で、客にはならないが嫌いではなかった。

「しっかり医者にかかれとは言ったんだが、まあ、仕方なかったんだ。いや、湿っぽい話はやめよう。森へ入るんだな？」

「はい」

　猫猫はいつも渡す額を新村長に渡す。すると、村長は首を振る。

「いらないよ。さっさと入らないと、日が暮れちまうぞ」

「……そう言っていただけたら、助かりますが」

　どういう風の吹き回しだろうか。猫猫が銭を懐に戻そうとすると、趙迂が手を伸ばす。

「そばかす！　それで飴買って！　買って！」

「おまえは自分で稼いでるだろ」

　猫猫は銭をしっかり懐におさめて森へと向かう。

「この時期、蛇が出てくるから気をつけろよ」

「それくらいわかっています。良い材料になりますから」

「いや。そうじゃない」

　村長は否定すると、軒下にぶら下がった注連をつまんで見せた。

　よく見ると、縄の端と端で形が違う。一方の端はだんだん細くなっているのに対し、もう一方は太くなり先がぱかりと割れている。まるで蛇のような形だ。

　猫猫はその形に見覚えがある気がした。

「蛇を殺したら、村人が襲いかかってくるかもしれないぞ」

「……なんですかそれ？」

　蛇を見たら蒲かば焼やきだと思え、という猫猫の思想とはまったく相容れないではないか。

　前は、蛇を何匹捕まえようと、「駆除ごくろうさん」とねぎらってくれたくらいなのに。

　新村長も苦笑いを浮かべる。

「親父の遺言でなあ。死んじまう前に、かなり気が弱ってしまって呪い師を呼んだわけよ」

（医者呼べよ）

　それで、苦しみを和らげる香を貰もらうかわりに教えを村に広めるように言われたという。

　それで、妙な注連が流行っているわけか、と猫猫は納得する。

「元々、ここいらじゃ、蛇神さんを祀ってたからなあ。そういうわけだ」

　村長は苦笑いを浮かべた。元々あった信仰なら仕方ないという顔をしているが、妙に引っかかった。

「でも、毒蛇はどうするんですか？」

　蝮まむしの類は農作業の敵である。噛かまれてしまったら、元も子もなかろう。

　村長は苦笑いを浮かべながら、囁ささやく。

「それはばれないように殺しているよ。信心深いのもいるけど、それは仕方ねえからなあ」

　村長にもいろいろ建前があるのだろう。若い女、おそらく村長の嫁がぎろりと睨にらんでいる。

　自分の旦那が内緒話をしているのを目の前で見るのは気分が良くないのかもしれない。

　許可をもらったので、もう用はない。さっさと退散するに限る。

「ほれ、行くか」

「おう」

「あっ、もう一つ言うことがあった」

　村長が、猫猫たちを止める。

「蛇以外に鳥も駄目だそうだ。まあ、矢でもない限り捕まえられないけどな」

「いろいろうるさい呪い師ですね。鶏も絞められないじゃないですか」

「飛ぶ鳥限定だとよ」

　わけがわからないと、猫猫は両手を広げて肩をすくめる。

　猫猫は趙迂を連れてさっさと林へと入ることにした。




「そばかす、まだ終わんないのか？」

　切株に座り込み、足をぶらぶらさせて趙迂が言った。

（だから嫌だったんだよ）

　餓鬼は飽きっぽい。連れてきたのはいいが、お荷物になるのは目に見えている。婆が趙迂を連れていけと言ったのは男衆の仕事の邪魔をする悪餓鬼を片付けたかったからに違いない。なにが寂しがっているだ。

　猫猫は趙迂の小言を無視して、木の根元に生えた草を刈っている。若芽の部分だけ使いたいが選別はあとだ。ちょうど珍しいものが生えていたので、これは採らずにはいられない。

「なあー、そばかすー」

「うるさい。ついてきたのはおまえだろ」

　猫猫は袋に薬草をつっこみながら言った。

　趙迂は股の間に両手を置いて、不服そうに猫猫を見ている。

「だって疲れたんだよ」

　距離はたいして歩いていないが、草や落ち葉で足場は悪い。身体に麻痺が残っている趙迂にとっては疲れやすいのはわかる。これはどうしようもないことだろう。だからといって甘やかす猫猫ではない。ここで甘やかしたところで、いつかつけがくる。

「なら、そこで待ってろ。私はまだ奥に行くから」

「えー」

　趙迂が口をあんぐり開けて猫猫になにか言いたげな顔をする。

「置いていくのかよ！」

「疲れたんだろ？」

「右叫ならおんぶしてくれるぞ」

「悪いな、重くて持てない。じゃあな」

　猫猫はさっさと置いていく。

　趙迂はぐぬぬっと顔を歪ゆがませると、切株の上から立ち上がった。婆が言うようにさびしがり屋な一面はある。花はな街まちにいるときも大体男衆か女童のところにいることが多い。林の中は樹木のせいで薄暗く時折、ばさっと音が響く。ぽうぽうと聞こえるので、鳩だろうか。

「行く！　行くから置いていくなよ！」

　趙迂は足をもたつかせながら、猫猫の後ろについてきた。猫猫は冷めた目線で趙迂を見ながら、森の奥へと進んでいった。

　森にはいろんな樹木が生えていた。広葉樹林が多いので秋には実りが多いだろう。針葉樹林があれば、木材に適しているがこの国でそんな森や林があるのは大体北部のほうらしい。

　猫猫は途中、木き苺いちごを見つけると口に運ぶ。趙迂も真似して食べるのはいいが、口が赤くべたべたになる。猫猫は面倒くさいがぬぐってやる、袖で拭かれたら色が落ちなくなるからだ。そのたびに、趙迂が気持ち悪く笑う。

「これ酸っぱいなあ」

「まだ、生り始めだからな」

　そう言いつつ、木苺をつまむのを止めない。

「そばかす！　この茸きのこ食えるか？」

　趙迂が枯れ木についた小さな茸を見つけて言った。

「食べられるか？」

「残念だが美味くないよ。あと毒もない」

　つまり猫猫には興味がない代物だった。残念そうに趙迂が肩を落とす。

　そんな感じでなんだかのんびりと進んでしまうが、本題は忘れていない。

　途中、霊れい芝しを見つけ喜びながら進んでいくと沼が見えた。沼の端には、蒲がまが生えている。この花粉は蒲ほ黄おうと呼ばれ、止血剤や利尿剤に使われる。

　沼の中心には島がある。森と沼の境界には注連が囲いのように張り巡らされている。昔から水場は、異界の入口と言われているからだ。湖の小島にもそのためだろうか、小さな祠ほこらがある。湖の主がそこにいて、それが蟒蛇うわばみの化身だと聞いたことがある。

　そして、それを管理するために沼のほとりに小屋がある。

　猫猫たちはその小屋へと向かう。

　小屋は高床式になっている。大雨になると、沼の水位がこの小屋まで上がるらしいが、近年、沼は縮小傾向にあるらしい。小屋の柱には、どこまで水が上がってきたのか、そのあとがついていた。元はこの小屋が建っている部分も沼だったと聞いたことがある。そのためか足元がどろどろして動きづらい。飛び石が配置されているのでその上を飛んでいく。

　小屋の隣にはさらに小さな小屋があった。中から、ぽうぽうと鳥の鳴き声が聞こえる。鳩だろう。食用として飼育されているのだろうが、村長の言葉を信じれば、食べてはいけないので愛玩用かもしれない。

　趙迂は面白そうに水位のあとを観察している。猫猫は小屋に続く階段を上り、中をのぞき込んだ。猫猫の視線に気付いたのか、奥から毛むくじゃらの爺さんが出てきた。何度か使いに来たことがある。向こうも覚えていた。

「ここ数年見ないから、嫁にでも行ったかと思っておったが」

「残念、まだまだだよ」

「その割にはでかい子どもがいるな」

　相変わらず口が悪い爺さんだと猫猫は思った。養父の羅門の古い知り合いで、昔は都で医者をやっていたらしい。腕は良かったが、偏屈な性格で人間嫌いなため今は隠居してこんな辺へん鄙ぴな場所で暮らしている。

　今は薬草を摘みながら細々と祠ほこらの管理者をやっているというが、結局は大したことはしない。沼には舟もなく、祠へ行くこともないようだ。

「ほれ。いるもんあるなら持って行け。ありもんだけだがな」

　爺さんは粗末な長卓の上に、壁に干してあった薬草を並べる。今の季節にない薬草や、珍しい薬草はこの爺さんから買った方が手っ取り早い。蒲ほ黄おうもあり、蒲がまの葉で作ったむしろの上に並んでいた。猫猫は小屋の中に入ると、その薬草を値踏みする。

　爺さんは「よっこらしょ」と椅子に座ると前かがみになった。羅門より十以上年上と聞いた。三年会わない間に、さすがに老化が進んでいる。

　しかし、薬草はちゃんと丁寧に乾燥しており、品質も悪くない。それに量も老いぼれの割にしっかり集めていると思った。

「耄もう碌ろくしてないんで安心したけど、よくこんだけ集められたもんだな」

「いき遅れはやはり口が悪いね」

「口が悪いのはお互いさまだろ」

　猫猫に対する言葉に、笑ったのは趙迂だった。猫猫は半眼で趙迂を睨にらむと、必要な薬草を布包みの上にのせる。

「なあに。最近、手伝いが来てるんだよ」

「手伝いねえ。村の子どもか？　ちゃんとしてるなあ」

　猫猫はわざとらしく趙迂を見た。趙迂は「なんだよ」と言いたげに唇を尖とがらせる。

「いいや。この間都で拾った奴なんだが。なかなかできる奴で、ほら、噂をすれば……」

　老人がそう言うと、階段を上る音が聞こえてきた。

「爺ちゃーん。言われたもの採ってきたぞー。あれ？　お客さん？」

　なんだか聞き覚えのある底抜けに明るい声だ。

　大きな布袋を振りながらやってきたのは巾で眼帯をした若い男だった。

（聞き覚えがあるわけだ）

　そこにいたのは、都で職を探していたはずの克コク用ヨウ、顔に疱ほう瘡そうのあとが残る男だった。




「いやー、それでねえ。こんな不気味な顔をした医者などいらぬだってさー」

　克用という男は、またもや自分の不遇を全然そうとは感じさせない声で話してくれた。

　お喋しゃべりなこの男は、猫猫に気付くなりべらべらと話しかけたのだ。爺さんからは「知り合いか？」とたずねられ、趙迂からは「変なにいちゃんの知り合い多いんだな」と呆あきれられた。

　簡単に言えば、都へ着いた後、医者をはじめようと、診療所を回ったらしい。そして、その度に眼帯の理由について聞かれ、莫ば迦か正直にその痕を見せたという。知識のない医者は、病がうつるから二度と来るなと追い出した。知識のある医者は、感染することはないと知っていたが、医者とはいえ客商売だ。眼帯の怪しい男を簡単に雇い入れる理由はない。

　そんな中、注文を受けた薬草を老体に鞭打って届けにきたこの爺さんが拾ったという。ちょうど診療所を追い出される場面に出くわしたそうだ。

　人間嫌いの爺さんだが腕は確かな医者だ。動き回るのもきつい年齢なので、ちょうどいい手伝いが欲しかったという。ためしに医者としての知識を聞いてみたら、思った以上にまともだったというわけでここにいるとのこと。こんな辺へん鄙ぴなところなら、都ほど眼帯男が騒がれるわけでもなし、村長には説明しているらしい。

「ははは。世知辛いよねえ。とりあえず飯は食べられるからいいかー」

　克用はこんな様子だし、爺さんはいい使いっぱしりができてとりあえずどちらも不満がないようだ。

（これなら、こっちに呼べばよかったか）

　猫猫は少しもったいないことをしたと思ったが、今更である。もし連れて来たとしても、養父の羅門並みにやり手婆からこき使われそうなので、こちらのほうが克用にはよかったのかもしれない。あと、せっかく自信を持ち始めた左膳がまた凹むと困る。

　克用は新しく採ってきた薬草を並べる。

「とれたて新鮮だよー」

　にこにこ笑う青年を、趙迂は下からのぞき込んだ。間抜けな栗鼠りすのような面を克用に向け、手を伸ばす。

「にいちゃん、この眼帯の下、どうなってんだ？」

「あっ、見る？」

　気持ち悪いよ、と前置きをつけながら、眼帯をはずした。趙迂は、「うわー」と失礼極まりない声を上げて、ぽんぽん克用の肩を叩く。

「にいちゃん、もったいねえなあ。元はいいのに、それじゃあ客商売はむかねえなあ」

「だよねー。愛想は悪くないと思うんだけどー」

「うちの女たちにもてそうな顔だけにもったいないぜ」

（うちの女かよ）

　猫猫はそんなのんきな二人を無視し、薬草の値踏みを始める。見たことがない大きな葉っぱを見て目を細める。

「なんだこれ？」

「香煙の葉だよ」

　克用は趙迂とじゃれ合いながら言った。

　香煙、煙草の葉ということだ。煙管はやり手婆や女郎たちが愛用しているが、意外と庶民の間には普及していない。前に猫猫が壊れた煙管を修理して、元の持ち主に届けようとしたこともあったが、それだけ大切なものだと思っていたからだ。

　煙管の葉は嗜好品である。けちなやり手婆が吸う理由としては、それに依存性があるからだ。妓女たちもやり手婆が吸っていなければ、吸うことはできないだろう。吸い過ぎは身体によくないと、養父の羅門も言っていたことだ。猫猫が知る限り、葉は渡来のものをよく使っている。乾燥して砕いたものしか見たことがないので、わからなかった。

「栽培自体はそれほど難しくない」

　横から口を出したのは、爺さんだった。

「そうなのか」

　猫猫は興味深そうに葉っぱを観察する。これを庭で栽培すれば、良い商売になるのではと思った。しかし、そう簡単にほいほい種をくれるだろうか。

　せいぜい、葉っぱを分けてもらうくらいだろうが、安く仕入れて妓女たちに煙管の習慣を深く根付かせるのもどうかと思う。

　一応、話だけはしてみる。

「これ、いくらで売ってくれる？」

「これは非売品だよ」

　爺さんは香煙の葉を持つと、何枚かに束ねて軒下にぶら下げた。

（自家消費分か？）

　しかし、この家に喫煙道具らしきものはないし、吸っているところも見たことがない。

　猫猫の疑問に答えるように、爺さんは床に置いた壷を持ち上げると、長卓の上に置いた。蓋をとるとぷうんと独特の臭いがした。

「じいちゃん、これ臭いよ！」

　趙迂がわざとらしく鼻をつまむ。つまみながらのぞき込む。

「まさか飲み物じゃないよな？」

　中には茶色い液体が入っていた。

「間違っても飲むんじゃねえぞ。死んじまうからな。香煙の葉をつけたもんだ」

「うええ、なんでまたそんなことをするんだよ」

　趙迂が床に置いてある木箱の上に座って言った。

「蛇避けに使うんだよ」

　猫猫はぽんと手を打った。

　煙草の葉は食べると毒だ。そして、その毒は虫にも効果があることは知っていた。蛇にもあるのかと猫猫はそれを初めて知った。虫はともかく蛇は捕まえることばかりで、避けるなど考えたこともなかった。

「蛇を殺さないなんて、ふざけた話があるからな。大事になっては大変だからって気を使っているんだよ。野菜とるときも噛かまれたら大変だし、うちは鳩も飼っているからな」

　爺さんは吐き捨てるように言い、克用はにこにこ笑いながら茶を用意する。戸棚から饅頭が出てくるのを見て、趙迂の目が光る。

「大体、もう何十年も祠ほこらのことなんざ気にかけてなかったってのに。今更、蛇神の使いが現れたとか言われてもね。今更、小島に行こうにも橋がぶっ壊れているんだから」

「あははは。呪い師とか最悪だねー」

　一応、私怨があるのか克用も明るい声で同意する。

　猫猫としては、少し不思議に思うことがあった。いくら前の村長の遺言とはいえ、蛇を殺すことをそこまで嫌がる村人がいるのだろうかと。元々、こちらが蛇神を信仰していたからだろうか。

「その呪い師、そんなに説得力がある奴なの？」

　何気なく聞いてみると、爺さんは鼻で笑うような顔をした。

「はは、それがな。信心深い奴らはなんか化かされたみたいなんだよ」

「化かされた？」

　狐ならともかく蛇に化かされたとなると。

（化かされるのは狐で十分なんだけどなあ）

　猫猫が首を傾げていると、克用が小屋の窓を開けた。沼と祠が見える。

　爺さんは外を見ると、もじゃもじゃの髭ひげを撫なでる。

「儂わしは直接見たわけじゃないんだけどな。話によると、その呪い師は……」

　沼の水面に浮かび、その上で踊りながら祠へと向かったという。

（それって）

「ここの主の使いだと言った」

　とのことだった。

（うっさんくせー）

　胡う散さん臭くさいが、それが本当なら絵師が見た白い女も幻ではなくなる。

「それって、白髪で赤い目の娘でしたか？」

「……違うよ。若い娘だが、そんな目立つ姿だとは聞いてない」

　趙迂は目をきらきらさせている。

「すっげー、どうやって水の上って歩くんだ？」

「それはね、水面につけた足が沈む前に次の足を水面につけて、沈む前に次の一歩を進めばいいんだよ」

　克用が悪気なく嘘を教える。

「すげー!!」

　騙だまされるなと猫猫は趙迂の頭をぽんと叩き、半眼で克用を見る。人畜無害かと思いきや、こういう面もあるらしい。

「まさか本当にそんなことができると？」

「んなわけねえだろ……って言いたいところだけど」

　爺さんがもじゃもじゃ髭ひげを撫なでながら外を見る。少し複雑そうな表情だ。

「儂が若い頃、そういう場面を見たことがある」

「水面を歩いて踊るのか？」

　猫猫は首を傾げながら言った。趙迂も真似をし、ついでになぜか克用も同じ姿勢になる。

「ああ。儂が村を離れる前だ。元々、蛇神に仕えるのは巫女の役目だったんだが」

　爺さんの家系は元々、村長の遠縁だという。巫女もまたその血筋であった。

　だが先ほど、何十年も祠が放置されていると爺さんが言ったばかりだ。なぜかと言えば。

「後こう宮きゅうの女官狩りで、娘がいなくなっちまったもんだから」

　なるほどと頷うなずくしかない。

　それで、代々口く伝でんで伝えられてきた儀式がなくなったため、祠は放置されたという。ちょうどそのころ、前の村長に代替わりしたわけだ。

　信心深くない前の村長はそれを放置したため、そのまま祠の管理は廃れたという。橋も腐食し、崩れ落ちてしまった。そして、今は形だけでもということで、村に戻ってきた爺さんが管理人としてこの小屋に住みついているわけだ。

「勤めを終えた元巫女は村には帰ってこなかったのか？」

「はは。元は気立てがいい娘だったんだ。わざわざこんな村に戻る必要があるとでも？」

（そりゃそうだわ）

　後宮で仲が良かった小シャオ蘭ランを思い出した。口減らしに親に売られた。彼女もその現実がわかっており、戻ったところで居場所はないと後宮をやめたあとは自力で就職先を見つけている。多少、頭が回る娘だったら、いくらでも前の生活よりよいものを見つけるだろう。後宮はそういう意味でも女たちの出世の場だ。

「前の村長は死ぬ前に、そのことを嘆いていたんだよな。そんなに文句を言うなら、ちゃんと医者にかかれっていうんだよ」

「ははは。笑えるなー。そういう人っているよねー」

　克用はなにが面白いのか笑うものだから、爺さんは克用の頭を小突いた。

　猫猫は外を眺める。

「船もないけど、どうやって向こう側にわたってるんだ？　一応、祠の様子を見ないといけないんだろ？」

　猫猫がたずねると、爺さんは長卓に円を書いて見せる。

「船は主が怒るそうだ。魚を釣るにも、ちゃんと場所が決まっている。とれても泥鰌ドジョウなんで、釣りというより罠わなだな。だから放置されたままさ。気になるなら行っていいぞ。ただし、船は駄目だからな」

「なんの問答だよ」

　船を使わずどうやって小島へ行こうというのだ。水面を歩いていけとでも言いたいのか。

「神聖な場所にただで入ろうなんざ甘いんだよ」

　ふざけたことをいう爺さんだ。

「ほら、克用。おまえ連れて行ってやれ。対岸ならここより小島がよく見えるだろ。ついでに畑の草むしりして来い」

「えー。大変だなー」

　そう言いつつ、草刈鎌を準備している。

「香煙の葉はその畑に植えてある。葉は駄目だが、種が出来てたら、いくつか採っていいぞ。草むしりの代金だ」

「……」

　猫猫は抜け目がない爺さんを睨にらみながら、草刈鎌を持った。




　猫猫たちは、沼の裏側へとぐるりとまわる。蓮はすに似た葉っぱが水面にところどころ浮いている。疱ほう瘡そうの痕あとを怖がっていた趙迂だったが、無駄な適応力だけはしっかり発揮して、すっかり克用に懐いていた。いつのまにか克用に肩車をしてもらっているが、男衆と違い少しふらふらしていて危なっかしい。片目が見えないので、平衡感覚がずれているのかもしれない。

「ほらあそこだよ」

　克用が示すように、確かに小島の裏側に橋が架かっていた。しかし腐ってほとんど足場は残っていない。猫猫は疑い深く橋を見る。土台も腐っており、この上に木の板を渡していこうにも難しそうだ。

　猫猫と同じことを考えたのか、克用はどこからか木の板を持ってきた。

「よいしょっと」

　腐った土台に渡していく。

「大丈夫か？」

　猫猫は不安になりながら、克用を見る。

「ははは、大丈夫だよ。案外壊れないってー」

　克用は、板の上に立ち、飛び跳ねた。しかし……。

「あっ……」

　間抜けな声とともに克用は沼へと落ちてしまった。

「なにやってんだよ、にいちゃん」

　趙迂が手を伸ばして落ちた克用を引っ張る。しかし、克用の体はずぶずぶと沼に沈んでいく。一同に緊張が走る。

「そ……、底なし沼みたい？」

　にこにこ笑いながら、克用が首を傾げてみせた。

『……』

　一瞬の沈黙の後、皆が一斉に慌あわてだす。そして慌てれば慌てるほど克用の体は沈んでいく。首まで浸かったところで、猫猫は林から丈夫な蔦つたを探し出してきてそれで引っ張り事なきを得た。

「心臓に悪いぜ、にいちゃん」

「ははは、ごめんごめん」

　克用は泥だらけの手で頭をがしがしむしった。汚れていない頭まで泥だらけになる。

　猫猫は畑の近くにためてある農業用水を桶に汲んで持ってくる。面倒くさいので頭からかけてやると、克用は犬のようにぷるぷると動いた。

「そういえば、子どもが神隠しに会うのってこの沼の近くだって、爺さん言ってたなあ」

「うわあ」

　趙迂は呆あきれた顔をしている。沼の底に何人埋まっているかわからない。

　猫猫はぼろぼろの橋を見る。

「本当に放置したままだったんだな」

「橋の手入れにもお金がかかるからねえ。なんか、泥の成分のせいで普通の水よりもずっと腐りやすいみたい」

　底なし沼とは言わなくとも克用の身長以上に沼の深さはある。土台を毎回交換するのは骨だろう。橋の土台は沼のずいぶん手前から作ってあった。もともと、その位置まで沼が広がっていたのだろう。

　小島の祠ほこらの周りに雑草が生い茂っている。華やかな色が見える、花のようだがここからではよく見えない。ただ、この近隣に見かけない色だ。鳥が上をよく飛んでいるので、花の種が糞に交じっていたのかもしれない。

「さてさて、じゃあ草刈りしようか」

　ところどころ泥が残ったままで克用が張り切る。頭にはいつのまにか藁わらで作った帽子をかぶっている。畑は雑草だらけで、猫猫は文句を言いたくなったが、趙迂が先に「うえーっ」と肩を落としたので言えなくなった。

　猫猫は香煙の種を探しながら、草をむしる。しかし、種はまだついていない。

（あの爺さんめ）

　あとで種はしっかり貰もらって帰ろうと、猫猫はふんっと鼻を鳴らす。

　克用は鼻歌混じりに草刈りを始めたので、猫猫も仕方なく手伝う。趙迂は最初から手伝う気などないらしく、小石を拾い、地面に絵を描いていた。

　しばし、ひたすら草むしりに熱中する。

　沼地のためか湿度が高い。どろどろした土は、栄養価は高そうだが、その分根腐れを起こしそうだ。畑の土はそれを踏まえてか、ざらっとした砂を混ぜてある。そのため、草が抜きやすいのはよかった。

「知ってるかい？」

　鼻歌をやめて克用がひとりごとをこぼすように話しかけてきた。

「なにを？」

「この村にいたっていう巫女ってやつをさー」

　そんなもの知るわけない。猫猫は首を横に振る。

「爺さんが話してくれたんだけどねー、蟒蛇うわばみさまを鎮めるための巫女がいたそうなんだ。だけど、元は奴隷の娘だったそうだよ」

「……」

　克用は猫猫にのみ聞こえる声で話を続ける。趙迂は、気付かずにお絵かきを続ける。

「ここは元々、川が氾濫しやすい場所だったみたいだね。治水がちゃんとできるまでは、毎年、田畑が流れ、家が洪水で沈んでいたみたいだよ」

　そんな古い時代、どうしようもない自然災害を治めるため何をするかといえば、意味のないことをやるのだ。

「人身御供のために、奴隷を買ってたってことさ。もちろん、それは金に余裕があるときで、それがなかったら村の娘の誰かを選んでいたんだろうけどねー」

　巫女とは名ばかりの生いけ贄にえだ。

「だけどね」

　ある日、神通力を持った巫女が現れる。その巫女は、村人のいる前で水面を歩き踊って見せたという。

（爺さん、ずいぶんこいつに打ち解けてるな）

　猫猫にとって初めて聞く話だった。一応、巫女の家系に縁があるということで、爺さんはこの手の話を知っていたのだろう。同時に村長の遠縁ということは、なんか変な感じがする。

「つまりさ。巫女として力がなかったら、いつ生贄にされるのかわからないって話だったんだろうねー」

　神さまだか主だか知らないが、生贄にされるほうにとってはたまったものではなかろう。

「んでもって、生贄にされることはないかと思ったら、今度は後こう宮きゅうへ送られるんじゃあねー」

　結局、湖の主ではなく国の主のもとへと送られてしまったと。

（これなら二度と帰りたくないわけだわ）

　爺さんの言っていた娘が帰らなかった理由は十分足りる。それどころか、恨みに思っても仕方なかろう。

　猫猫はぼんやりと水面を眺める。沼の表面は揺らめいているが、落ちた克用を見る限り、中はかなりどろどろだ。なんとなく落ちていた棒を拾い、水面に突き立ててみる。一度埋めると、なかなか抜けない。

「もう沼というより泥地だよね。治水のおかげで流れてくる水が分散したんだろうけど、どんどん沼が小さくなってるせいかな」

　猫猫はしゃがみ込んでいた姿勢から立ち上がった。

「……沼が小さくなり始めたのはいつ頃かわかるか？」

「そこまで僕は知らないかなー。爺さんに聞けばいいんじゃない？」

　猫猫は顎あごを撫なでて、ひたすら泥をかき混ぜる。趙迂もいつのまにか横に来ていて同じようにかき混ぜ始めた。

「なんか物でも落としたのか？」

「いや」

　今は雨の多い季節だ。まだ、これでも水位が上がっているほうだろう。つまり、雨が降らない季節はもっとどろどろしていたに違いない。

「!?」

「どーした、そばかす？」

　趙迂が急に立ち上がった猫猫をのぞき込む。

　猫猫は趙迂を無視して、走り出す。

「おい、そばかす！」

「あれー？　どうしたのー？」

　問いかけに応じず、対岸にある爺さんの小屋へと向かう。

　二人と会話するよりも、今、思いついたことの証明を早くしたくて仕方がなかった。

　猫猫の顔は走りながら、自然とにやりと笑っていた。




「もういきなり何なんだよ」

　文句を言いながら結局二人もついてきた。途中で、趙迂は走れなくなったらしく、克用におんぶされていた。

　猫猫は階段をのぼり、小屋の戸を叩く。

「香煙の種をくれ」

　猫猫は開口一番に爺さんに言った。

　爺さんは、麺をすすっていて、半分髭ひげを食べているような様相だった。

「何を言い出すかと思ったら。種ができていなかったらあきらめろ」

　そう言って、くちゃくちゃと麺を咀嚼する。

　多分、そういう反応を示すのはわかっていたので、猫猫にも考えがあった。

「例の呪い師の正体がわかったって言ったら？」

　耳打ちするような声で猫猫が言うと、爺さんは不快な咀嚼音を止めて箸を置いた。

「おい、克用。これでその坊主と遊んでやってくれ」

　と、爺は棚から鞠まりを取り出すと克用に投げた。克用は鞠を取ろうとして失敗する。小屋の外に転がっていく鞠を追いかけ、趙迂はそれに続く。

　人払いができたところで、爺さんは猫猫に座れと椅子を指した。猫猫は椅子に座ると、窓の外の沼を見る。

「例の呪い師が現れた頃って、水みず嵩かさが減っている時期じゃないか？」

　絵描きが白髪赤目の女を見たのは半年以上前、その前後だとしても、雨は多くない季節だ。そして、水嵩が減ると、沼の泥地も増える。

「そうだよ」

「前に巫女がやっていた舞もその時期にあったんじゃないのか？」

「それが何の関係がある？」

　猫猫は水がめに指を突っ込んで濡らし、卓の上に地図を描く。楕円の湖の形に小島、そして橋。見づらいのか、爺さんは猫猫にそっと筆と紙を差し出した。ざらついた粗末な紙だが、まだ見やすい。猫猫は、紙に書いていく。

　猫猫はその中で、小島から一番近い湖の沿岸を指さした。川から水が流れる場所から一番遠い。

「ここらで、その雨乞いの儀式とやらが行われていたと」

「そのとおりだが」

　ちょうど、この小屋から近く窓から見える場所だ。

「巫女やら呪い師とやらは、蟒蛇うわばみさまの加護を受けて、水面を歩く。それが私にもできるとしたら？」

　爺さんは目を細めている。なにか言いたげな表情だ。

「莫ば迦かも休み休みにしたほうがいい。言ってはなんだが、蟒蛇さまが魅入られるほど、器量よしには見えねえがなあ」

「爺さんみたいな人が信心深く崇拝しているようにも思えないけどね」

　猫猫と老人の目が合う。猫猫はわざとらしく笑い、挑発するように目を細める。

　猫猫の予測が正しければ、この老人は何かを知っているはずだ。そして、それを黙っている。それを読み取ったかのように、老人は口を開く。

「羅門はそんな風に憶測でものを言うように育てたか？」

「その憶測を証明するために沼を調べたいんだけど」

　爺さんは猫猫を睨にらむように見たが、ついて来いと立ち上がる。

「儂も自分のことは言えんが、ちょっと情緒というものがねえな。こういうときは、仙女や巫女が実在してたって思ってればいいんだよ」

　爺さんは吐き捨てるようにごちると、外で鞠まり遊びをしていた二人を呼んだ。

「なんか晩飯になるもん買って来い」

　そう言って克用に銭を持たせる。毬遊びでは時間が足りないと判断したらしい。

「坊主、こいつはよくふんだくられるんだ。悪いがついて行ってやってくんねえか」

「おう、まかせとけ」

　趙迂はそう言って、克用について行った。二人が見えなくなるまで、爺さんと猫猫は動かなかった。

「いくぞ」

　爺さんが連れて来た場所は、沼の中でも囲いがされていた。水面には浮草が生えている。釣りをしようにも座るような場所もなく、好んで入るような者はいない。

　猫猫はぬかるんだ地面に顔をしかめた。履くつを脱いで裳スカートをめくって歩いていく。爺さんも同じように袴を上げて歩いている。

　水は濁っており、どろどろしている。

「巫女はここからあの小島まで歩いて行った。それができるなら、何でも話してやる」

　そして、老人は脅すような低い声を出す。

「巫女と言われる前、それまでの娘たちは生いけ贄にえと称して、この沼に沈められた。重りをつけ、生きながら底なしの沼に落とされたそうだ。あがけばあがくほど沈む断末魔の声に、ひいばあさんは耳をふさいだって言っていたな。それと同じことにならんとも限らんぞ」

　習わしとはいえ、それは見ている村人にとってはおぞましいことだったろう。そして、自分たちがやったことに悔い赦しを乞うという無意味なことをしていた。

　沼の周りには、石柱が建っている。いくつも同じ大きさの石を積み重ね、一番上に大きな石をのせて柱にしている。それが墓碑の代わりなのかもしれない。

「さて、どうやってそんな沼を渡った？」

　猫猫は小屋から縄を取ってくる。それとともに薄い板を持ってきた。

「借りますけどいいですか？」

「勝手にしろ」

「では」

　猫猫は薄い板に三つ穴をあける。それに紐を通し、不格好な草履を作って履く。

（田下駄があればよかったけど）

　田植えのときに使う履物だ。贅沢を言っても仕方ない。

　老人が首を傾げているが、一応そのまま黙っている。

　着物をたくし上げ、地面につかないようにすると、縄を身体に巻き付け反対側を石柱に巻き付けた。

　そして──。

「おい、何をしている？」

「何って、証明ですよ」

　猫猫は沼地に足を入れた。入れたというより蹴けったに近い。衝撃で足が跳ね返される。

「!?」

　老人が驚く間もなく、猫猫は次の足を出す。また蹴るように勢いよく。それを何度も繰り返して、沼地を進んでいく。

　猫猫は確かに水面を歩いていた。克用ではないが、足が沈む前に次の足を出し、また沈む前に次を出した。そのまま、沼地の上を足踏みする。

「これならどう？　水面を歩けるけど」

　猫猫はにやりと自信満々の顔で言った。

　老人は呆けた顔をして、髭ひげを触っている。

「……これは驚いた、けれど」

　何を思ったのか爺さんはそこらへんに落ちていた長い棒を拾ってきた。そして、何を考えたのか沼地に足を入れて棒を突っ込んだ。すると、なにか硬質な音がする。

「そんなことしなくても、この沼にはこれと同じ石柱があるんだ」

　と言って、大きな石柱を叩く。

「えっ？」

　猫猫は間抜けな声とともに、足踏みをやめた。結果、ずぶずぶと足が埋まっていき、爺さんに縄を引っ張ってもらうことになった。




「結局、あれはどうやったんだ？」

　泥だらけの猫猫を引き上げたあと、一息ついた爺さんが言った。

　猫猫は下駄もどきを脱ぐと疲れた顔で沼を見る。

「液体とも固体とも言えない状態のものにはちょっとした性質があるんだ」

　片栗から作った粉があればわかりやすいだろうか。それを一定比の水に溶かしたものは、手で掴つかむことができる。ただ、すぐに手の隙間から流れていく。

　この沼地は、その片栗粉入りの水と同じ作用が働いていた。猫猫が老人に巫女たちが踊る季節をたずねたのはそのためだ。猫猫が足に下駄もどきを履いたのは、少々水の量が多いと感じたからだ。

　てっきり、猫猫は沼が小さくなるとともに泥と水の比が変わり、歩けることに気が付いた生贄がでたのだと思ったのだが。

「こんな仕掛けあるのは反則だろ？」

「沼に埋まっている石柱は、死んだ生いけ贄にえたちの墓標だよ」

　墓標は乾季でも出てこない位置に埋められていた。それが、十数とある。それが犠牲者の数だ。

　「昔、次の生贄をささげることが決まったとき、村長の息子が生贄の娘にその墓石の存在を教えたのさ」

　そして、湖の主の存在を逆手にとり、巫女と名乗りあげるようになったと。

「もう五十年以上前の話だ」

　これを前の村長は知らなかったようだ。村の様子を見る限り、それを今知っているのは、この爺さんだけじゃないだろうか。

　猫猫は爺さんを睨にらむ。

　最初からこの爺さんはわかっていたのだ。そして、それを黙っていたということになる。なにか後ろめたいことがなければ隠す理由はない。

「呪い師は白い髪の女か？」

　もう一度確認する。

　しかし、それに対して首を振る。

「そんな奴は来ちゃいねえ。ただ」

　爺さんがぽつぽつと語りだす。偶然、都で昔後こう宮きゅうに行ったという元巫女に会ったこと、そして、彼女にはもう孫がいたこと。

　元巫女は聞いた。今、蟒蛇うわばみさまはどうなっているかと。

　巫女がいなくなったが、その後、治水工事によって川や沼は氾濫することはなかった。蟒蛇さまのことも迷信となり、祠ほこらは廃れ、誰も訪れなくなったと。

「そのとき、嘘でもいいから、祠はちゃんとしている、蟒蛇さまのおかげでまだ水害が出ていないと言っていればよかったんだろうな」

　元巫女は何もかも信じられない顔をしていた。今まで巫女が生贄として沼に沈められたことが無駄だったと否定するような老人の言は元巫女を狂わせた。

「しばらくして、孫と一緒にこの村にやってきた元巫女は、新しい蟒蛇さまに仕えていると言った。そして、孫に沼渡りをさせたんだよ」

（新しい蟒蛇さま）

　白い注連、蛇の神様、そして絵師が見た白髪の美女。

　猫猫は、落ちていた棒を拾うと、沼の中に突っ込む。そして、墓標の位置を探しながら小島へと渡っていく。

　確かに、猫猫がやる方法よりこちらのほうが確実だ。足さえ踏み外さなければ、無事につく。

　小島にぴょんと飛び乗る。荒れ果てた祠、ぼうぼうに生えた草、そして。

　赤い薄い花びらをつけた花が風に揺れていた。その花の命は短く、すでに散ったものは丸い坊主を残している。

　植えたのか、それともたまたま種子が付着したものが落ちたのかわからない。ただ、その植物はここにあってはならぬものだった。

「芥子けしか？」

　爺さんの声色から、ここにあるのを初めて知ったのだとわかった。沼渡りの方法を知っていてもここへ来るのは初めてだったのだろうか。

「もう一つ聞いていいかい？」

「なんだ、もうなんでも話してやるぞ」

「どうして、爺さんはこの墓標の存在を知っていた？」

　爺さんは笑う。

「巫女の血族ってことは、つまり奴ぬ婢ひの子だよ。それで、その奴婢に村の有力者が手をつけたなんて珍しい話じゃない」

　元巫女に墓標の存在を教えたのは村長の息子だと言っていた。つまり、村長が奴婢に産ませた子がこの爺さんなのだろう。

「とある奴婢は、村長に飽きられたら、他の村人に下げ渡され、挙句、飢き饉きんの際に生贄として沼に沈められた」

　墓標があるということは、墓標を建てる者がいないといけない。切り出した岩を何個も積み重ね、何年もかけて作った墓標。墓標を作るために、すでにある墓標を踏んで石を運ぶ。

「この小島の前にあるのが最後の墓標だよ。おかげで妹は沼に沈められずにすんだのに」

　結局、今度は後こう宮きゅうに送られた。村長の娘ではなく、下げ渡された先の子だろう。

　数十年ぶりにもどったら、母親を殺し、自分の人生をもてあそんだ村人たちは、土地神のこともその犠牲になった巫女のことも忘れていた。

　猫猫は対岸にある香煙の葉を見る。

「もしかして、あれはその元巫女に貰もらったものか？」

「ああ、芥子の種は貰っちゃいねえがな。これを手土産に二つ頼み事をしてきた」

「それも話してくれるのか？」

「ああ、もう潮時だ。今はまだ水位があるからいい。だが、秋になれば墓標も頭を出してしまう。昨年までは誤魔化せたが今年は無理だろ」

　呪い師の詐欺行為が露見する。

「それでも黙っていてくれ、というのが一つ目の頼みだった」

　村人に蛇を殺すな、鳥を殺すなと言ったのも些細な復讐だったのだろう。この爺さんも思うところあって見て見ぬふりをしていたに違いない。

「もう一つは」

　老人は高床式の小屋を見る。

「鳩小屋を自由に使わせてもらいたいと言っていた」

「鳩小屋？　なんでまた」

　猫猫は首を傾げる。

　そういえば、村でも鳩の鳴き声が聞こえていた。普段は放し飼いにしているのだろうか。

（飛ぶ鳥は殺すな）

　蛇のついでのように付け加えられた戒律を思い出す。

　そして──。

　猫猫はまた墓標を足場に、小屋へと戻る。ぬるっとした足場に何度か転びそうになりながら、小屋、鳩小屋へと急いだ。

　鳩小屋の近くは特有の鼻がつんとする臭いがした。小屋の中には数十羽、暗色に緑がかった羽色の鳩がいた。猫猫が急に入ってきたことで、鳩たちは驚きばたばたと羽を散らす。しかし、猫猫は知ったことではない。鳩を捕まえては投げを繰り返す。

「おい、鳩をいじめるな」

　爺さんがやや怒気をまじえて言った。食用というより、趣味で飼っているようだが、今はそれどころじゃない。

　猫猫はお目当ての鳩を見つけた。その背中をわしづかみにして、仰向けにする。そして、その足首についているものを取った。

　白いねじられた紐だった。ところどころ薄汚れており、鳩が外にいた間に汚れたのだと推測する。

　猫猫は鳩小屋から出ると、ねじられた紐をほどいた。一枚の布になったそれは、まさに蛇が殴り書きをしたような文様が刺繍されていた。

（どこかで見たことがある）

　以前、古着屋で見つけた火ひ鼠ねずみの皮衣に施された刺繍によく似ていた。

　そして、見る者が見ればそれはただの紋様でないことがわかる。西方の文字をもとに作った暗号だ。

　猫猫は西都の占い師を思い出した。そこで筆の代わりに使われていたのが、鳩の羽根だった。

　ずっと不思議に思っていた。国中、白パイ娘ニャン々ニャンらしき存在にかき回されている。しかし、あの娘がそんなに国中を回ることはできるのだろうか。白子アルビノは神秘的な風貌だが、実際、仙人の技を使うことなどできない。むしろ、その肌は太陽に弱く、光を吸収するため明るい場所では歩き回れないはずだ。

　だから、白娘々自身が動き回るのではなく、その仲間が代わりに動き回っているのだと推測された。ただ、そこで問題だったのが、情報だった。

　獅し子しを檻おりから放つにも、里リー樹シュ妃の異母姉に接触するにも、短期間に西都と都の情報を交換する必要がある。都から西都へ向かうには、どんなに早馬を乗り継いでも十日以上かかる。帰りに船を使っていくのも同じくらいだ。

　それをどうやってやったかと言えば、この鳩だったのだ。

「爺さん、この鳩小屋にやってくるのはその元巫女か？」

「その孫だよ。呪いに使うとか言って、鳩を数羽持っていく」

「鳩はどんどん減るんじゃないのか？」

「放したら、またすぐこの小屋に戻ってくる習性があるから問題ない。獣や人に狩られない限りな」

　つまり鳩の習性を利用した伝達手段があったのだ。

　猫猫は目を瞑つぶった。どうすればいいのか、一瞬考えて、そして老人を見る。場合によっては元巫女やその孫にも被害が出る。おそらく、この巫女騒ぎも白娘々に関連している。

　猫猫は舌打ちをする。

「爺さん、協力する気はないか？」

「なんだ、いきなり？」

　猫猫にも多少なら良心というものがある。このまま爺さんに黙って壬ジン氏シに報告する方法もあるが、それは止めておきたい。

　どこまで線引きができるか、どこまで相手が譲歩してくれるか、それを見極めながら、猫猫は取引内容を口にした。










十二話　里樹妃の受難







『黄湖という村に白パイ娘ニャン々ニャンの手がかりがあります』

　そんな文ふみを猫マオ猫マオからもらったのは、壬ジン氏シが西からの使者と非公式に会った翌日だった。

　何とも都合のいい、もしくは悪いのかと頭を抱えたくなった。

　西からの使者とは、昨年やってきた砂シャ欧オウの特使たちの一人だ。双子のように似た女の片割れで、名前は愛アイ凛リーンといった。もう一人は、姶アイ良ラというので少しややこしい。前は姶良が赤い飾り、愛凛が青い飾りをつけていたが、今回は青い服を着ていた。お忍びということで目立つ装飾服ドレスではなく、茘リーの国ではよく見られる曲きょく裾きょ深しん衣いを着ていた。

　正直、あまり間近で会う人物ではない。以前、彼女が見た壬氏の姿は、女にょ性しょうの恰好で月精なる恥ずかしい名前が後に付けられていたのだから。

　ただでさえ、壬氏は忙しかった。こんな時期に何を話すのか、誰の手引きかと思えばそれは羅ラ半ハンだった。西都にいる間、なにかやっていたようだが、この男に限って変なことはないと思い放置していた。信頼しているというより、その性格について理解していたためだ。よくわからないが数字については美しい美しくないという基準で物事を考えているので、いわゆる、美しくない行動はしない。

　話の半分は壬氏も予想できたこと、もう半分は意外だが、まったくありえないことでもない話だった。その二点については、すでに羅半も聞いているらしく、これといって反応はなかった。

　食糧輸出か亡命の受け入れか、頭が痛いことを言ってくれる。

　すでに、輸出については羅半から甘かん藷しょという芋について話を聞いている。痩せた土地でも育ち、米の何倍も収量が見込めるとある。都に戻ってすぐこんな話を持ち込むなんて、やはりあの一族は侮れない。

　おかげで壬氏は戻って来てから半月は、寝る間も惜しんで働く羽目になった。たまった仕事を片付けるだけでも骨なのに、それがさらに上乗せされた。後こう宮きゅうの件もまだ完全に引き継ぎをしたわけではない。頭が痛い案件がまた浮かんでいた。

　蝗こう害がいへの対策、砂欧への輸出、それを表だって口にしたとして、官たちは頷うなずかないだろう。特に、蝗害については、これまで壬氏が散々やってきたことでもう十分だという目論見だ。彼らにとって転ばぬ先の杖という考えは、自分の身に降りかかることが前提でこそ行われる。杞き憂ゆうによって今ある仕事を増やしたくないのだろう。

　仕方ないので名目を変えることにした。子シの一族の反乱の際、捕まえた罪人たちの労役として耕作を行う。それなら、新たに開墾することに文句をいう者はいない。そして、土地は子北州にたくさんあるのだ。子一族の呪縛が解けた以上、以前ほど干渉は難しくない。罪人の中に、元農民が多くいたのも大きい。その生活は一族に雇われる前に戻ったか、それよりやや厳しくなった程度だ。

　そして、壬氏が直接やるのではなく別の者を表に立たせた。子の一族がいなくなり、代わりに子北州を治めることになった高官だ。元は子北州出身で、叩き上げの元地方官だ。過去にあった蝗こう害がいを経験している。今後の対策として、甘かん藷しょが根付けば飢えがなくなることを説明すれば、了承してくれた。

　足りない人員は、子北州で揃える。畑を持つことができない、農家の三男以下はいくらでもいる。女帝のやった後こう宮きゅうが公共事業であれば、これもまた同じだろう。

　壬氏が考え付く限界はここまでだった。壬氏は優なれど、秀には及ばない。まだまだ粗があるが、そこの細かい部分は表に立った者に任せる。威圧感プレッシャーは強いがやってもらわないといけない。

　他人任せになるのは申し訳ないが、壬氏には他にやることがある。過労気味なのはいつものことだが、それでも、自分が持てる仕事の範囲を掴つかんでいるつもりだ。

　壬氏にはまだ少ないが、これでも信頼できる部下がいる。それぞれ適材適所の役割を持つ。今回の文ふみの場合どうしたものかと、壬氏は考え、そっと杯を持つ。中身はとうに空になり、それに気が付く目ざとい侍女の水スイ蓮レンは、「あらあら」と言いながら、果実酒を注いだ。

　壬氏はそれを見ながら、ふと猫猫からの文を見せる。

「今空いている者はいるか？」

「ええ、ちょうど帰ってきたばかりが数名」

「適当なのを見繕ってくれ」

「では……」

　掌を頬ほおに当てて、考えているそぶりをする水蓮。

「新しく入れた者が面白いので、それを試してみましょうか？」

「……大丈夫なのか？」

　壬氏はいぶかしむように水蓮を見る。水蓮は朗らかに笑ったままだ。

「今まで間違ったことはありましたか？」

　自信満々に答えられ、壬氏は苦笑いを浮かべるしかない。猫猫すら勝てぬこの侍女は、元は皇太后付きだ。今上を十余りで身ごもった皇太后を、伏魔殿のような後宮で守り抜いた一人だ。

　壬氏にこうして水蓮を付けてくれたことは、皇太后なりの親心だと信じている。

「信じてくれないのなら、とっておきの話を教えます」

　そう言って、こそっと壬氏の耳元で囁ささやいた。壬氏はその内容にぴくりと反応する。

「それは本当か？」

「ええ、ちょっとお仕置きしたことがあって、それでわかったことなのです」

　内容としては、仕事には全く関係ない。だが、壬氏にとっては有益な情報だった。というより、お仕置きなんてしていたのか。

　何が何なのかは、ここで明言しないでおく。

「坊ちゃまもたまには、勝ちたいでしょう」

　そう言って、年齢の割に可愛らしい仕草をしたと思ったら、水蓮はぴしりと元のやり手侍女の姿勢に戻る。

「それでは手配します」

　ゆっくりと頭を下げ、足音も立てず水蓮は下がっていった。

　これはもう水蓮に任せた。壬氏は他の仕事に取り組むべきだ。

　さて、西の特使愛凛は、もう一つ追加で問題を持ってきた。それは、羅半も初耳だったらしく、表情が崩れていた。

　壬氏とて、聞きたくないと耳を塞ぎたくなる話に、笑みが崩れそうになっていた。

　どういう問題かといえば、白娘々に関する話だった。

　それゆえ、今回もまた、花はな街まちの薬屋に向かうことはできなかった。




　○●○




「白娘々を捕まえた」

　その報告が入ったのは、沼の村の一件から二日後のことだった。文ふみを送って到着する時間などを考えると、一日足らずで結果を出したことになる。

　やってきたのは馬バ閃センで、緑ろく青しょう館かんの玄関で妙な動きをしているところを右ウ叫キョウが連れてきた。今日は、白パイ鈴リン小姐は同伴でいないと伝えたら、あからさまにほっとしていた。

　薬屋では狭いので、やり手婆ばばあに部屋を準備してもらった。緑青館には、密談向きの部屋がたくさんあるので便利だが、趙チョウ迂ウに見つからないことが前提だ。好奇心旺盛な悪餓鬼は、すぐに会話に混じりたがるので、右叫が回収してくれた。

　猫猫は用意した茶を一口飲んだ。

「そうですか」

「淡白な反応だな」

「いえ、けっこう驚いています」

　まだ、馬閃は猫猫の表情を読めないらしい。壬氏や高ガオ順シュンなら眉間にしわが寄っていることに気付いてくれる。

　鳩を使った情報交換、それは逆手にとってしまえばこちらのものだろう。鳩に結ばれた文を読むなり、文を取りに来る人間を押さえるなりすれば、なにか掴つかめると思ったがこうも簡単にいくのは予想外だった。

　何より、別のところで協力者ができたのがよかった。

　猫猫はその協力をあの蟒蛇うわばみを祀る爺さんに持ちかけた。爺さんは詐欺まがいのことをした妹やその孫を思っていた。妹たちが多少なりとも白娘々とつながっているとわかっていた。このまま黙っていてもその妹たちは罰せられる。だから寝返れと、いわば脅しだ。

「例の鳩小屋を見張っていて、やってきた者を追いかけたら、とある官の別邸についた」

　爺さんの妹たちに首実検をさせると見覚えのある顔だと言い、それとともにその官と交友関係がある官たちの首実検をさせた。結果、その中の一人が白娘々を匿かくまっていたのだ。

「あっけないものですね。それにしても、なんでまたそこまで庇かばう理由があったのでしょうか？」

「官たちは大麻を好んで吸っていた。阿あ片へんらしきものの滓かすも残っていたらしい」

「ああ」

　猫猫は納得した。依存性のある麻薬を手にした者は、そのためになんでもする。薬を抜くにも生半可な覚悟ではできない。

「危ない薬には手を出すなということですね」

「おまえが言うのか？」

　馬閃の疑問に満ちた顔を無視して、今日は何の薬を作ろうかと頭を切り替える。馬閃も猫猫にこれを報告するために来たのだろうから、もう用はないはずだ。右手の怪我けがはもう治っているらしく、さらしは取れている。むしろ、文ふみやほかの使いでもよかったのにと考える。妓ぎ女じょにおびえながらわざわざ知らせることでもない。

　しかし、馬閃は話を終えたところで、なかなか席を立とうとしない。口をもごもごさせながら、ちらちらと猫猫を見ている。

「……どうかなさいましたか？」

「いや、その……」

　なんだろうか、と思いつつも深く突っ込みたくはない。どうせ面倒くさそうなことだろうし、なにより壬氏がらみであればさらに関わり合いたくない。

　西都で別れてから、壬氏とは会っていない。白娘々のことで文を出すくらいで、その返事も事務的なものだった。

（何事もなかったことにしてもらいたい）

　それが一番平和だと猫猫は思う。だが、平和を願おうとすればするほど、世の中、甘くなくなる。

　馬閃は口をもごもごさせるのはやめて、きりっと顔を上げた。何か決意した眼差しを向けて口を開いた。

「質問があるが、女にょ性しょうの場合、月経が来なければ孕はらんでいると考えていいのだろうか？」

「……」

　いきなり何を言い出すのだろうか、この男は。猫猫が白眼視すると、馬閃は口をぎざぎざに歪ゆがめ、顔を次第に赤くしていった。初心うぶすぎる反応に、猫猫のほうが困ってしまう。

　先ほど、女が孕むとかなんとか言っていたが、まさかどこぞの悪い女にでも騙だまされたのだろうかと猫猫は考えてしまう。

（ありえなくもない）

　どこか抜けている男だ。酒でも飲まされて、一夜の過ちを犯す人間はいくらでもいる。馬閃の肩書なら、酒に一服盛ろうと考える女たちはたくさんいるだろう。

　これはからかってはいけない話だと猫猫は考える。

「……馬閃さま。たとえ騙されたとしても、責任を取らされるのが男というものです」

　馬閃が怪け訝げんな顔をして猫猫を見る。

「ちゃんと自分の子であれば、責任を持つべきですし、だからといって、相手が騙そうとすることも──」

「ちょっと待て。何を言っている」

「馬閃さまがどこぞのおなごを孕ませたと」

「違うわ！」

　馬閃は床をどんと拳で叩いた。思わず猫猫が浮いてしまうような振動がきた。右手で叩いていたが、また怪我けがするのではないかと心配になる。

「じゃあ、なぜ？」

「そ、それは」

　また口をもごもごする。もごもごしながら、周りを見て猫猫の耳元に話しかける。

「里リー樹シュ妃の件だ」

「……」

　猫猫は馬閃を凝視した。

（いや、まさか……）

　確かに、あのとき妙な雰囲気は出ていた。里樹妃も馬閃も立場さえ考えなければ、かなりまんざらでもない雰囲気だった。

（いや、まていつだよ）

　そんな余裕はあっただろうか。しかし、四六時中二人のことを見ていたわけでもないので、まったく否定もできないわけで、でも、そんな様子はあっただろうかと考え直す。

　そう考えつつも、猫猫なりに混乱していたらしい。戸棚をあさり、薬が入った包みを取り出して馬閃の前に置いた。

「比較的、害のない堕胎剤です」

　妓女御用達の品質である。

「力の加減ができるかわからないが、殴ってもいいだろうか」

　馬閃に珍しく丁寧な口調だったのが、むしろ怒っていると感じさせた。この男の莫ば迦か力ぢからで殴られたら猫猫はたまったものではない。そっと薬を元に戻す。

　馬閃はごほんと咳払いをすると、羞恥と怒りの赤面を落ち着かせるために、冷めた茶を飲んだ。

「その、かのお方があれだという話についてだが」

　固有名詞を口にするのは避けたいらしく、ひどく曖あい昧まいな物言いで馬閃が話し出した。

「とある場所を長期間離れるに当たって、そこへ入る前と同じことをしなくてはいけないらしい」

　とある場所とは後こう宮きゅうのことを示しているのだろう。

「ああ、そういうことでしたか」

　猫猫はぽんっと膝ひざを打った。後宮に入るには、いくつか条件がある。男が宦かん官がんにならなければならないように、女の側もやらなくてはいけないことがある。男ほど難しいことはない。ただ、後宮に入る前に子がいるのだけは避けねばならない。ゆえに、後宮に入る際は、月経が来たことを確認してから入内するというものだ。

　例外として、一時帰宅を許される場合もあるが、それは大体、結婚を前に挨あい拶さつをする場合がほとんどだ。その場合、相手の名前も記載されるので、たとえ妊娠しても相手はそちら側と処理されるし、生まれる前に辞める者がほとんどだ。

　二ふた月つきちかく後宮を離れていた、しかも立場は上級妃となれば、もう一度、入内前と同じように扱うのも無理はなかろう。

　ただ、西都から帰って来てからもう一月以上時が過ぎていた。

「月経が遅れているということですか」

　気まずそうに馬閃が頷うなずく。

「里樹妃の場合、元々、若く不安定だったようですし、長旅の疲れを考えると、多少遅れたところで問題はないと思いますけど」

　だが、それはあくまで健康面でのことだろう。こうして、馬閃がそんな私的プライベートなことを知っているというのは、他に問題があるということだ。

　仮にも帝の上級妃というものが、後宮の外での出来事で妊娠の兆候が見られた場合どうなるのか。そして、今回、彼女が外に出た理由というのは、皇弟である壬氏に下か賜しされるか否かということだ。馬閃が知っているのなら、まず壬氏の耳にも届いているだろう。

（本当にとことんついていない）

　当人にはなんの問題もないだけに猫猫は同情するしかない。ただでさえ、周りから莫迦にされている中、わいたような壬氏との婚約話、他人の嫉視は免れることはできまい。

　しかし、妊娠以前に、里樹妃にはまずその前の過程が済んでいないのでなんともいえない。帝と夜よ伽とぎはまだ済んでいないはずだ。

　そうなると、この男が何を言いたいのかなんとなくわかる気がした。

「もしかして、里樹妃にやましいことがないと証明すればいいのですか？」

　猫猫の言葉に、馬閃はわかりやすいくらい顔を晴れやかにさせる。

「やってくれるのか！」

「ええ。でも、そうなると私が一度宮廷に出向かないといけません。医官ならともかく一介の薬屋を中に入れてくれるかどうか」

「その点は大丈夫だ。すでに医官長には話をしている。それに、羅ルォ門メン殿もついてくれるそうだ」

　話が早い。事後承諾のために来たということか。養父の羅門が出てくるのは、やぶ医者では頼りなく、だからと言って男の医官を差し出すのも抵抗があるためだろう。都合のいい人材には違いない。

　猫猫は久しぶりにおやじに会えるのにわくわくした。里樹妃には悪いが、猫猫としては朗報である。

　浮足立つ猫猫を他所よそに、馬閃の表情は浮かないままだった。

　それにもう少し突っ込むべきだったかもしれないが、猫猫はそのとき深く考えなかった。




　翌日、宮廷からの使いが来た。いつもどおり、留守番を左サ膳ゼンに任せる。

「早く帰って来いよ」

　どこの飼い犬だろうか。いつもこの調子だ。趙チョウ迂ウは前もって右ウ叫キョウと一緒に買い物に出かけたのでよかった。さすがに宮廷に連れていけるわけがなくやり手婆ばばあに話をしていたのだ。

　趙迂がいない代わり、毛マオ毛マオがしつこくからんできたが、首根っこをつかまえて左膳の頭の上に乗せる。「暑いじゃねえか」と言うわりに、まんざらでもない顔で腹の白い毛並みを堪能していた。

　出仕する際、ちゃんと身だしなみを整えろと新しい服をくれるのは役得だろうか。回収されることはないので、いつもこのあと古着屋に売るか、妓ぎ女じょたちの間で競売にかけている。いつもの着物に加えて、白い上着が用意されている。医官服の代わりでこの季節、重ね着するには暑い。

　こうして猫猫が呼ばれたのなら、今日の時点でも、まだ月経が来ていないのだろう。一応、血の巡りをよくする温うん経けい湯とうの準備をしておく。他にもいくつか薬はあるが、比較的副作用が少ないものを選んだ。もちろん、猫猫よりよっぽど経験がある羅門が用意しないわけないと思うが、宦かん官がんである彼より一応、同じ性別の猫猫が持ってきたほうが落ち着くだろうという配慮だ。

　馬車は宮廷の中へと入り、後宮の手前で止まる。前に、皇太后である安アン氏シに呼ばれた宮に程近い。

　猫猫は暑いのを我慢しながら白い上着を羽織ると、馬車を降りる。

　皇太后宮と皇后宮のちょうど中間にある、比較的小さな宮だった。昔、今の後宮ができる前に妃の住まいとして建てられたものだろう。昨年、訪れた先帝が住んでいたという棟はとうに取り壊されていた。そのため、少し周りの景色が殺風景に見えなくもない。

　宮の前には、穏やかな顔をした医官が立っていた。手に杖を持っている。

「来たね」

　医官こと羅門は、片足をかばいながら猫猫に近づく。文ふみでやり取りはしているが、顔を合わせるのは半年ぶりくらいだろうか。

　羅門の他に、医官らしき男が二人いた。医官だからだろうか、それとも里樹妃への配慮だろうか、二人とも小柄な威圧感の少ない老人だった。

「どうぞ」

　出迎えてくれたのは後宮で里樹妃の侍女をやっている一人だった。見覚えはあるが名前は知らない。ただ、向こうは猫猫の顔を覚えているらしく、小さく舌打ちの音が聞こえた。

　毎度のことながら、まだまだ態度が悪い。むしろ、悪化している気がする。

「こちらへどうぞ」

　そういって連れていかれたのだが、妙に遠回りをしている気がした。まず、二階へと上がり、それから三階へ、そして一番奥の部屋に来たと思ったら、「申し訳ありません。部屋を移動したことを忘れていました」と言ってのけた。

（そんなに嫌がらせがしたいのかねえ）

　一緒にいる医官三人はどれも爺さんで、穏やかそうな顔をしているので舐なめてかかっているのかもしれない。

　結局、猫猫が案内された部屋は宮の一階の一番奥で、ごくごく普通の妃の部屋という感じだった。もちろん、普通といっても妃に対するものなので、一般人が一生かかっても使えないような調度が並んでいる。

　天蓋付きの寝台に横たわっているのは里樹妃で、傍に見慣れた侍女頭が気まずそうに立っていた。年老いたとはいえ、男の医官を見ると一瞬身構え、そのあと猫猫に気付いて少しほっとしたかに見えたが、結局違う意味で身構えられた気がした。

「私たちでは問題がありましょうから、代わりの者を連れてまいりました」

　羅門はそれだけ説明すると、猫猫に目配せする。

　里樹妃の妊娠が疑われている、たとえそうでなくとも、上級妃でありながら帝以外の誰かとなにかあった場合、その命はなかろう。

（そんなことはありえないだろうけど）

　まず、里樹妃くらいわかりやすい人が隠し通せるとは思えない。もし、そんなことがあれば猫猫はもとより、一緒に行動していた阿アー多ドゥオが気付かないわけがなかろう。もちろん、絶対とはいえないけれど。

　というわけで、おどおどする妃の前に立ち猫猫は両手をわきわきさせる。

　一番てっとり早い方法、それは里樹妃が生娘であるとわかればいい。その手のことは、猫猫のような花はな街まち育ちならいくらでもやり方を知っている。

「さっさと終わらせましょう。そのほうが気が楽です」

「えっ、ちょっと……、い、いや。ああっ！」

「大丈夫です、寝台の木目でも数えているうちに終わりますから」

「え、あっ、あぁ!?」
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　里樹妃が手を伸ばして侍女頭に助けを求めるが、猫猫は寝台の帳カーテンを閉める。おやじ含めた老医官は気を使ってか、部屋の隅っこで背中を向けていた。

　しばし、部屋に里樹妃の声にならない声が響き渡った。

「いうまでもなく潔白シロです」

　猫猫は何食わぬ顔で、手ぬぐいで手を拭いていた。寝台には、ぐったりと力尽きた里樹妃がいて、侍女頭が慌あわてている。別に同性なら問題なかろうに、玉ギョク葉ヨウ后にも逆子か判断するとき似たようなことをしたが、経産婦と生娘を一緒にしてはやはり駄目だったようだ。前に、大浴場で全身を脱毛したときより消耗が激しい。

「猫猫、もっと優しくしておやり」

　今更言っても遅いことを羅門が言った。後ろにいる老医官二人も気まずそうな顔をしている。

　仕事は終わったので、あとはゆっくり報告書を書くだけだと思ったその時だった。

「失礼いたします」

　女の声が聞こえた。

　戸が開き、中から里樹妃付きの侍女たち三人がやってくる。その中心にいるのは、以前壬氏に注意を受けた元侍女頭だった。相変わらず意地悪そうな顔をしているが、今日はさらに磨きがかかっている。

「何か御用でしょうか？」

　侍女頭が聞いた。立場としては彼女のほうが上のはずだが、今の侍女頭は元々ただの毒見役だ。元侍女頭を見て怖気づいてしまうのは、無理もなかろう。

　元侍女頭は、そんな侍女頭を無視する。そして、老医官たちと猫猫を見た。

「妃の潔白は証明できましたか？」

「はい、今しがた調べ終えたところでございます」

　羅門が答えると、元侍女頭は猫猫へと視線を移す。

「でも、そこの女が調べたのでしょう？　元々、妃と知り合いの者に頼むのは、問題ではありませんか？」

　まるで猫猫が里樹妃をかばうために嘘を言っているとでも言いたいようだ。その態度に正直、かちんとこないわけがない。

「それでは、貴方も一緒に調べてはいかがでしょうか？　他に、助産婦をつければわかると思いますけど」

　猫猫の発言に、顔をひきつらせたのは里樹妃と侍女頭だった。これ以上、恥ずかしい真似をさせられたら憤死してしまうと、表情が語っていた。

　ところが、元侍女頭はどこか偉そうに首を振る。前よりもずいぶん、態度がでかい。以前は、形だけでも一応慇いん懃ぎんに見せていたのだが。

　その理由は、彼女の手にあった。

「私わたくしも本当はこんなことはしたくありません。でも、こんなものを見つけてしまって、どうしてもと思い、この場に立たせていただきました」

　そういって、元侍女頭は手に持った紙を卓テーブルの上にのせた。やけにくしゃくしゃなのが気になる。

「まさか、こんなものを妃が書いているだなんて」

　よよ、とわざとらしく卓に倒れこむ。

　その紙に書かれている内容を見て、猫猫は眉間にしわを寄せた。

「主上以外の方に恋文を書いていたなんて」

　そこには可愛らしい字で書かれた、見ているだけで甘酸っぱくなる文面があった。




（道理で遠回りするわけだ）

　最初、里樹妃の部屋に向かう間に、嫌がらせのごとく違う部屋に案内された理由がわかった。時間稼ぎだったのだろう。

　元侍女頭は、部屋の外に官を呼んでいた。里樹妃の不貞がばれたら、妃に仕える侍女たちも累るいは及ぶ。それなのに、なんでこんな真似をするのだろうか。

　なにより、例の恋文とやらが里樹妃のものであるかどうかまず気になるところだが、すでに筆跡は鑑定し、妃のものだとわかっている。

　妃に問いかける間もなく、猫猫たちは宮を追い出された。

　本当は、猫猫が調べる前に来たかったようだが、それは時間を稼げなかったので失敗だ。なので、強硬手段に出たといっていい。

　追い出された猫猫たちは一度、宮廷の医局に戻ることになった。

　猫猫は元々部外者だし、羅門も他二人の医官も強気の性格ではない。これで終わりだと言われたら、出ていくしかないのだ。

　とりあえず報告書らしきものだけは書いておく。猫猫の言はあてにならないと元侍女頭は言ったが、それを決めるのは彼女ではない。少なくとも里樹妃の反応を見て、猫猫の言に間違いはないとここにいる老医官たちは思っているようだ。

「しかしあれは露骨だね」

　口にしたのは、老医官その壱だ。ひょろ長くのっぽで枯れ木を連想させる体躯をしている。

「ああ、見ているこっちがいたたまれなくなるよ」

　返答するのは老医官その弐で、こちらは腸詰のような指を持ち、まるまるとした体型をしている。

　羅門は、年齢的には二人とそう変わらないが、新参者として茶を用意していた。猫猫が手伝おうとすると、「先に書いておきなさい」と椅子に座らせてくれた。

「昔からああいう手合いは後こう宮きゅうには多かったけど、今も健在と考えると本当に嫌なもんだね」

「本当だよ、女がすべて悪いといわないが、どうしても空気が澱よどむもんさ。宮廷だって同じだろ」

　二人の医官の会話を聞いて猫猫が首を傾げる。

「お二人とも、宦かん官がんではありませんよね？」

　まるで後宮にいたことがある口ぶりだった。

「ああ。いたけど、去勢はしちゃいないさ。する前に逃げた」

「昔は、医官は宦かん官がんじゃなくても後こう宮きゅうには入れたからね。代わりに、毎度、変な薬を飲まされたけど」

（ああ）

　猫猫は思い出した。後宮で最大の醜聞スキャンダルといえば、数十年前に起きた事件だ。医官が後宮女官に手を出し、子を孕はらませたというものだ。当時、先帝がやったことを後宮の医官に擦なすり付けたそれは、医官がその子どもとともに追放されたことで解決という形をとっている。

　そういえば、今でこそ後宮には医官はやぶ医者一人だが、当時はその何倍の規模があった。宦官にならなくていいのなら、ほかに数名医官がいるのは当たり前だろう。

「おかげで逃げ遅れた私はこの通りだけどねえ」

　羅門が盆に茶をのせてやってきた。

「門ちゃんは相変わらずのんびり屋なのがいけないんだよ」

「そうそう、おかげでこっちは助かった」

　楽し気に笑う老医官二人だが、羅門は困った顔をするしかない。呼び方といい、昔ながらの仲みたいだ。

「お嬢ちゃんは、門ちゃんの養い子ってことは、あれかい？　あの変わり者の……」

　その時点で猫猫の顔が歪いびつを通り超えた歪ゆがみ具合だったので、太っちょ医官は口を閉じた。

「うん、この年頃の娘さんにはよくある話だ。あんまり嫌いなもんの話をするのはやめておこう」

　空気を読んだのっぽ医官がそういって話を終わらせる。年の功か、物分かりが良くて助かる。

「話は戻りますけど、昔からああいう手合いって多かったんですね」

「ああ。混沌としていたからねえ」

　まだ女帝の統治の時代、女たちは互いを蹴落としあっていた。官たちも実力主義でどんどんとっていたのだから、後宮もまたその異質な空間の中で宮廷の縮尺図を作っていたのだ。

「間諜スパイも多かったようだよ」

「間諜って」

　妃同士の間でやはり争いはたえなかったらしく、下女を使って内情を探らせていたという。

「たまに、侍女なんかも寝返ることがあったようだね」

　現状に不満がある侍女を言いくるめて、手駒にする。時に、親の力を借り、逆に相手の親の弱点を掴つかむなどして、後宮内の序列はめまぐるしく変わっていたようだ。

「特に今の皇太后が身ごもったときはすごかったねえ。嫉妬に狂った妃たちが、亡き者にしようといろいろやっていたんだもの」

「そうそう、女帝に保護されるまでどうやって生き残っていたか不思議なくらいだったよ」

「あれは、すごい侍女がついていたんだよ。やり手で刺客を逆に寝返らせていたって話さ」

（どこの小説だよ）

　猫猫は白けた顔で茶をすする。

「なんか久しぶりに見たよ、あんな嫌なもの」

　それを聞くと、一つ疑問が起こる。猫猫はそれを口にする。

「話を聞いていると、里樹妃のことを陥れるのは、ほかの妃の差し金のように聞こえますが？」

「違うのかい？　でなきゃ、自分の仕える姫さんをあそこまで陥れたりしないだろ」

　そう言われてみればそうだ。今までは、妃への嫌がらせの域を出なかった。でも、今回は違う。明らかに陥れようとしている。

　そうなれば、後宮を追い出され、侍女たちも職を失うだろうし、下手すれば同じように罰せられるかもしれない。

「しかし、そうであっても浅はかすぎるようですが」

　猫猫の疑問に、老医官二人は顔を見合わせて笑う。

「門ちゃんの育てた子なら、おまえさんはかなり賢いほうだと思うよ。でも、世の中には、君みたいにしっかり物事を考えない人が多いんだよ」

　のっぽの医官が猫猫に語るように聞かせる。

「そういう人もいるのはわかりますけど」

　だからと言って、度が過ぎる。

「そういう人たちはね。自分の将来より、まず意地がでてしまうもんさ。最初はちょっと相手が気にくわないからってちょっかいを出す。でも、それで反撃を受けたら、さらに腹が立つ」

「でも、相手の立場を考えると、どうしても尻込みしてしまうのではないでしょうか。上級妃相手に、ただの侍女がでしゃばるのは」

　猫猫は反論する。

「うん、だからだよ。その何とか踏みとどまった感情を後押しする誰かがいれば、人間、けっこうころりと転ぶ」

　間諜スパイというものは簡単に出来上がる。

「はははは。そういう話好きだよなあ。前も言っていたじゃないか、あの噂の白い仙女さまは他国からの間者とかなんとか」

　太った医官は饅まん頭じゅうを食はみながら笑う。羅門は穏やかに笑いながら、茶をすするが、その眼差しの奥に里樹妃への同情の念が読み取れた。

「なあに、お嬢ちゃんがちゃんと書類を出せば、あの妃の嬢ちゃんも問題ないだろう」

　その羅門の心配をぬぐいさるように太っちょの医官が言う。

「だけど恋文っていうのがねえ」

　羅門の心配は終わらない。

「なあに、あの年頃の娘さんにはよくあることだ。妄想で恋文を書いたとして何が悪い。ただ、この上なく恥ずかしいのはわかるし、立場が問題だっただけさ。主上へ送るための練習とでもいえば問題ないだろう。たとえ、書いたとして誰に送るのかね？　妃の文は皆、検閲を行っているはずだよ」

「それもそうなのですが」

　なぜか自信満々の元侍女頭が気になった。

「ところで猫猫」

「なに？」

　羅門がそわそわ外を窺うかがうようにしている。

「そろそろ点心おやつの時間とか言って、こっちに毎度やってくるのがいるんだけどね。ここにいていいのかい？」

　猫猫はそれを聞くなり、出された茶を飲みほした。

　医局の外から妙なおっさん声の鼻歌が聞こえてくる。猫猫は、すかさず荷物をまとめ、入り口と反対側の窓を開ける。

「それでは失礼します」

「お転てん婆ばだなあ」

　そういいつつ、老医官二人は止めようとせず、今からやってくる台風を避ける準備をしている。

　猫猫が外に出るとともに、ばーんと戸が大きく開かれる音がして、

「叔父貴！　鶏チー蛋タン糕カオ持ってきたぞー！　食べような！」

　菓子の名を口にした人物は、片眼鏡モノクルの変人であることに間違いなく、猫猫はそれゆえ長居する理由がなくなった。

（それにしても）

　これで里樹妃の件が解決になるのだろうか。そんな不安が残る。もっとなにか大きなことに発展せねばよいが。

　そして、嫌な予感は現実になるのが猫猫というものだ。










十三話　醜聞スキャンダル　前編







　数日後、不穏な話を持ってきたのは、左サ膳ゼンだった。かしこまった顔で、薬屋に顔を出すと話がしたいという。なんのことかと思いきや、それは里リー樹シュ妃の話題だった。

「後こう宮きゅうの妃が、他所よその男と逢引した場合、処刑されるのか？」

　いきなりそんなことを言われて、猫マオ猫マオは「はあ？」と思わず小こ莫ば迦かにした声を上げた。左膳はそれに腹を立てたらしく、どかっと薬屋の床に座った。

「どうなんだ？　もの知らずだから教えてくれ」

　眼光で射るような目つきだった。猫猫は、態度が悪かったなと思いなおす。元はこの男、子シの一族に仕えていたのだ。一族自体に忠誠心があるとは思わないが、多少、楼ロウ蘭ランに対しては思うところがあったようだ。

「不義の場合は、それもやむをえないんじゃないか？　女官ならともかく、妃だろ。それに一体、どうしたんだ、こんなこと聞くなんて？」

　左膳は唇を尖とがらせて、目をそらす。

「市で話を聞いたんだよ。また、帝が違う一族の粛清を始めるって」

「それって、卯ウの一族か？」

「知らん、ただ、まだ十六の上級妃がやらかしたって聞いた」

「……」

　猫猫は頭を抱えたくなった。しかも、こうして左膳の耳まで知れ渡っているのなら、都では誰でも知っている話題だろう。猫猫はちゃんと書類に里樹妃は無実だと証明した。元侍女頭がなにかしら言ってきても、大したことではないと考えようとしていたのに。

　いつもなら、壬ジン氏シたちに文ふみを送ってその対応を待つところだが、そんな余裕もなかった。

「お、おい！」

「ちょっと留守番頼む」

「またかよ！」

　猫猫が急ぎ足で、都の北側へと向かう。宮廷があるとともに、そこは高級住宅街だ。その一画に帝の離宮があり、元上級妃である阿アー多ドゥオが住む場所でもある。

「阿多さまはいらっしゃいますか？」

　門番にいうが、それで簡単に入れてくれるわけがない。

「面会の許可はお取りですか？」

　粗末な恰好をしたただの薬屋に、そんな口調で話しかけてくれるのは以前、こちらに来たとき猫猫の顔を知っていたからだろう。だからといって、勝手に入れるわけにはいかない。

「とっておりません。でも、阿多さまにお会いしたいのです」

「……なにぶん、規則でして。そう易々と中に入れるわけにはいきません」

　申し訳なさそうな顔をする門番の隙を狙って強行突破するわけにもいかない。やったところで、取り押さえられるのが関の山だ。

「取り次いでもらえないでしょうか？」

「……あいにく留守にしております」

　猫猫は苦虫をかみつぶした顔をした。ただ、このまま帰っても同じだ。

（翠スイ玲レイはいるんじゃないか？）

　頭によぎったが、それは否定する。彼女はいてはならない存在として扱われている。猫猫が直接会いに行くわけにはいかないし、会ったとしても阿多を呼び出せる権限もなかろう。

「待たせてもらってもよろしいですか？」

　そう言って猫猫は阿多が帰るのを待つことにした。




　それから半時ほどたったころだろうか。馬車が離宮へと戻ってきた。

　猫猫は木陰で座り込んで待っていたが、先ほどの門番が親切に教えに来てくれた。慌あわてて立ち上がり、走っていくと、馬車の窓から阿多が顔を出していた。

「意外だな。もっと冷めた性格かと思っていたが」

　涼しい顔で男装の麗人は言った。

「私もそうだと思っていました」

　何年か前の猫猫なら、たぶん、こうして阿多のところに足を向けるほどではなかっただろう。宮廷にも自浄作用はあるし、皇帝が里樹妃のことを気にかけているので大事には至らないだろうと思うはずだ。

　ただ、今、頭の中には、粛清された子シの一族の姫が重なっていた。少し感情的になっているのは、そのためかもしれない。

「中でゆっくり話そうか。こんな炎天下の中で待っていたのであれば、喉が渇いただろう」

「ありがとうございます」

　猫猫は深々と頭を下げると、宮へと入った。




「もう市井に噂が回っているなんて、早すぎるな」

　阿多は足を組み、腕組みしていた。偉そうに見えるその態度も、彼女がやると妙に似合っていて不快ではない。

　部屋には茶を用意した侍女がいたが、いつの間にかいなくなっていた。翠玲くらい来るかなと思っていたが、それもいない。

　猫猫は恐る恐るたずねる。

「その様子ですと、噂は本当ですか？」

「……今は、違う宮に移されて軟禁状態だ」

　罪人扱いまではされていないが、それでも閉じ込められているのには変わりない。

「里樹妃とは話をされたのですか？」

「ああ」

　だが、里樹妃は恋文など書いていないという。ただ書かれた文面は里樹妃が書いたものだと言った。

　その言葉に猫猫は首を傾げる。

「矛盾してませんか？」

「していない。書いたのは、小説の模写だそうだ」

（そういうことか）

　女官たちが好む小説には恋愛ものが多い。その文をちょうど区切って書けば、恋文にも見えなくなかろう。

「妃も衝撃ショックを受けていたようだ。最近、仲良くなってきた女官のために書き写してやろうとしていたのだから」

「……」

　猫猫はそっと目を伏せる。

　里樹妃にも少しずつだが味方が増えてきたと思っていた。

　文字が書けない女官といえば下位の者だろう。不器用ながら、彼女なりにがんばって仲良くなろうと書いたものだとする。ただ書き写すだけの作業と思うが、結構手間がかかる。もちろん、無償でやったと思うので、それだけ仲良くなったことが嬉しかったのかもしれない。

（つまり裏切られたと）

　もしくは、元々、相手はそのつもりで近づいたのか。どちらにしても、陰険なやりかただ。

「では、その模写した書物を提出すれば」

「それが、後こう宮きゅうの書物は検閲が行われている。そのため、予備に一冊とっておくのだが、その中にこれと同じ文章はなかった」

「検閲されなかった？」

「ああ。検閲を誤魔化して入ったものだろう」

　そんなものを入れるとなれば問題だ。だが、気になることがある。

「そんな本を書き写させた女官はどこへ？　それに、文字も読めないような者であれば、まず検閲から逃れた本など手にすることもできないと思いますが」

「その女官がもういないとすれば？」

　ちょうど里樹妃が旅に出ている間に、百名ほどの女官が年季を終えて後宮から出て行った。その中の一人だという。

「後宮を出たあとは？」

「もちろん、追った。でも、見つからない。元々、妃付きの者ではなく、雑用を頼むうちに話すようになったらしい。見つかったとして、しらばっくれられたら終わりだ。元々、年季を考慮に入れていたのかもしれない」

　計画的な犯行だとすれば、その女官一人でやるのは難しい。一つ一つ情報を整理していく。なにより、ただの雑用が上級妃と話すとなれば、いちゃもんをつけてくる輩やからの筆頭は、元侍女頭だろう。それを黙って見ていた時点で怪しい。

　里樹妃が書いた恋文を作るために、すぐに年季が明ける女官が近づいた。

　女官は検閲から漏れた書物をもって、妃に模写してもらった。

　普通に考えて、そんな書物を持てる女官が、文字も読めない下級女官なわけがない。

「……誰か別の者が、下女を使って書かせたと考えていますが、阿多さまのお考えは？」

　自分の憶測だけで判断することを猫猫は好きではない。阿多に確認する。

「私も同意見だ」

　阿多は猫猫の推測に同意してくれる。そして、もう一つ付け加える。

「里樹妃の侍女がその模写した文ふみを里樹妃の部屋で見つけたと言ったようだが、ほかの場所で文が見つかっている。しかも、後宮の外だ」

「……誰か殿方のところに送ったということですか？」

　まだ手元にあるものだけなら、帝に送るといえば問題なかろう。しかし、他の男に送ったとあらば、不義扱いされても仕方ない。

「ああ。これが大きな問題となって今軟禁されている。相手は、幼いころから妃と何度か顔を合わせたことがある使用人の息子だ。本人は否定しているが、そやつの家で文が見つかったという」

　本人が否定していても、文が見つかったところで有罪クロと判断される。元侍女頭の言い分だと、出家から戻りまた入内する際、二人が何かしら思うところがあったとのことだ。だから調べをつけてくれと、鼻息を荒くしたらしい。

　完全に里樹妃を売っている。

（いやいやいや、それはなかろう。なにより）

「どうやって送ったのですか？　普通、実家に送る文にも多少、検閲が入ると思いますけど」

　だから、以前、木簡に薬品を浸し、それを暗号にするという手が使われた。玉ギョク葉ヨウ后も実家に送る手紙にはいろんな情報を潜ませているが、どれも婉曲に暗号めいたものを使っている。

「出てきた文は細かく折り曲げられていた。実家に送る荷物に挟み、その息子が最初に受け取って引き抜くとのことだ」

　できないことはない。でも、なんだか違和感がある。

　ごちゃごちゃ頭が混乱するのは、阿多から聞き伝てだからかもしれない。実際、当事者から話が聞きたいと思った。

「誰か、里樹妃、いえせめてその息子とやらに会わせてくれないでしょうか」

　ちょうどそんなときだった。

　戸をたたく音が聞こえ、使用人がおずおずと顔を出した。

「どうした？」

　阿多が聞くと、使用人は困った顔で猫猫を見る。

「馬バ閃センさまという方が、猫猫さまを訪ねてやってこられたのですが」

　まさに見計らったかのような登場だった。




　やってきた馬閃は阿多への挨あい拶さつもそこそこに、猫猫を連れ出した。

「一体、どうしたのでしょうか？」

　猫猫は一応確認する。馬閃は馬車を使わず馬でやってきていた。こうして、猫猫を後ろに乗せて駆けている姿は街中ではけっこう目立つ。猫猫は頭から布をかぶって顔を隠す。

「里樹妃の話を聞いているか？」

「ええ」

「なら、わかるだろ？　どうにか、無実を証明する手立てはないか？」

　馬閃が言おうとしていることは理解できた。ただ、一つ引っかかることはあった。

「私では、面会ができない。代わりを立てろと言われたのだ」

　不義の容疑で軟禁されているのであれば、殿方との面会は難しかろう。

　渡りに船だったが、少し気になることがある。猫猫はこの猪突猛進な男に意地悪なことを言ってみることにした。

「それは、壬ジン氏シさまからのご命令ですか？」

「……私の判断だ」

「そうですか」

　やはり引っかかると猫猫は思った。ただ、馬上で相手の機嫌を損ねるわけにはいかないので今は黙っておく。

　里樹妃は、先日の宮から移動していた。前はまだ妃としての扱いのためか、後宮に近い宮だったのに対し、今は西側へと移動されている。宮というより、塔に近い。寺院のそれに似ているだろうが、規模はかなり大きい。六角形の建物に幾層にも屋根が重なっている。色彩こそ地味なものの、それゆえ重厚さが増していた。周りを取り囲むようにある大きな樹々もその印象を深めている。

　建物としては立派すぎるものだが、妃が寝泊まりするにはかなり質素な印象である。

　なにより、入り口には無骨な男たちが監視していた。

「女帝の時代、彼女に逆らう有力者はここに連れてこられた。不治の病になったため、最新の医療術を施すとの名目で。先帝の兄君たちも、流行り病になったとき、こちらに連れてこられたという。皆、この中で身み罷まかられた」

（いわくつき案件だ）

　口に出しそうなところをなんとか我慢する。そんな逸話を聞くと、重厚な雰囲気が一変して、ただの薄暗い監獄に変わってしまう。

（これは帝の勅命なのか？）

　帝は帝なりに、里樹妃のことを気にかけていると思っていた。

「証拠さえ覆せば、ここらから出られよう」

　つまり里樹妃に話を聞いて、真実を突き止めろと言いたいのだろう。

　この点は、猫猫の意見と一致している。

　ただ、これだけはしっかり確認しておかねばならぬことがあった。

　猫猫は頭からかぶった手ぬぐいをはずし、しっかりと馬閃を見る。

「私は馬閃さまの言う通りに行動します。こんな私でも、里樹妃の受ける仕打ちについては思うことがあります」

　猫猫にも多少、情というものがある。里樹妃については、最初はいけすかない姫だと思っていたがあまりの不幸属性を何度も目にして、さすがに同情するに至っていた。

　猫猫が多少、里樹妃に対して肩を持つのは問題ないだろう。後こう宮きゅうにいたころなら、玉葉后の手前、大きく口出しすることはできなかったが今は違う。

　だが馬閃はどうだろうか。

「これは、壬氏さまの命ではなく、馬閃さま独断のものですよね？」

「そうだ」

「そんなことをする理由はあるのですか？」

　猫猫の質問は当たり前すぎた。当たり前すぎて、気になっていても聞けなかったことだ。

「無実の妃が捕まっていて、それを助けようとするのは必然だろう？」

「どうして無実とわかるのですか？」

　猫猫はきっぱりと口にする。

　里樹妃と馬閃が会ったのは、前回の旅路が初めてのはずだ。もしかしたら、園遊会の際に見ていたかもしれないが、話したことはない。

　旅の途中、ほとんど顔を合わせず、面と向かって見たのはあの獅し子しに襲われたときだけだ。当人同士話したことはなく、馬閃は猫猫に里樹妃のことを聞いていたくらいだ。

　そんな相手に対して、命令でもないのに勝手に動く理由があるとすれば何だろう。

（やめてほしいね、そういうの）

　世の中、一目惚れなどという、なんとも面倒くさいことをしてしまう人たちがいる。性格や立場、そんなもの関係なく、いわば見た目で、それも直観に近い形で恋をするというものだ。

　猫猫は断言できる。今、まさに馬閃はその周りに迷惑をかける感情で動いている。普段の馬閃なら、多少感情的になるものの、壬氏の従者としてわきまえているはずだ。独断で、里樹妃の無罪を主張するのは、彼の立場から離れているだろう。

　その上で忠告する。

「たとえ無実とわかっても、妃が戻るのは後宮ですよ」

「……わかっている」

　決して届くことがない、高嶺の花。それを思うだけで終わらせられるのか。

「……ならよろしいですが」

　言いたいことは、まだたくさんあるが、ここまでにしておく。猫猫とてそういう話題に首を突っ込みたくない。

　たまに客にもいるのだ。妓ぎ女じょに一目惚れし、そのため、貯めた銭をつぎ込んで足しげく通う。金の切れ目が縁の切れ目、それがわからない男は、つれなくなる妓女を悪しざまに罵るか、もしくは逆上して殺そうとする。閨ねやを血染めにして笑う男はとても不気味だった。

　客の相手で睡眠もとれず、化粧でくまを隠した姿に惚れたのなら、それを貫き通してもらいたいものだ。見抜けず相手を否定する、そんな真似をするくらいなら簡単に惚れるほうが悪い。

　そんな莫ば迦かな真似はしてくれるなよ、と猫猫は馬閃を見る。

「わかっている」

　馬閃は自分に言い聞かせるように、重い言葉で反はん芻すうしていた。

　冷めた視線で馬閃を見つつ、猫猫は監獄へと向かった。




「気分はいかがでしょうか」

　よろしいわけないわな、と思いつつ、猫猫は里樹妃を見た。塔の中に入れてもらい、時間が書かれた木簡をもらう。次の鐘が鳴るまでなら、話をしていいと中に入れてもらった。

　塔の中は面白い造りで、ぐるぐると外側に階段と廊下があり、内側が部屋になっている。里樹妃の部屋は大体、三階の位置にあった。もっと上にいるかと思ったらそうでもないらしい。

　青白い顔色をした里樹妃は、こくりと頷うなずいた。隣には、侍女頭が一人だけ、部屋は二間続きの簡素なものだった。ほかに侍女らしき者はだれもいない。

　罪人部屋としては立派なものだが、ここに閉じ込められた有力者は屈辱としか感じまい。

（この部屋で何人発狂して死んだのか）

　そんなことを口にしたら、里樹妃の顔色はさらに血の気が失せるだろう。

「月の忌は来ておりますか？」

「ようやく」

　少し恥ずかしそうに軽く顔を伏せて言った。だからと言って体調がよくなったわけでもない。ただ、猫猫の診断が怪しいと食ってかかられ、また新しい者が来ることよりましだろう。少なくとも、妊娠の可能性はないのだから。

「文ふみを持っていたという男とは、どのような関係ですか？」

「文ではありません、ただの写しです」

　弱弱しくもそれが相手の男を否定する言葉ととれた。

「使用人の子で、幼いころ、何度か面倒を見てもらっただけです。出家から戻ってくる際、屋敷で顔を合わせたのが最後です。まじめな者だと乳母から聞いております」

　嘘には聞こえないし、たぶん、本当のことだと猫猫は思う。

「文など送っていないし、なにより荷を送ったのは、主上への賜り物で、家族にもというお言葉からです。自分からそうそう家になにかを送ることはありません。文を送るとすれば、父からの連絡が乳母を通して入ってきたときくらいです」

　皮肉なことに、今の状況のおかげか、里樹妃は普段よりずっと饒じょう舌ぜつに話していた。ただ、猫猫と目が合うとそらす。それは、いつものことだからと気にしない。

「文は荷物に紛れて送られたと聞いていますが、そんなことは可能ですか？」

「何とも言えません」

　里樹妃の代わりに答えたのは、侍女頭だった。

「里樹さまがご実家に送るものは、大体、主上からの賜り物です。なので、後こう宮きゅうで手続きをしたあとは、直接、家の者が取りに行く手て筈はずとなっています」

　その中で誰が取りに行くという指定はない。ただ、その使用人の息子が取りに来たことはあるらしい。

　完全に肯定もできないが、否定もできない。あの元侍女頭が里樹妃を陥れようとするのなら、それくらい調べていてもおかしくない。

「あの元侍女頭が荷を送った形跡はありませんか？」

　里樹妃と侍女頭は首を振る。

「少なくとも、私があの写しを書いたあとは何も送っていないはずです」

　偉そうなあの元侍女頭が何も送らなければ、その取り巻きたちも何も送れない。そういうものは記録に残るので後宮で調べればわかる。

　ならば、どうやって里樹妃の写しがいったのか。

「荷に紛れ込ませるといいますが、どういう形で紛れ込ませたのでしょうか」

　包み紙にするには無理がある、荷崩れを防ぐ詰め物としたのか。

「それは細くよじって紐にしていたそうです。見せられた手紙はひどくよれていて、紙がぼろぼろになっていました」

「そういうことですか」

　それなら擬態もしやすかろう。たとえ、違う者が受け取っても、中身と違い、紐なら粗雑に扱う。捨てるなりなんなりされたところを拾うのは簡単だ。逆に言えば、里樹妃の実家にいるものなら誰でもできるだろう。

「何か、その写しを書いた前後で変わったことはありませんか？」

　妃と侍女頭は顔を見合わせる。あったような、なかったような、首を傾げており、すぐ思い出すのは難しそうだ。

　ほぼ黒だと思うが、仮に元侍女頭が陥れた犯人だとする。だが、単独では難しく後宮外に共犯者がいることになる。それに連絡を取る手段はいかなるものか。

（とりあえずそれは後だ）

　時間がないので、他に聞きたいことを優先せねばならない。

「では、もう一つ」

　猫猫は懐から紙と携帯用の筆記用具を取り出した。

「例の下女に頼まれて写したという小説、それを覚えている限り、内容を書いていただけませんか？」

　そういって、猫猫は墨をすり始めた。
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「里樹さま、お茶はいかがですか？」

　侍女頭の河カ南ナンはもう何度目かになる茶をすすめてきた。里樹は首を振る、やることは他にないがこれ以上飲むと、腹がたぽたぽになってしまう。

　この部屋にいる侍女は彼女一人だ。別に一人でも十分だが、他に侍女を連れてくるなとは言われなかった。

　つまり、里樹についてきてくれたのが彼女一人だったことを示している。

　最近、他の侍女たちと打ち解けてきたと思っていたのは里樹の思い違いだったらしい。なにより、文字が読めないからと小説を一冊写して渡した下女のために、里樹は現在、罪人扱いされている。

　泣きたい、でも泣いたところで、困るのは近くにいる河南だけだ。

　これといった娯楽もなく、窓もない、時間を潰すことができず、眠るか食べるかの二択だった。光がほとんど入らないため、昼間でも灯りをつける必要があり、薄暗い部屋は気分をさらに滅入らせる。

　面会に来たのは、先ほどの薬屋の元後宮女官と、父である卯ウ柳リュウが一度だけ。阿アー多ドゥオが来た直後に、この塔へと入れられたため、しばらく来てくれないだろう。父は、里樹に対して「そんな真似はしていないのか？」と確認するのみだった。

　里樹はそれに対して、「はい」と弱弱しく答えることしかできなかった。

　父が本当の父だということは、例の薬屋が証明してくれた。でも、現実は戯曲のようにわだかまりが解けるものではない。

　父にとって娘とわかったところで、別の娘息子がいる。母のことを疎うとんでいたのなら、今更、里樹が子どもだとわかっても、大して態度は変わらないだろう。

　わかっていたことだが、現実を突きつけられると悲しくなってしまう。

「里樹さま、こちらを片付けてまいります」

　河南は茶器を片付けて部屋を出て行った。ここには水場はないため、洗い物は下の階に行かなくてはいけない。侍女頭は行き来できるが、里樹が動ける範囲は同じ階までだった。下へ降りるのは、階段の見張りの許可を得なければならない。

　里樹はため息をついて卓テーブルの上に突っ伏した。古い建築物のためか、床のきしむ音が聞こえる。上の階に行くほど、手入れはされていない気がして、そのうち天井が抜けてしまうのではないかと不安になる。

　この塔には、里樹以外にも入れられている人間がいるようだ。階段が、塔の外周にあるので、上の階に行くには下の階の部屋の前を通らなければならない。一日に数度、里樹たち以外の者が上の階に向かっていた。侍女頭に聞いたところ、食事や衣服の換えを持っていたとのことなので、里樹と同じような立場の者がいるのだろう。

　誰なのかと詮せん索さくすることもできず、したところで知らなくてよかったと思うのかもしれない。

　何もすることがないのでとりあえず寝ていようか、と思っていたら上から何か音が聞こえた。

　里樹はびくりと動いて天井を見た。古い建物だ、鼠ねずみくらいいるだろう。でも、薄暗い部屋に一人でいると不安になる。怖くなり部屋の外へと出ようかと思っていた。

　とんとんとん、鼠にしては変な足音だ。怖いけれど、妙に気になった。音がするのは隣の天井のようで、里樹は寝台から上掛けをとると、それを頭からかぶって部屋をのぞきこんだ。

「ね、鼠でしょ？　ちゅーとでも鳴いてなさいよ」

　間抜けな脅し文句が口についていた。昔、里樹は自分が侍女たちに莫ば迦かにされているとも気付かなかった頃、やってくる下女に対して偉そうな態度をとっていた。そのとき、子どもじみた脅しをよく口にしていたことを思い出した。相手は格下だ、上下の違いを見せつけないと威厳を保てません、と言われたことを鵜う呑のみにしていた。下女に嫌われるはずだ。何もできないくせに、虚勢を張って脅すのだから。

　とんとんという音が無くなった。里樹は安心してため息をついたが、その瞬間、がたっと大きな音が響いた。ばきっばきっと、へし折れる音が鳴り、びっくりして思わず尻餅をついていしまった。

　そして──。

『ねえ、誰かいるの？』

　天井から声が聞こえてきた。










十四話　醜聞スキャンダル　中編







「こういう話に見覚えない？」

　猫マオ猫マオは書店の親爺に、里リー樹シュ妃に書かせた文章を見せた。時間がなく、大体のあらすじと、印象に残っている部分だけを書いてもらった。残念ながら題名は憶えていないらしい。下女に頼まれた箇所しか写していないので、全体はぱらぱら読んだだけだという。

　猫猫にできることは少ない。里樹妃が書いたものが恋文ではなく、写しだということを証明するにはまず元となった本を探すことが必要だった。里樹妃に聞いたところ、印刷物ではなく手書きで写されたものだという。ただ、装丁は綺麗だったらしいので商品として出回っていて、少部数の発行と考えた。

「うーん、どこにでもあるような恋愛ものに見えるけど。儂わし、あんまりそういうの興味ないし」

「買ったものならぱらぱらと確認するくらいするだろ？」

「最近、本も多くなってきてなあ。老眼もひどいし」

　書店の親爺はあくびをする。もう大きな仕事を息子に任せ、半分引退したような爺さんだ。早く猫猫に帰ってもらって昼寝の続きがしたいのだろう。

　確かに内容はよくある恋愛ものだ。ただ、政治的な意味合いがあるので、後こう宮きゅうの検閲はどちらにしろ引っかかるはずだ。家同士が仇敵の男女二人が互いに一目惚れして、そして、何やらいろいろあって悲恋に終わるというものである。

　埒らちが明かないと猫猫は額を押える。他に都にある書店は二つ、どちらもこちらの店より小さい。他の街の本屋も回らなくてはいけないかもしれない。

　そんな中、背中に大荷物を抱えた男が中に入ってくる。

「いらっしゃい」

　男は猫猫に向かって言った。店主の息子だ。

「おう、おかえり」

「父さん、なにやってんだい？　また、客人の頼みを面倒くさがっているのじゃないよな」

　荷物を下ろすと、半眼で店主を見た。勘がいい息子だ。

「こういう本を知らないかって、聞かれたんだよ。いくら儂でも、本という本を読み漁っているわけじゃないからな」

「どれどれ」

　店主の息子が、紙を持って目を細める。

「これって……」

　そういって、息子はしゃがむと、今持ってきた荷物を漁った。そして、一冊の本を手にする。表紙には若い男女の絵が描かれてあったが、なんだか違和感がある絵だった。

　猫猫は渡されるまま、その本を読み始める。

　ぱらぱらと読むだけでも、里樹妃が書いたあらすじによく似ている。そして、ある頁で手が止まった。

「これ……」

　里樹妃が思い出しながら書いた文によく似ている。似ているが細部が違う、表現が違う、でも意味としてはほぼ同じといっていい。

「ちょっと変な文章があるだろ？　西で流行りの劇を翻訳したもんさ」

「劇？　翻訳？」

「ああ。ところどころ描写に違和感があるだろ。西側の殿上人の見ている風景なんてわかんねえから、訳すついでにこっち側の規則や名前に直しているわけだよ。これが写すたびに、写している奴が自分好みに変えていくから」

　それを聞いて猫猫は、妃から書いてもらった紙を見る。一か所、登場人物の名前が書いてあったが、その名前が引っかかっていた。あまり聞きなれない名前だったわけだ。西洋人の名前をそのまま当て字にして使っていたのだ。

　ぺらぺら頁をめくり、その変わった名前を探す。探すがない。ただ、その前後によく似た文章がある箇所を発見する。そこには、ごくごく一般的な名前で書かれてあった。

「へえ、これはこの本より前の写しを読んでたのかなあ。これも、けっこう古いほうだと思ったのに」

「この写しはどこで手に入りますか？」

「これは、写本屋から買ったよ。今は印刷に手を出してるから、買いに行こうとすると門前払い食らうけどね。確か、去年の夏ごろに手に入れたとか聞いたかな」

　つまりそれ以前に出回った品を里樹妃は写した可能性が高い。

　ふと猫猫の動きが止まった。昨年のその頃、後こう宮きゅうでは何があっただろうか。

「……隊商キャラバン」

「ん？　どうした？」

「独り言多いねえ、この子は」

　書店の店主と息子が猫猫をのぞき込む。しかし、猫猫はそれどころじゃない。

（隊商なら、西からの翻訳本を手に入れることも可能）

　なにより、事細かに中身を検閲できないことは、そのあとに起きた堕胎剤騒ぎで検証済みだ。本の一冊二冊くらい、手に入る状況で、なおかつ、上級妃の侍女は買い物が優遇される。

「つまり、偶然、隊商から本を見つけて、買って、そして、陥れようとした？　じゃあ、その文はどうやって？　誰か内通者は？」

「何言っているのか意味わからないねえ。変な子だあ」

「父さん、失礼だよ」

　二人の話を他所よそに猫猫は考え込む。しかし、今のままでは埒らちが明かない。

「これください」

　猫猫は息子から受け取った本を店主の前に出す。

「銀十枚」

　足元を見て、店主が吹っ掛けてくる。

「高い！　どこの絵巻物扱いなんだ。紙質は悪いし、誤字も多いぞ。写本屋が一晩で仕上げた品じゃないのか」

　猫猫もそのまま払うほど、甘くない。

「いや、親父、それ売り物じゃない。印刷の元になるから」

　息子が猫猫と店主の間に入ってくる。

「銀二枚！　それが妥当だろ？」

「九枚半」

「いや、非売品だって」

　そんなやり取りの末、猫猫が銀六枚で本を手に入れ、渋い面の息子に睨にらまれながら店を出たのは四半時さんじゅっぷん後のことだった。
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　また今日も無駄に寝て食べるだけの一日が始まろうとしていた。

「里樹さま、今日はこの衣はいかがですか？」

　侍女頭の河カ南ナンは、青い衣を見せる。里樹のお気に入りの衣の一つだが、どうも気が滅入って楽しく服を選ぶ気分になれない。

「じゃあ、それで」

　新しく持ってきてもらうのもだるい。衣に着替えると、河南は朝あさ餉げの準備をする。水場は里樹がいる塔の下階にあるが、食事は別の場所で作られている。河南は急いで取りに行ってくれるようだが、いつも冷めた汁をすする羽目になる。

「それでは少し離れますので」

　河南が部屋を出て、階段を降りる音がする。里樹は、それまでやることがない。ただ、ここ数日はその時間も暇と感じることはなくなった。

『里樹、いる？』

　隣の部屋から声が聞こえた。

　里樹は枕をつかみ、部屋を移動すると箪たん笥すの横にもたれかかるように座る。枕を抱えたまま天井を見る。天井には奇妙な筒が刺さっていた。老朽化した塔はところどころ床や天井が腐敗している。皆が通る廊下や階段ならともかく、部屋の一室一室まで細かく確認する余裕はなかったらしい。

「いるわ、素ソ貞テイ」

　里樹が返事すると、天井からほのかに匂いが漂ってくる。甘いような、苦いような独特な香りは最初違和感があったがだんだん心地よくなってきた。上の階の住人がつけている香だろう。

　里樹と同じくやむを得ない事情で、上にいる娘だ。素貞と名乗った者は、数日前に里樹に話しかけてきた。声質は楚々としたものだが、壊れかけた床を引っぺがし、腐敗した天井を崩して筒を差し入れた人物だ。里樹よりもずっと豪胆な性格をしている。

　いきなり天井から話しかけられた里樹は最初驚いて、腰を抜かしてしまった。でも、天井から聞こえる声の主が、別に鼠ねずみでも幽霊でもなく、同年代の娘だとわかると、意外なほど簡単に打ち解けた。

　なにより、里樹に暇な時間が多かった。思わず、自分の名前を口にしてしまった。これといって反応はなかったので、里樹のことを知らなかったのだとほっとした。

『今日のご飯なんだろう？』

「昨日は五目粥だったから、あっさりと鶏と卵がいいかなあ。貝柱とかはやめてほしい」

　不思議なものだ、何もやることがなくなると、食べることが娯楽になる。

『海鮮がだめだったわね。おいしいのに』

「食べられる物もあるんだけどね、なんか苦手意識があるの」

　顔を合わせないためか、不思議と言葉に詰まることはない。

　素貞は何が理由で閉じ込められているのか、里樹は聞かない。ただ、里樹が曖あい昧まいな物言いで陥れられて閉じ込められたと言ったら、同じような理由だと言われた。

『ここって本当に何もないね。暇で暇で仕方ないわ』

「そうだね。ただの足音にも敏感になっちゃう」

『わかる。誰かの足音かってわかるから、ついご飯を持ってくる音に反応するの』

「食いしん坊」

　くすくすと笑う声が響く。

「素貞って、耳がいいよね。私の声が聞こえたから話しかけてきたんでしょ」

　老朽化した床と天井とはいえ、その下から聞こえてくる声を聴きとれるのなら、よほど耳がいい。上から下に響いてきた音ですら、里樹はよく聞こえなかったのだから。

『うん、かなりいいよ。今も、下から誰か来ているみたい』

　里樹も耳を澄ましてみる。確かに足音が聞こえた。河南かと思いきや、そのまま通り過ぎて、上へと上がっていく。

『ちょっと待ってて』

　そういって素貞が離れたあと、かちゃかちゃと音を立てて戻ってくる。

『熱っ！　今日は、残念、海鮮粥だけど』

「うわあ。具は何？」

『干し海老かな。ちょっとだけ火腿ハムが入ってる』

「食べられないことはないかな」

　あまり好きじゃないけど、食べなかったら飢えてしまう。今、わがままを言ったところで困るのは河南だけだった。

　それにしても遅いな、と里樹は思った。もう朝あさ餉げを取りに行ってずいぶん時間がたっているし、なにより素貞のほうはもう届いている。ここ数日も思っていた。ただ、河南が帰ってくると、素貞との会話がそこでおしまいになるので気にしていなかった。

　かちゃかちゃと天井の筒を通して、素貞の食事の音が聞こえる。彼女の部屋には、侍女らしき侍女もいないという。粥が熱いというなら、よほど急いで持ってきたのだろうか。

『里樹知ってる？』

「何を？」

『この上の階について』

　里樹がいるのが塔の三階、一つ上の素貞は四階。外側から見ると、この塔は十階以上の高さがある。

『四階より上は、もう何十年も使われていないからここよりもっとぼろぼろなんだって。それで、下の階に行くのに見張りはいるけど、上に行くのは簡単なの』

「そうなんだ」

『ええ、上に行ったところで逃げられないからかな』

　塔の外周には窓が付いている。でも、それを壊して外に出ようにも、高さを考えると無理だ。縄梯子かなにかをひっかけて外に出るという方法は、少なくとも里樹には難しいし、やる気もない。そんな目立つ方法で出たところで、塔の周りにも見張りがいるので見つかるだろう。

　なにより里樹には逃げ出したところで、匿かくまってくれる人間はいない。

　阿多さまが来てくれないかずっと待っているのだが、まだこの塔に来てくれない。前回の面会から十日もたっていないので、それを口にするのはわがままだろうか。

　あの薬屋からも、父からも連絡はない。

　まだ、早いのだと言われたらそれまでだが、一日一日と里樹の心は焦るばかりだ。こうして、素貞と話していなかったらもっと急いていただろう。

『ねえ、最上階に行ってみない？』

　そんなときにこんなことを言われたら、里樹の心は揺らいでしまう。

「えっ？　最上階って」

『三階と四階の間の見張り、一日、三回交代するの。前の見張りが次の見張りを呼びに行って、こちらに来るまで見張りはいなくなるわ。もちろん、下の階の見張りは時間をずらしているから、降りていくのは無理だけど。私の場合、いつでも行けるの。四階より上は誰もいないから』

　上がる分なら問題ないと。

『ねえ、この高さから都を一望するくらい問題ないんじゃない？』

「……」

　素貞の言葉が降りてくるとともに、甘いとも苦いとも言えない香が漂ってくる。見てみたいなと思いつつ、まだ一歩踏み切れない。

「侍女がいるもの。いなくなったらすぐ見つかってしまう」

『その侍女って、私のことを内緒にしているんでしょ。それって、どうして？』

　どうして、と言われると答えるのが難しい。ただ、天井から聞こえてくる声なんて普通に説明しづらく、話すことを反対されたらどうしようと思った。

『私のことを言いつけるから？　一人、里樹を置いて塔の外に出るような侍女なんでしょ』

　素貞の言葉にぞくりとしながら、里樹は否定できなかった。

　侍女頭である河南一人しかいない状況で、彼女が一日中、里樹のもとにいるわけにいかないことはわかっている。でも、今、この時間、河南は里樹を置いてゆっくり羽を伸ばしているのではないか。ふと、そんなことが頭をよぎり、慌あわてて首を振って否定する。

「そんなことはない」

『そう。そうだよね。里樹を置いていくようなひどい侍女じゃないよね』

　素貞も里樹を気遣ってか、先ほどの言葉を覆すような相あい槌づちを打った。

『でも、私、里樹に上からの景色を見てもらいたいんだ。だから、気が向いたらいつでも来て。侍女には、半日くらい休みを出しても問題ないでしょ。見張りが離れるのは──』

　里樹はうつむきながら、その時間を聞いた。そのまま、素貞は食器を片付けに行く。河南にばれないように、素貞は天井から筒は引き抜いてくれた。

「里樹さま、遅くなりました」

　足音とともに、河南が部屋に入ってきた。少し汗ばんだ顔をしているが、服はいつのまにか着替えたらしく、違う帯を付けていた。

　卓テーブルの上に並べられた朝あさ餉げを里樹はつまむ。蓮華を持ち、あまり好きじゃない海鮮粥を口に入れる。

　粥は完全に冷めていて、糊のようなべたつきが口の中に広がった。ただ粘っこく、何の味も感じなかった。










十五話　醜聞スキャンダル　後編







「理解できない」

　猫マオ猫マオは大枚をはたいて買った書物に対して、そんな評価をするしかない。もしかして、面白い部分を読み落としているのでは、と思い、元をとるために二回読み直した。それでもわからず、全部写した。

　その結果がこれだ。

「理解できない」

　もうこれは面白い、面白くない以前に、感性の問題だと猫猫は思った。試しに、緑ろく青しょう館かんの妓ぎ女じょたちに見せてみたところ、我も我もと取り合いになり、目を輝かせて読んでいた。内容に誤字が多いとか、明らかに誤訳がある部分とかそういうものを差し引きしても、魅力的なものだったらしい。

　敵対する家柄の娘と息子が、宴にて出会う。そして、互いに一目惚れをしたのはいいが、男のほうが、娘の家の者と口論となり、殺してしまう。それが引き金となって、家同士の争いはさらに激化するのだが、当の二人は恋の炎を燃え上がらせ、婚姻を結ぶ。

　翻訳がたどたどしいこともあるが、主役の二人が若い感情に任せて動いているさまがどうしても猫猫には理解できなかった。最終的に行き違いで死んでしまう主役二人を見て、もっと計画的に、報告、連絡、相談を徹底すべきではないかと思った。

　それを読んでいる妓女たちに言うと、

「だーかーらー、それだけ情熱的な愛だってことなの！」

　と、拳を握って熱論され、

「あのね、悲劇っていうのは、そういう運命のすれ違いがあるからこそ輝くものなの！」

　と、肩を揺さ振られた。

　まったくもって理解できない。

　里リー樹シュ妃はこれを模写したというが、多少はこの小説に思うところがあったのだろうか。

　猫猫はすでにこの書について、壬ジン氏シに報告している。今、手元にあるのは猫猫が一晩かけて写したものだ。挿絵などないが、簡単に紐で綴とじたら書物に見えなくもない。ただ、趙チョウ迂ウに手伝わせたため、紙が綺麗にそろっておらず、妙に味がある作りになっている。

「俺が挿絵書いてやるって言ったのに」

「次頼むから、それより紙はまっすぐに切るんだ」

　そんなやり取りをして、待っていても里樹妃の話は進んでいなかった。進展なし、それどころかほかの話題もあまり進んでいない。

　ただ、羅ラ半ハンから連絡はあった。

「近いうちに、西との会合をやる。参加するか？」

　とのこと。西というと、あの金髪の女特使との会談だろう。貿易か、亡命か、ずいぶん大胆な二択を迫ってくるやり手だ。

　すでに一度話し合いをしているが、決まらなかったという。そこに、猫猫が加わったところで、政治のことも、商売のこともちんぷんかんぷんなのでどうしようもない。ただ、椅子を温めるだけにいろということだろうか。

　なのでお断りしておいた。何かを聞きつけて、変人軍師が顔を出すかもしれない。もっとも、最近は、碁の本を作ると意気込んで、いろいろ走り回っているらしい。息抜きに医局を荒らしているようだが。

（仕事しろ）

　むしろ平時に仕事場に出かけないほうが、上手くいくかもしれないと思いつつ、少なくとも執務室から出なければ猫猫も安心なのでそうしていただきたい。

　たびたび突撃される医官たちが可哀そうである。

「最近、仕事っていう仕事がないなあ」

　猫猫は大きく息を吐く。普段使うような薬の作りおきをするが、変わった薬や新しい調薬など試すことは減ってしまった。何かと本業以外のことで呼びつけられるので、薬屋を留守にすることが多く、そのため普段の仕事に滞りができた。まだ、左サ膳ゼンに対して教えながら調薬しているのも理由の一つだろう。

　たまには変わった薬を試したい。珍しい薬を調薬して、その効用を調べたい。西都で買った薬の類は、少しずつ試しているがもっと珍しい面白いものはないかなと猫猫は思う。

　棚の上には小さな植木鉢が三つおいてある。一つだけ小指の先程の緑色の芽が出ている。仙人掌さぼてんの種を植えていたのだ。乾燥地の植物なので、水はあまりやっていない。これが大きくなれば何かいろいろ使えそうな気がするけど、それまで何年かかるか気が遠くなる。

（どっかに河豚ふぐの肝でも落ちてないかな）

　そんなくだらないことを考えながら植木鉢を眺めていると、がたっと戸が開かれる音がした。誰か来たのか、と振り向こうとすると、その来訪者の足もとに何かが落ちる。布に包まれたそれは枝のように見えた。猫猫はそっと手を伸ばすと目をらんらんと輝かせた。

　それは鹿の角だった。しかもただの鹿の角じゃない。生え変わり落ちてしまった枯れ枝みたいなものではなく、まだ柔らかさと産毛が残った、一尺ほどのものだ。それが何かといえば。

「鹿ろく茸じょう！」

　生え変わったばかりの鹿の角である。新しさが売りで、春先に採収し、特にその先端は上台鹿茸と言われる高級品だ。これはちゃんと先端までついている。長く伸びているが、産毛の生え方と角の柔らかさを見ると、まだ薬効は残っている。

　猫猫は目をきらきらさせ、その上、口から唾液があふれていた。商人がたまに売りに来る鹿茸はみな粉末であり、「最高級品だよ！」という言葉のわりに、先端部位以外も混ぜてかさまししていることが読み取れた。それでも、効き目があるのものだから、花はな街まちを訪れる上客の中には、妓ぎ女じょと会う前にこれを欲する者はあとを絶たない。なぜかといえば、殿方を元気にする薬効があるからだ。

　これだけあれば、どのくらい薬ができるだろうか。

（まず湯を用意して、殺虫と血を固めて）

　そんなことを考えながら、恍こう惚こつの表情で鹿茸を愛でていると、横から大きな手がさえぎってきた。鹿茸を布で覆い、猫猫のもとから奪う。

（邪魔をするな！）

　猫猫が不愉快をあらわに、顔を上げると、久しぶりに見る顔がそこにあった。一見、柔らかい天女のような微笑みだが右頬に走る一筋の傷、それが単なる美人でないことを示している。

「お久しぶりです、壬氏さま」

　西都で先に帰ってから、二月ほど会っていないだろうか。文ふみのやり取りはしていたが、あくまで業務連絡のみで、花街に来るのも使いの者か、馬バ閃センかのどちらかだった。

　ここのところ蒸し暑いせいか、輪郭がすこし角ばって見える。痩せたのかもしれない。

「ちゃんと睡眠はとっていますか？」

　このやんごとなき君は、見た目よりも苦労性で、過ぎた労働でふらふらしている印象が強い。

「開口一番それか？　あと、その伸ばした手はなんだ？」

　壬氏はあきれた口調のまま、猫猫の手を見た。猫猫の指先は、鹿ろく茸じょうを離すまいと、包んだ布をしっかり引っ張っていた。

「いただけるのかと思いまして」

「そのつもりで持ってきたが」

「ではください」

「なんかやりたくなくなってきた」

　そんな殺生な、と猫猫は両手で布を引っ張る。壬氏はそれをからかうように、鹿茸を頭上に掲げた。ぴょんぴょんと跳ねる猫猫だが、身長差は一尺近くあるので届くわけがない。

（この野郎！）

　そう思いつつ、猫猫は少し安あん堵どしていた。これまでと変わらない応酬だったからだ。

　しかし──。

　飛び跳ねていた身体がぐらっと傾いた。一瞬、天井が見えて、それをさえぎるように壬氏の面が現れる。さっきの柔らかい笑みから一変して、切っ先のような鋭い眼光が猫猫を射る。

　飛び跳ねていたところ、壬氏に足をかけられ転び、抱き支えられて今の状態に至る。

「……壬氏さま、鹿茸ください」

　それでも口に出るのはこの台詞だ。むしろ出ないと猫猫ではなかった。

「俺の話を先に聞いたら、考えてやる」

「考えてやる、ではなく、くれてやるに変更お願いします」

　目上の者の「考える」というのは曖あい昧まい過ぎて怖い。いつ反ほ故ごにされるかわからない約束より、断言がほしい。

「……くれてやるから、話はちゃんと聞け」

「聞くだけなら」

「……」

　壬氏は不服そうに目を細める。だが、否定はしないので、一応了承してくれたと勝手に判断する。

「ついでに、離してもらえませんか？」

「断る」

　それは駄目らしい。猫猫は壬氏の膝ひざの上に背中を乗せ、横たわったまま話を聞く羽目になった。助けを求めようにも、戸も窓も閉められている。たとえ開いていたところで、緑ろく青しょう館かんの住人は、にやにや笑いながら見物するだろうし意味はないかもしれない。

（趙チョウ迂ウ来ないかな）

　そういうのを壊してくれる愛すべき悪餓鬼は、今日は出かけていた。例の絵の老師せんせいのところで、素描デッサンなるものを教えてもらっているらしい。送り迎えは、右ウ叫キョウか左サ膳ゼン、どちらか空いたほうがやっている。やり手婆ばばあがそれを許すところを見ると、趙迂の絵に今後使い道があると確信しているのだろう。

　壬氏は猫猫の顔を見つめたまま本題に入る。今にも噛みつこうとする獣のような視線だ。

「例の話、受ける気になったか？」

　例の話と言われても具体的に言われたことはない。ただ、何を示しているのか、わからないほど愚鈍でもない。

　西都の宴の夜、壬氏は猫猫を連れてきた本当の理由を話した。それは、直接的に言ったわけではない、でも、求婚ととらえても差し支えはないだろう。

　物語にあるほど、現実の結婚というものは、色恋が必須となるわけじゃない。権力者は権力争いの道具として、ただの庶民でも生活のため、農民は人手を得るために結婚する。そこにあるのは利害の一致なり、片方の嗜好なりで、双方が思いあってするようなものではない。だから、相手がよほど嫌でない限り受け入れるべきなのだろう。

（物好きなことで）

　他に美び姫きはいくらでもいよう。大輪の牡丹や薔薇が並ぶ中で、雑草である片かた喰ばみを選ぶ必要などない。猫猫のほかに都合のいい人物はいよう。

（里樹妃とか）

　不義の罪で軟禁されているが、それが無実だとわかれば問題ない。心無いことを言う者はいようが、壬氏はそんなことを信じていないはずだ。

　だが、またここで彼女を薦めたところで、前回の二の舞だ。また、首を絞められてはたまらない。なにより、今度はとどめを刺されるかもしれない。

「俺のことはそんなに嫌いなのか？」

　野良犬のような獰どう猛もうな視線から、子犬のようなすがるものへと変わる。好きか、嫌いか、世の中には白黒はっきりつけたがる人間がいる。なぜ灰色の選択肢をくれないのだろうか。

「嫌いではないでしょうね」

　むしろ好ましく思っているかもしれない。当初の出会いから考えると、ずいぶんこの貴人を前向きに考えるようになった。

　曖あい昧まいな答えに壬氏は少し口を尖とがらせる。はっきり好きだと答えれば満足するのかもしれないが、正直、猫猫はそれを口に出すほどには至っていない。ただ、それなりに好意はなくもないのでがんばっていいところを探す。

「冬とう虫ちゅう夏か草そうはとてもうれしかったです」

「……それだけか？」

「午ご黄おうは役に立ちました」

「……他には」

「鹿ろく茸じょうほしいです」

　壬氏は背中の後ろに回していた布包みを持つ。猫猫はそれに手を伸ばしたが、へその上を壬氏の手で押さえられているので身体が起こせず、手が届かない。

　悔しくて足をばたばたさせると、今度は足首を掴つかまれた。何をするのかと思いきや、掴んでいる手の小指の先でそおっと足の裏を撫なでた。

「!?」

　猫猫は体をよじらせ、くぐもった声を上げる。昔からやっている実験のおかげで痛みには鈍くなった。小姐たちの教育のせいか、色事に関しても不感症になっている。でも、そんな猫猫でも弱点はある。足の裏、それから背中、そこをすすうっと指先で撫でられるのだけは我慢できない。

「じ、壬氏、さま。それは、卑怯で、す」

「卑怯？　なんのことかな？」

　壬氏はそう言いながら、またつうっと指先を滑らせる。

　一体、どういうことだ、これはいつばれたのだろうか。なぜ、壬氏が猫猫の弱点を知っている。

「き、汚いですから。放してください」

「別に気にしてない」

　素知らぬ顔をするのが憎らしい。一体、どこから猫猫の弱点を知ったのだろうか。この弱点を知っているのは、やり手婆か、白鈴か、それとも……。

　余裕しゃくしゃくの初老の侍女を思い出し、猫猫は目を見開いた。一度、羽は根ね箒ぼうきを使ってくすぐられるというお仕置きを受けたことがあった。と言っても水スイ蓮レンは冗談めいたものですぐに切り上げてくれたし、猫猫も我慢したので弱点だとばれたとは思っていなかった。

　それでわかるとは恐るべし、水蓮。

　ぎりぎりと歯ぎしりをしながら、足先をくすぐられて身をよじる。声が漏れぬように唇を縫い合わせるがごとく閉じているが、完全には塞ぎきれない。

　長い指先が猫猫の土踏まずを撫でるようにくすぐる。びくんと身体が反応したところで、今度は反対側の踵かかとに触れる。くすぐる箇所がなれる前に次の箇所へと移動し、足の裏だけでなく、指先、甲、くるぶし、そしてふくらはぎと移動していく。

　壬氏は余裕の笑みで、猫猫を見下ろす。我慢しながらも、ぴくんぴくんと魚のように反応する猫猫を楽しんでいる。弓なりになった足の甲をからかうように撫なでる。

　前回の仕返しをこんな形でされるとは思わなかった。とうとう我慢できなくなり、声をあげて笑ってしまう。手足をばたばたさせ、身体をくねらせているうちに机を蹴ってしまった。机の上に置いていた本が落ちる。猫猫が写した小説だ。さすがにやりすぎたと思ったのか、壬氏が猫猫を解放する。

　猫猫は、息を整える。乱れた着物を直し、目じりに浮かんだ涙を拭いた。壬氏はそれを見て、ごくんと唾を呑み込み、何とも言えない表情で視線をそらした。その視線の先にあの小説があり、手に取る。

「壬氏さまもお読みになられましたか？」

「ああ」

「どう思いました？」

　壬氏は苦笑いを浮かべている。壬氏もまた、猫猫と同じような感想を持ったらしい。彼もまた、尊い血筋の者が色恋だけで動くことがどんなものかわかっている。でなければ、後こう宮きゅうという場所で何年も働き続けることはできまい。

「もっと違うやり方があるだろうに」

「そういうことを言うと、世の女性陣に否定されますよ」

「おまえは含まれんだろ？」

　若くて短絡的な行動だからこそ、情熱であり、それが悲しい終わりだから、悲恋として美しいのだという。

　主人公の娘の年齢は、十三と作中にあったが、西方の翻訳だと考えると、こちらでは十四、五ということになる。それでもまだまだ若い。だからこそ、感情のままに動くことができたと考えると、物語をすべて否定することはできなくなる。

　猫猫はその年齢にはもう花はな街まちのすれた考え方に慣れてしまったので、そんな真似は無理だろう。壬氏もまた、とうに後宮に入っていた頃だ。

　ある意味、似たような環境で多感な時期を過ごしたといっていい。

「違う環境で育っていたら、こんな行動に移せただろうか」

　壬氏は心の声がこぼれるように言った。

　それは否定できない。けれど、あくまで可能性の一つだ。

　猫猫はそれにこたえる代わりにつぶやいた。

「私は敵になりたくありません」

　壬氏が横目で猫猫を見る。誰の、と言わんばかりの顔をする。

「玉ギョク葉ヨウ后の敵に」

　それが何を示すか、壬氏にわかるだろうか。わからないならそれでいいと猫猫は思う。彼にも知らないことがある。

「……それは」

　壬氏が猫猫に向けて問いかけようとしたときだった。外で馬のいななきが聞こえた。

　激しい足音が聞こえ、「壬ジン華カさま！」と荒い声がする。確か前に壬氏が使っていた偽名で、こちらに来るときはその名前を使うことが多いようだ。

　何事だ、と壬氏は眉間にしわを寄せて、戸を開いた。慌あわてた様子の男は、壬氏や馬バ閃センがよく連れている従者の一人だった。

「失礼いたします」

　壬氏の前にやってきた男は一度膝ひざをついてから、近づいた。猫猫に聞かせたくない話でもあるのか、ちらりと一瞥する。

「白い花の件です」

「ならこやつが聞いても問題ない」

　何かの隠語だろうか、と首をかしげていると、従者は本題を切り出した。

「里リー樹シュ妃が塔の自室を抜け出し、最上階にいます」

　と、苦々しい顔で言った。




　○●○




　時は少しさかのぼる。




　甘くて苦い香りが漂う。部屋の隅、箪たん笥すの前、そこで上掛けにくるまって里樹は座り込む。

「最近、変な臭いがしませんか？」

　河カ南ナンの言葉に、里樹は首を振る。天井から筒は出ていない。先ほどまで話していた素ソ貞テイは河南の足音が聞こえるとともに話を切り上げた。

　河南は壊れた天井を見て、修理の者を呼ぶと言ったが、里樹はそれを断った。誰か知らない人に入り込まれたくない、どうせ他もぼろぼろだから、大して変わらないと言ったらあきらめてくれた。

「里樹さま、食事の準備ができました」

　かちゃかちゃと食器の音が響いていた。だが卓テーブルの上にあるのは冷めた粥や汁だ。たまに、菜おかずの数も少ないときがある。最初は、そんなものでも楽しみにしていたが、今はどうでもいい。河南が見ているので、とりあえず口にするが半分食べるのも苦しくなってきた。一日部屋にこもりきりで、後こう宮きゅうにいた頃よりさらに動いていないのが原因かもしれない。

「そんな部屋の隅にいないで、もっと明るい場所へ出てみてはいかがでしょうか？」

　明るい場所なんてここにはない。ただ、里樹のいる部屋よりも隣の部屋のほうが廊下側に透かし窓がついているだけ、ましだという程度だ。廊下に出て階段から階段までの距離を歩いたところで、高が知れている。

　里樹はよろよろと立ち上がった。

　倦けん怠たい感がひどい。重々しく椅子に座ると、凝固しかかった糊のような粥に匙さじを入れる。今日は白粥で、塩味がついていたが薄い。黒酢をかけようとしたがそれはなかった。

「申し訳ありません。忘れてしまったようです」

　深々と頭を下げる河南は本当に申し訳なさそうだったが、その着物は部屋を出る前と違った。食事を取りにでかけるたびに着替えているのだと気付いたのは、ここにきて何日経ってからのことだったろうか。里樹に気付かれないように、同じ柄や似たようなものを着ている。

　少しずつ不信感が強くなる。

　里樹がここにいるのは、本の写しを渡した下女のせいだ。その下女をけしかけたのは、おそらく元侍女頭だろう。二人とも、以前は里樹のためにちゃんと仕えてくれていると思っていた人物だ。

　元々河南も、ほかの侍女たちに混じって里樹を莫ば迦かにしていた。以前、園遊会にて毒殺未遂があったときから、心を入れ替えると言われた。確かに、その後は、里樹に対して親身になってくれた。それがうれしくて、無理を言って毒見役から侍女頭にしてもらったのだ。

　でも、それは本当に里樹のためにやってくれたのだろうか。

　侍女頭になったところで、河南の権限はそれほどなく、ほかの侍女たちにないがしろにされることも多い。それでも頑張ってくれていると思っていた。

　本当にそうだろうか。

　裏では、ほかの侍女たちとつながって里樹を笑っていたのではないのか。親身に相談に乗る振りをして、それを話題に嘲笑していたのではなかろうか。

　そんなはずはない。でなければ、こんな塔までついてくれるわけがない。

　懸命に否定しようとするが、その思考は頭の中を侵食していく。首を振る代わりに匙を口に運ぶ。

　じゃりっと、固いものを噛かんだ。

　里樹は手ぬぐいの上に口の中のものを吐き出す。血の混じった米粒とともに、小指の先ほどの小石が入っていた。

「里樹さま！」

　河南が慌あわてた顔をして里樹をのぞき込む。偶然、砂が混じることもあるかもしれない。でも、砂粒にしては大きすぎる。

　里樹は焦点が合わないまま、匙で粥をかき回した。

　二つ、三つ、四つ。

　粥の底には偶然では済まされない小石があった。

「すぐに取り換えて参ります！」

　慌てて茶碗をもっていこうとする河南を、里樹は制止する。

「……いらない」

　元々、食欲がないのだ。これ以上、冷えてまずい粥など食べたくない。

「里樹さま」

「いらない、いらない、いらない！」

　里樹は首を振った。そして、卓テーブルの上の食事を振り払う。がしゃんと茶碗と皿が床にぶちまけられ、菜おかずや汁が飛び散った。

　頭を掻かきむしり、鼻をすする。涙がとめどなくあふれてくる。

「どうして！　どうしていつも私ばかりなの！」

　父親に疎うとまれ、異母姉にいびられ、政治の道具にされ二度も後宮に入った。嫌だったけど我慢した。大人しく言うことを聞いていれば、もしかしたら父が優しくしてくれるかと思っていた。その望みは、不義の子の噂を耳にしてから、無理だと感じたが、実際は本当の親子だったという。

　でも、父の態度は変わらなかった。そうだ、気に食わないのだ。自分が分家の血筋だからこそ、母の本家の血筋が気に食わないのだ。

　だから、意地悪な侍女ばかりよこしてくる。もしかしたら、今まで危険な目にあってきたのも父の差し金ではなかろうか。

　分不相応な上級妃の座について、ほかの妃たちと比べられて、ただ縮こまるか虚勢を張るか、どちらかしかない。園遊会のときも、父は里樹に話しかけようとはしなかった。

　いらない子、なら作らなければいいのに。

　それとも、なんだ。生殺しにして、ただ、里樹が苦しむさまを楽しみたいのだろうか。

　父も、異母姉も、侍女たちも、下女も、河南も、みんな、みんな、みんな……。

　気が付けば、里樹の周りはぐちゃぐちゃだった。割れた茶碗のほかに、卓がひっくり返り、椅子が床に叩きつけられていた。物という物が落ちていて、河南は部屋の隅で米粒にまみれて両手で顔をかばっていた。割れた皿が彼女の足元に落ちている。

　これは里樹が投げつけたのだろうか。河南の頬ほおには赤い筋が入っていた。顔色を窺うように里樹を見る河南は怯おびえていた。

　肝が冷えた。そんなつもりはなかった。でも、ほかにこうして部屋を荒らすのは里樹しかいなかった。頭が真っ白になり、脂汗がにじみ出てくる。

「……って」

「里樹さま」

「出て行って。もう帰ってこないで！」

　里樹は壁をばんばん叩き、地団駄を踏みながら叫んだ。こんなことはしたくない。でも、それ以外口にでない。

「申し訳ありません。着替えて参ります」

　散らかった部屋を申し訳なさそうに見ながら、河南は部屋を出て行った。

　河南の足音が聞こえなくなったところで、里樹はずぶずぶと床に座り込んだ。天井を見る目は涙が溢あふれている。こんなことをしたいわけじゃないのに、なんでこんなことをしたのだろう。でも、誰かを攻撃しなければ、誰かにまた攻撃される。そんな不安から、河南に当たってしまった。

　今の里樹の顔はひどく歪ゆがんでいるだろう。大声で泣きたかったが、ここで泣いたら誰かが来るかもしれない。ぎゅっと膝ひざを抱える。

『里樹、里樹』

　隣の部屋から声が聞こえた。天井から筒が飛び出て、素ソ貞テイが話しかけてきた。耳がいい彼女には、さっきの無様なやりとりは丸聞こえだっただろう。

『どうしたの？　侍女が出て行ったみたいだけど』

「なんでもない」

　里樹は部屋を移動すると、また箪笥の前に座り込んだ。甘くて苦い匂いが落ち着く。くぐもって聞こえる素貞の声に安らぎを覚える。

　一体、どんな子だろう。

『ねえ、里樹』

「なあに」

『もうすぐ見張りが降りていくわ。上に来ない？』

　甘い甘い声だった。

　普段なら迷いつつも断っていた。でも、今の里樹にはそれだけの余裕はなかった。

　素貞の申し出を断る理由などなかった。




　足音が聞こえる。里樹は戸に耳を立て、上から降りてくる人物が通り過ぎるのを待った。どくどくと心臓の音がする。通り過ぎる見張りに聞こえないか心配になりながら、ずっと息を殺す。今、ここで音を立てたところで、見張りがなにか不審に思うことはないのに、今から行おうとしていることが、里樹に極度の緊張を与えた。

　階段を下りる音が聞こえ、戸が開いて閉まる音がした。里樹は、早鐘を打つ心臓を押さえつつ、部屋の外に出た。

　足音が響かないように履くつを両手に持って、そっと廊下を歩く。階段を一歩一歩踏みしめ、戸を開ける。音を立てないようにゆっくりと開ける。

　一つ上の階は、里樹がいた階よりさらに古びていた。里樹がいた階は一応掃除をされていたが、ここはなんだか埃ほこりっぽい。里樹は履くつをはいて、周りを窺う。部屋はいくつかありその中の一つだけ、戸に隙間が開いている部屋があった。

　里樹はどきどきしながら、戸を叩く。

「素貞？」

　反応がない、違う部屋だろうか、と背中を向けた瞬間、里樹の身体になにかが巻きついた。

「はは、いらっしゃーい」

　くぐもっていない娘の声、それが里樹の耳元にかかる。後ろから回された手は細く白く青い血管が浮き出ていた。

「ずっと待ってたんだから」

　甘くて苦い独特の香りがした。ずっと天井から漂ってきた香りだ。

「素貞？」

　首がぞわりとした里樹の頭に、素貞が顎あごを乗せているようだ。そして、なにかがうなじをくすぐっている。

　真っ白な束だった。細く柔らかい最高級の絹糸がそこにあった。房飾りかなにかだろうか。

「里樹、肌きれいよね。日に当たってない、でも健康的な肌色」

　つつぅっと、素貞の指先が里樹の頬ほおに滑る。

「髪も綺麗、真っ黒。こんな場所にいてもちゃんと髪を梳すいてくれる人がいるのね。うらやましい。あら？　でも、食べ方は上手じゃないのかしら？　米がついてるわよ」

　髪についた米粒を細い指先がつまんだ。ゆっくりそぎ落とすようにとると、ぽとりと床に捨てる。その指先は、ところどころ赤くなっていた。火傷をしたような痕であり、今は治りかけに見える。

「可哀そうね。お母さまも幼いころに亡くし、物心ついたときには、政治の道具として扱われた。家族には冷たくされ、侍女たちにも莫ば迦かにされた」

　そうだ、そのとおりだ。

「本当に可哀そう。誰もあなたのことをわかってくれない。なんであなただけがいつもいつもそうなんでしょうね？」

　優しい声と香りが里樹を包む。白い肌には体温を感じる。久方ぶりだ、こんなに近くにひと肌を感じたのは。

　身体がとろんと溶けていきそうになる。

「みんなひどいわ。里樹が優しいばかりにいじめて、追い詰めて」

　甘い匂いにとろけるように里樹は、素貞の言葉に頷うなずく。そうだ、みんな、いつも里樹をいじめる。ないがしろにする。利用する。

　一体里樹の何が悪いのか。

　ずっと昔から。

　昔から……。

　里樹の靄もやのかかる頭の中で疑問符が浮かんだ。なぜだろう、里樹はいつ父親のことを話しただろうか。

「冷めたごはんを薄暗い部屋で食べるしかないなんて」

　いつ食事が冷めていると口にしただろうか。

　疑問に思いつつ、里樹の頭は回らない。ただ、素貞の力が弱まった。身体を翻し、ずっと声だけで接していた人物と対峙する。

「なあに、その顔？　私が何か変なの？」

　微笑む娘の顔は見たことない色彩をしていた。

　ありていに言えば美しい。桃のような輪郭に、桜桃みたいなぷっくりとした唇がついている。だが、その肌色は薄い。西の民が白い肌をしているが、それよりもずっと白い。どんなに白粉をはたいてもでない白さだ。髪もまた老婆のようだった。房飾りと間違えたのはその髪で、まっすぐ背中に流れている。

「ねえ、おかしい？」

　ゆっくり伏せられるまつ毛も白い。それに縁どられた目は、紅玉のごとき鮮やかな赤だった。

　西都に行く道中、その噂を耳にした。都の有力者たちを虜にし、各地を騒がしている仙女のごとき女。

「白パイ娘ニャン々ニャン……」

「知っていたの。じゃあ、お揃そろいね」

　素貞は里樹の髪を指先にくるくる巻き付けていた。

「私もあなたのこと、知っていたの。まさか、同じ場所に来るとは思わなかったわ」

　素貞は笑い、そして、里樹の髪を引っ張った。

「黒い髪、うらやましいな」

「……」

「健康的な肌、太陽の下にでてもただれないでしょう」

「……」

「私、窓からの光もまぶしいの。里樹はずっと薄暗いって言っていたわよね。私はその薄暗い場所しか生きられないの」

　その眼は細められ、里樹をじっと見る。

「ねえ、あなたが虐げられるのは、誰のせいでもないあなたのせいよ」

　細い指先が里樹の頬ほおに触れる。がさがさした指先は、肌に引っかかった。

「飢えることなく育てられ、綺麗な服を疑問も持たず袖を通すの、でも、何もしないでただただうじうじしているのよね、里樹。自分で自分の身を守れなきゃ、周りから標的にされるなんてわかりきったことよ」

　頬を包んだ指が肌に食い込む。そのまま、爪が立てられ、里樹の頬に痕あとをつける。

「見ているといらいらするの」

　素貞の顔にしわが寄った。嫌悪感をあらわにする表情と言葉に里樹は、身がすくんでしまう。

「そこにいるだけで鬱うっ陶とうしいわ」

　素貞の冷たい視線に、里樹の心臓はびくりと跳ねる。

　今まで何度も見てきた視線、それが重なった。

　父であり、異母姉であり、侍女たちであり……。

　がちがちと歯が震えた。赤い瞳に吸い込まれそうになる。頭上から、ざわざわと虫の鳴き声に似たざわめきが聞こえる。それは、里樹に隠れて陰口をたたいていた使用人たちの声だった。

「やめ……て……」

　里樹は頭かぶりを振った。赤い爪痕のついたであろう頬を押さえ、怯おびえた目を素貞に向ける。

　素貞は皮肉に唇を歪ゆがめる。

「本当にいらいらするわ。……昔の私を見ているみたい」

　彼女がもう何を言っているかどうでもよかった。ただ、その場から離れたくて、里樹は走っていた。ぼろぼろの廊下を走り、階段を駆け上がる。次の階へ続く戸は、素貞の言う通り施錠されていなかった。里樹は走り続け、どんどん上へと昇る。

　何回、階段を駆け上がっただろうか。着物の裾が汚れ、床の軋きしみがひどくなる。

　先ほどまでと違う扉が見えた。そこだけは施錠していたようだが、鍵は無残に腐り落ちていた。取っ手に手をかける。少し重い扉を開くと、そこには鈍色の空が広がっていた。都が一望できるその景色を見て、過去の有力者たちは酒を片手に己の栄華が永遠に続くと思っていたに違いない。

　露台バルコニーだった。雨風にさらされただけあって、内部よりもずっと老朽化がひどい。履くつで踏むと柔らかくきしんでいる。

　普段なら怖くて動けないはずなのに、里樹は前に進んでいた。

　不安な足元、一歩一歩前にでる。手すりもぼろぼろで、塗料は完全に剥はげ落ちている。

　風が吹き上げる。里樹の頬ほおを撫なでて、髪をさらに乱れさせる。

　鳥が飛んでいるのが見えた。それはとても自由に見えて、手を伸ばしたがもちろん届くわけでもない。

　ただ、間抜けに空を掴つかもうとする指先を眺めた。










十六話　馬閃と里樹







　知らせを聞いた猫マオ猫マオと壬ジン氏シは、早馬を走らせた。馬車など使う暇もなく、伝令の男が乗ってきた馬に壬氏が乗った。猫猫は、壬氏に了解をとることもなく、馬に乗り彼の身体に手を回していた。

「とばすぞ。落ちるなよ」

　それが了承の合図だと理解すると、香が漂う背中に顔を埋めて落ちないよう踏ん張った。

　宮廷に入る際、印を見せるのも面倒だと壬氏は覆面をとり、顔だけで通過した。馬は足を止めることなく、里リー樹シュ妃が幽閉されている塔へと向かった。

　すでに塔の前に人だかりができていた。

　塔を守る衛兵のほかに、野次馬の役人や官女たちもいて武官が入ってくるなと押しとどめていた。官女の中には目ざとく壬氏を見つけ、頬ほおを赤らめ、そして猫猫に気付き、目を三角にしている。今はそんな者の相手をする暇はなく、無視して壬氏についていく。

　塔の最上階に、女の姿が見える。遠目にもざんばらな髪をした若い女、里樹妃だった。なにをしているのかわからない、ただ、何かを掴つかもうとするように片手を大きく天に伸ばしていた。

（どうしてあんなところに？）

　建物は古い、足元がきしむような場所で、臆病な里樹妃が自分からあんな高いところに上ったのだろうか。

　しかし、遠すぎて表情はわからない。一体なにをしているのかわからない。

「通して、通して！」

　聞いたことがある女の声が聞こえた。

　衛兵に止められているのは、里樹妃の侍女頭だった。大きく手を伸ばし、塔の中に入ろうとするのを止められている。

「里樹さまが！」

　その衣はなぜか泥で汚れていた。衛兵に止められてついたにしては不自然な汚れだった。まるで、泥饅頭でも投げつけられたようである。

　そこにさらに見覚えのある顔が増える。

「どういうことだ、なぜ、里樹妃があんなところに！」

　息を荒立ててやってきたのは、馬バ閃センだった。彼もまた話を聞きつけてきたのだろう。訓練中だったのか、いつもの官服ではなく武術の練習着のように見える。

　慌あわてる侍女に加え、うるさい男が増えたところで、場はさらに混乱するのみだ。衛兵は、今度は馬閃の相手をせねばならない。ずんずんと前に進もうとする馬閃を抑え込もうとするが、逆に衛兵の身体が引きずられる。

（莫ば迦か力ぢからだ）

　それは、西都の旅でもわかっていたが、馬閃の場合、それ以外になにかありそうな気がした。今はそんなことより里樹妃をどうするかが先決だ。

「落ち着け！」

　凛りんとした美声が響く。馬閃と侍女頭の動きが止まり、声の主を見る。

　壬氏は馬を武官の一人に任せると、ずんずん二人に近づいていく。

「私が行く」

「で、でも……」

「私が行くと言っている」

　有無を言わさない顔だった。侍女頭はへなへなと地面にへたり込む。彼女の頬には赤い筋が入っており、髪には米粒がついていた。

（嫌がらせでも受けたか？）

　ありえない話ではなかろう。後こう宮きゅう以外にも性格の悪い者はたくさんいる。密通の疑いがある妃が塔に閉じ込められていると知ったら、噂も流れ、侍女頭にも嫌がらせの一つや二つ受けるかもしれない。

　見る限り、里樹妃についていた侍女はこの女一人なので、誰も助けることはなく、ずっと頑張っていたに違いない。

　当初は嫌な毒見役だと思っていたけど、人間は変わるものだなと猫猫は思った。

「なぜ、妃を一人にした？　食事をとりに行っていたのか？」

　壬氏は、優しくはないが冷たさも含まれない声で聞いた。むしろ、その落ち着いた反応がよかったのか、侍女頭は口を開く。

「ここ数日、妃はずいぶん滅入っていました。部屋を出ることもなく、換気もできないので、そのためか気が弱っていて……今日はもう限界だったようです。誰も信じられないようで、私は部屋を出るようにと言われました」

「では、頭が冷えるまでと、外に出たわけか」

「はい。着替える必要がありましたので。結局、もう一度着替えなくてはならないですけど」

　泥で汚れた裳スカートを侍女頭は見る。

　わかった、と壬氏は塔へと向かう。

「私もともに」

　馬閃が壬氏についていこうとするが、壬氏はそんな馬閃を見据える。

「おまえは、来る必要はない。役割ではなかろう」

　その言葉に、馬閃の顔が歪ゆがむ。ぎゅっと拳を握る。

（そのとおりだろうさ）

　後宮で働いていて里樹妃とは面識のある壬氏と違い、馬閃はただ西都の旅で同伴しただけの存在にすぎない。馬閃が里樹妃に対してなにかしら思うところはあるようだが、彼の仕事ではないのだ。

「しかし……」

　悔しそうな馬閃に壬氏は言う。

「おまえは私の補佐だ。それがどういう意味かわかっているか？」

「……」

「最悪のことを想定して、行動に移せ。それができるのはおまえだけだ」

　壬氏はそう言うと塔の中に入っていった。

（ずいぶん、信頼しきっていること）

　壬氏の行動が最良かどうかはともかく無難な判断だと猫猫は思う。そして、猫猫も自分ができることをするしかない。

　馬閃は思いつめた顔をしている。そして、周りにいた官を呼び出し、指示を始めた。どうやらありったけの布団を集めさせるようだが、この高さではさすがに難しかろう。

　猫猫は猫猫でできることをする。

「ほかに里樹妃に変なところはありませんでしたか？」

　猫猫は座り込んだ侍女頭の背中をさすりながら言った。

　頬ほおの傷はもしかして里樹妃が癇かん癪しゃくでも起こしたのだろうか。大人しい妃でも、さすがに人間不信になれば、それくらい当たるのかもしれない。

「変なところかどうかはわかりませんが。ここのところ、ずっと天井を気にしていたみたいです。てっきり、天井に穴が開いていてそれが気になっていたのかと思っていたんですけど」

　上の階を気にしていたのだろうか。ああやって最上階へと向かうのだから。

「上にも人がいたようです。変な臭いが部屋にこもっていたのも、上の階から流れていたのかもしれません」

「変な臭い？」

「ええ。香のようですが、嗅かいだことがなくて。私はあまり好きではないんですけど、里樹さまは気に入ったようで、臭いが強いところに座り込んでいることが多かったです」

　猫猫は首を傾げつつ、今度は衛兵を見る。

「誰かほかにあの塔に人がいたんですか？」

　その質問に、衛兵たちは顔を見合わせて何とも言えない表情をした。知っているが言えない、そんな顔だ。

「いたんですか！」

　言葉尻を強めて猫猫が言うと意外なところから返事がきた。

「いたんじゃなくて、いるよ」

　じゃりっと地面を踏む音をさせながら近づいてきたのは、くせ毛眼鏡の算盤男だった。

「もし他に誰か入れることがあれば、できるだけ離してもらえるように頼んだんだけど」

　衛兵を軽く責めるように羅ラ半ハンが言う。

「申し訳ありません。塔は老朽化が進み、上階は使えるありさまではなかったもので」

「ほかに誰かが入ってくるとは思わなかったんだ。まさか、妃とはね」

　羅半が肩をすくめて言った。

「どういうことだ？」

「どういうことも何も、僕が依頼した。外交問題になりかねないからね」

「外交？」

　猫猫は意味がわからない。なぜ、そんな話になる。

「言っただろ。西の美女との会談に来いと。その美女に頼まれたんだ」

「美女って、あの西の特使のことか!?」

「声がでかい」

　羅半は猫猫の口を押さえる。

　衛兵たちには聞こえなかったようだが、侍女頭は反応する。

「西の特使……そういえば」

「どうかしましたか？」

「いえ、以前、里樹さまの周りで変わったことはないかたずねましたよね。今思い出したのですが……」

「何を!?」

　猫猫が噛かみつかんばかりに侍女頭の肩を持つ。

「侍女の一人が鳥を逃がしたんです。特使からいただいた白い鳥を」

「鳥？　鏡ではなくて？」

　特使は大きな鏡をそれぞれ上級妃に献上したはずだ。それではなかったのか。

「はい、それもですが、里樹妃が一番若いからとの理由でもう一つ、白い鳥の番つがいをいただきました。親元を離れて寂しいのではないかと言って」

「鳥の番？」

「ええ。里樹さまは動物の毛や羽に触れるとくしゃみが出るので、ほとんど見ることはなく、世話も申し訳なく思いつつも、下女にやらせておりました。先日、里樹さまのお留守の時に、一羽逃がしたと思ったら、もう一羽も逃がしてしまい……」

（鳥……逃がす？）

　猫猫はそこからなにかがつながりそうだった。何だったろうかと、懸命に記憶をひっくり返す。

（もしかして……）

「それは、鳩ではなかったですか？」

「鳩かもしれないです。私は、生きたものを見たことがないのでわからないのですが、ぽうぽうと鳴いていた気がします」

　鳩は元の住処に戻る習性がある。

　そして、里樹妃が書いた小説の写し、あれは紐のように擬態されていたと聞いた。でも、本当は鳩の足に結んでいたとしたら。

　さらにもう一つ。

「去年の夏、西の特使たちとの宴の際、何か話などされませんでした？　特使本人たちではなく、その従者などに」

「……そういえば」

『西方の殿方は気前が良くて素敵ね』

　侍女たちの中に、そんなことを言っていた者がいたらしい。

（迂う闊かつだった）

　てっきり隊商キャラバンに例の本が売っていたと思っていた。西から来た客が、より早く翻訳本を手にしていたと考えてもおかしくない。

　元々、昨年の宴は特使たちが自分を皇帝とその弟に売り込むために来たのだ。前もって、情報を手に入れるために女官たちに話をしていてもおかしくないし、その中で一番隙が多そうなところを狙うのは当たり前だろう。

　情報を集める中で里樹妃が一番陥れやすいと考えたら、集中して狙われた理由にも説明がつく。

（やられた）

　ただでさえ、子シの一族の一件にからみつつ、何食わぬ顔をしている者たちだ。もっと早く気付くべきだった。

　だが、今はそんな後悔をしている暇はない。

「羅半、それで今あの塔にいる人物ってのは？」

「……」

　羅半は猫猫に近づき、耳打ちをする。その名前を聞いたとき、全身からぶわっと脂汗が吹いてきた。

「白い仙女」

　よりによってその人物。そして、妃の部屋で漂っていた臭いも気になった。薬に詳しい彼女は、香に混ぜて判断を誤らせるものを混ぜている可能性が高い。

　猫猫は、横にいた羅半を突き飛ばし、塔へと向かう。すでに馬閃は、いない。壬氏の言う通り最悪のことを想定して動いたのだろうか。

　いや、今はどうでもいい。

　早く里樹妃の容態を診みることが大切だった。

　呆気にとられる衛兵たちを他所よそに猫猫は塔へと入る。廊下、階段、廊下、階段。目が回るような造りに辟易しながら入る。くらくらする頭を押さえながら、最上階についたと感じたのは、そこに男たちが立っていたからだ。

　開け放たれた扉の前に壬氏がいる。その奥、露台バルコニーの上に焦点が合わない目をした里樹妃がいる。壬氏は落ち着いて話をしていた。露台はぼろぼろで、軽い里樹妃の体重なら支えられようが、壬氏が乗ると底が抜けてしまうだろう。

　だからこそ、話をして戻ってきてもらいたいところだが……。

「……ないで……来ないで」

　里樹妃は何を見ているのだろうか。ただ首を小刻みに振り、恐怖を顔ににじませている。

　目の前にいるのは、美しい憧れの殿方のはずなのに、化け物でも見るように苦く悶もんの表情を浮かべている。

　どんな美貌であろうとも、今の彼女の目には映っていない。なにかしらの幻が見えているのだろう。

「妃」

　壬氏はそれでも相手を刺激しないように、優しく語りかけていた。壬氏のやり方は間違っていない。このまま話を続けて、里樹妃が正気に戻るまで待っていれば成功しただろう。

　猫猫はそっと壬氏の後ろに立った。壬氏の体重では露台の上に立つのも難しい。これ以上近づくのであれば、猫猫のほうが適している。

「私が行きます」

「おい、待て」

　壬氏の手を振りほどく。

　正直やりたくない。こんな足場で底が抜けたらどうする。なんでこんな面倒なところにいるのだ、この妃は。

　悪態ならたくさん浮かぶ。でも、猫猫は莫ば迦かで向こう見ずな行動へと移す。

　乗りかかった船なのだ、最後まで乗る。ここまで来たら、絶対、里樹妃を助ける。そんな気持ちが芽生えていた。

「妃。阿多さまが待っていますよ」

　ここで家族の名前を出しても逆効果だろう。壬氏ですら、このありさまなのだ。今、妃にとって一番安心できる人物の名前を出す。

「阿多、さま？」

　ぴくりと妃が反応した。その名前に怖がる様子はない。

「はい、もうすぐやってきます。それまでに着替えましょう」

　猫猫は「戻って来い」と直接言わない。ただ、その露台からこちらに移動してくれればいい。

　このまま、落ち着いて戻ってくれれば──。

　そんなに甘くいかない。

　甘く苦い臭いが、猫猫の鼻についた。

　足音も立てずに横を通り過ぎていく。それはあまりに自然で誰も反応しなかった。風が通り過ぎるように白い娘の存在に気付かなかった。その存在に最初に気付いたのは壬氏で、近づいてくる娘を制止しようとした。

「きゃはははははは[image: ]」

　甲高い鳥のような笑い声が響いた。その娘が何をしたといったら、ただ笑っただけだ。赤い双そう眸ぼうを細めて、けたたましく獣のように笑っただけだ。

　ぞくりと猫猫は鳥肌が立った。そして、反射的に里樹妃に手を伸ばした。

　だが、遅かった。

　それだけのことが、里樹妃の動揺を誘うのに十分だった。妃の顔が歪ゆがみ、身体が後ろの手すりに寄りかかっていた。女の甲高い笑い声、それがどんなに妃の恐怖をあおっただろうか。

　老朽化していた手すりはその細い身体も支えきれず、そのまま里樹妃は何もない宙へと落ちていく。

　猫猫は露台の上をかけた。しかし、床板を踏み抜き、猫猫もまた落下する。ぐわんと風を全身で感じたと思ったが、その矢先、腹に圧迫感を覚えた。

「やめろ！」

　間一髪、猫猫は壬氏に捕まえられた。捕まえられたが、捕まえることはできなかった。

　引き上げられた猫猫の手に何もなく、里樹妃はいなかった。




　○●○




　これで何もかも終わる。

　里樹は笑っていた。落ちていく身体は、地面へとぶつかりもう二度と目覚めない眠りにつくだろう。

　ぼんやりと見えていた景色がどんどん鮮明になる。崩れていく露台に、いつも不愛想な薬屋の顔が見えた。ああ、さっきまで誰かが話しかけていた気がしたが、彼女だったのかと里樹は今更理解した。

　誰からも愛されず、必要とされず、邪魔になるくらいならいないほうがましかもしれない。

　笑い、莫ば迦かにされ、蔑ないがしろにされることもなくなる。意地悪な笑みで見下されることもなくなる。ただ、地面に落ちるまでの時間はずいぶん長く感じた。もしかしたら、本当に羽が生えて鳥のように飛んでいるのかと思った。でも、そんな幻想はやめよう。現実に戻ったとき悲しくなるだけだ。

　目を瞑つぶろう、そして、最期を待とうとしたときだった。

「妃！」

　声が聞こえた。どこかで聞いたことがある声だ、誰だったろうか。ふと、顔をそちらに向ける。

　何重にも重なった屋根の上に、男が立っていた。成人はしている、でも髭ひげを蓄えるほどの年齢に達していない青年。そのどこか神経質な眉間は記憶に残っている。

　西都の宴のとき、獅し子しを追い払ってくれた青年だ。

　礼も言えないままだった。何度か言おうと思っていたが、それもできず、ならばそのうち文ふみをと思っていた。今考えると、文を出さなくてよかった。彼まで変な疑いをかけられたら申し訳ない。

　ただ、今更だけど、礼だけは言いたかった。口を開く。聞こえるかわからないが、簡単に「謝謝」と伝えることくらいできよう。

　だが、その唇を動かす前に、彼はとんでもないことをした。

　屋根の上を走る。古い瓦が割れ、欠片が跳ねる。そんな足場を思い切り蹴って、青年は飛んだ。飛んで里樹を掴つかんだ。

　なにをやっているのだろう。

　莫迦じゃないのだろうか。

　この高さから落ちたら、誰だって一たまりもない。たとえ鍛えられた武人でも、二人分の体重で地面に叩きつけられては命はないだろう。なのに、この青年は里樹をその両手に包んでいる。

　なぜ、価値もない里樹を抱きかかえる。無意味だ、二人とも死んでしまうだけなのに。

　やめてほしい。どうして、そんなこと。

　涙があふれる、でも、青年はそんな里樹の気持ちも知らないで、不器用に笑った。

　そして──。

　がつっと激しい音がする。青年の左足が下の階の屋根に引っかかる。だが一瞬だけでまた二人の身体は落ちる。青年の左足はぷらんと変な方向に曲がっていた。

「やっ」

　やめて、と最後まで口にできない。その前に青年は健全な右足で屋根を蹴る。どれだけ力をかけたのだろうか、瓦が飛び散っていく。

　ばさっと繁みに突っ込んだ。青臭い葉っぱの匂いがする。塔の横にある大きな樹、そこに突っ込んでいた。青年は里樹を片手で抱えるとその枝を掴つかむ。掴もうとしたところで勢いがついた二人分の体重は支えられることなく手が離れた。舌打ちとともに、幹に爪が立てられた。

　ぼすんという衝撃とともに、落下は止まった。

　衝撃はあったが痛みはない。里樹の身体は地面についていない。青年の身体が真下にあり、里樹を守ってくれた。その下には布団が何枚も重ねられていた。見ると周りには広範囲に渡って布団が敷き詰められている。

　青年の両足は折れて、左手の爪は削れ真っ赤に染まっていた。布団の上とはいえ、この厚みでは背中も打って怪我けがしているだろう。

　満身創痍といってもいい青年。でも、その顔には不器用な笑顔が浮かんでいた。

「……どうして？」

　どうして助けたのか、なぜ放っておいてくれないのか、それを口にする余裕もない。ただ、自分のために身体を張り守ってくれた者に対してどうすればいいのかわからなかった。

　唯一無事な青年の右手はなぜか震えていた。震えながら、ゆっくりと里樹の身体から離れていった。

「怪我はありませんか？」

「どうして……」

　次に来る言葉が紡ぎだせない。ただ、里樹の視界は涙でふやけていて、このぼろぼろの青年の笑顔でいっぱいになっていた。

「痛いところがありますか？」

　違う、そういうわけで泣いているのではない。首を振って否定する。

「申し訳ありません、緊急だったものでこのようなむさくるしい恰好で」

　違う、別にそんなこと気にしていない。

「力を込めすぎないように気を付けました。それでも、身体にあざがあるようでしたら、罰してください」

「……」

　なんでそんなことを言うのだろうか。里樹を包んでいた腕は、力強く、でも優しかった。なぜ罰する必要がある。

　嗚お咽えつが漏れる。青年は慌あわてている。いや、里樹の心配をするより、自分の身体を心配したほうがいい。

「どうして……私など助けてくれたのです？」

　密通の疑いがある妃など主上も見捨てるだろう。命をかけてまで助ける必要なんてない。

「自分を卑下しないでください。助ける価値があるからこそ、私は助けただけです」

　そういって、まだ無事な右手を伸ばした。こぼれ落ちる里樹の涙を照れくさそうにぬぐう。

「私はあなたに幸せになってもらいたいと思った。ただ、それだけなのです。その願いすら、単なる官の一人には過ぎた望みでしょうか」

　青年はそれだけ言うと、また不器用に笑ってみせた。

「……」

　里樹は口をぐにゃぐにゃに歪ゆがませた。化粧もほとんどしていない、目は腫はれぼったく、顔も真っ赤だろう。

　そんな顔をこの青年に見せるのは恥ずかしかった。恥ずかしかったゆえ、とった行動はもっと恥ずかしい行動だった。

「里樹、妃!?」

　里樹は青年の胸に顔を埋めた。

　青年が慌あわてる。慌てたゆえか、青年の胸から心の臓の鼓動が大きく聞こえた。恥じらいもなにもない行動だと思う。誰かに見られる前に離れなければ、今度はこの青年との不義を疑われるかもしれない。普段なら、鼓動が早鐘を打ちすぎて、のぼせてしまうような大胆な行動だろう。

　たしかに、脈拍は早い。でも、同時に落ち着いていた。

　ほんのりと汗臭い、それでいて新緑のような香りがする青年の懐に。

　ただ、このひと時が少しでも長く続くようにと、里樹は願った。










終　話







「莫ば迦かみたいな物語ですよね」

　猫マオ猫マオはぱらぱらとあの異国の悲恋物語を見る。壬氏に返してもらったばかりの原本だ。とはいえ、それも写されたものであるが。

「そうだな」

　本を返しにきた壬ジン氏シは棚に寄りかかり、窓の隙間から空を眺めていた。

　何といえない空気が漂う。二人きりになったところで、今の壬氏にはここ最近の押しは見られなかった。そういう気分ではないのだと、猫猫は知っている。

　里リー樹シュ妃、いや元妃はまた出家することになった。それを下したのは、帝本人だ。

「主上もずっと思うことがあったのだろう」

　元妃、里樹の母は、帝とも阿アー多ドゥオとも古い知り合いだった。その娘を帝は少なからず娘のように思っていた。だからこそ、後宮に呼び戻したのだ。彼女が少しでも幸せになるために。

　幸せにしようとしたが、それが裏目に出るとは世の中ままならないものだ。侍女や異母姉たちのいじめはそこから、そして、上級妃という位についたために命まで狙われることになる。

　今回、塔に幽閉したのは命を狙われることを危ぶんだための帝なりの配慮だった。元侍女頭は、簡単に言えば主の乗り換えをしようとしていた。すでに西の女特使からそういう話を聞いていたのだろう。これ以上、里樹に仕えていても出世は願えないからと、鳩を使って連絡をしていた。その中で、あの恋文が使われたのだ。

　しかし、里樹はよりによって白パイ娘ニャン々ニャンと一緒になるとは、運が悪いとしか言いようがない。本当にそういう星に生まれているのかもしれない。

　里樹はあの塔にいる間に妙な幻覚を見ていた。原因はあの甘く苦い臭いがする香だ。白娘々から漂ってきた臭いと同じだった。塔に入る際の身体検査では引っかからなかったが、猫猫があの白い娘を直に調べた。すると、彼女の歯に糸が引っかけられていた。糸を噛かみちぎろうとしたので無理やりこじ開けて引っ張ると、そこに香が入った包みがつながっていた。

　水銀を飲む真似をするような娘だ、胃袋に香を隠すなどわけもない。

　里樹は、ずっと嗅ぎ続けていたら危なかったかもしれない。だが、今の段階なら問題ないだろうと、医官である羅ルォ門メンは言っているのでとりあえず安心する。里樹の場合、元々そういう薬が効きやすい体質だったのがこれまた不幸だった。

「妃でありながら、このような騒ぎを起こすとは」

　問題を起こした妃をそのままにしておけず、結果、出家となった。ただ、帝はその判定を下す前に猫猫を呼びつけて二つ質問した。

「人の噂はどれくらい長いのか？」

　七十五日と答えたが、それでは面目が立たないと首を振られた。

　それと。

「里樹にふさわしい男が誰かいるとして、どういう者がいいだろうか？」

　まるで、娘の交際相手を探るようなそんな雰囲気だった。よその子の里樹でこれだから、実の娘である鈴リン麗リー公主ひめの場合どうなるだろうか。目に入れても痛くないくらい可愛がっていたはずだ。

　猫猫はちらりと、右頬に傷がある人物を思い出したが、それは口に出さないことにした。首絞めどころか首切りが待っているかもしれない。

「それは私にはわかりかねますが、両足を骨折し、片手の爪が全部はがれ、なおかつ肩を脱臼した人物に褒ほう賞しょうを与えてはいかがかと」

　誰よりも今回ぼろぼろになったのは、馬バ閃センに他ならない。あの男がいなかったら、里樹などつぶれた柿のようになっていただろう。

　布団をかき集める程度では受け止めきれないとわかっていた馬閃は、方法を変えたのだ。布団を一か所に集めず受け止める範囲を広げた。そして、それだけでは吸収しきれない衝撃をすべて自分が受けることにしたという。

　壬氏のことを被虐嗜好マゾだと思ったが、馬閃はさらにその上をいくかもしれない。壬氏曰く、「他人より痛みの度合いが薄い」と言っているが、それにしてもどうかと思う。

　ただ言えるのは、あの場で里樹を助けられたのは、馬閃以外に考えられないということだ。

　これを花はな街まちの妓ぎ女じょたちに話したら「運命よ！」と目を輝かせそうな話だ。

　そして、殿方に対して奥手だと思っていた里樹が、馬閃の胸に埋まってすすり泣いていた。それがどんな意味を示しているのかわからないほど野暮じゃない。壬氏は人払いをし、里樹が泣き止むまで待ってくれた。そのため、馬閃の治療が遅れたが、彼とてまんざらでもなかろう。

　里樹が寺に籠る期間は一年間、その後は実家に戻り妃の座は剥はく奪だつされることになった。ただ、実家にはお咎とがめはない。

　対して、馬閃に対する褒賞はなんでも望むものを与えようという。物なのか者なのか、帝の許す範囲内で好きなものが選べる。そして、そんな権限をすぐに決められるわけがないと猶予を与えた。その期間も一年間。

　一目惚れした若い男女、物語のような出会いがうまくいかないと思うだけに、苦笑いが浮かんだ。浮かびつつ、悪くないと思った。

　そして、もう一度あの悲恋物語を読んだ。結果、やはり納得できなかった。

　ただ、すべてがなにもかも丸く収まるというわけではない。

　あの西の女特使は、白パイ娘ニャン々ニャンの保護を頼んだ。罪人として捕まえた者をだ。

　その理由は……。

「姶アイ良ラの手の者ですから」

　もう一人の女特使、子シの一族と飛フェイ発ファの取引をしていたほうだ。そして、今までの騒ぎの元凶はその女だという。

　それだけでなく、女特使はさらに大胆なことを口にした。貿易か亡命か、二択を迫っていたのだが、なんと後者を選んだのだ。芋の栽培に躍起になっていた羅ラ半ハンはびっくりしただろう。

　そして、亡命という名をとりながら、彼女が提示した方法は。

「上級妃とは言いません、中級の位を与えてくれれば」

　堂々と入内すると言ってのけた。亡命という名を使うより、よっぽど穏おん便びんな方法に違いないが。

（どこまで本当で嘘なのか）

　猫猫にはわからない。もうその手のことは忘れて、ぼんやり昼寝をしたい。だが、壬氏がいる限りできないので早く帰ってもらえないかと思う。

　壬氏は壬氏で、帰る気はないらしい。露骨なふれあいはないものの、なにかいろいろ考えているようだ。

「これはなんだ？」

　壬氏が不格好な書物を手にする。蚯蚓みみずの干からびたような字で書いてあるそれは、壬氏でもなんだかわからないらしい。

「なんだと思います？」

「……碁か？」

　首を傾げながらも不格好な白黒の丸が並んであるのを見て答えた。

「もしかして、軍師殿か？」

「ええ」

　羅半が女特使の情報と引きかえにもってきたのだ。印刷所に知り合いがいるだろうと。

（引き受けてくれるかどうか）

　印刷の原作本を無理やり買い取ったし、たとえ引き受けてくれてもまず解読することからはじめないといけない。そこが一番厄介だ。普段なら無視して羅半に突っ返しているだろうが、不思議とこの不愉快な下手な字の本を受け取ってしまった。

　意外だな、という顔を壬氏がする。猫猫は、気にするなという意味で、鼻をふんと鳴らし、雨季に乾かない洗濯物を眺める目をした。

　このやり取りがいつまで続くだろうか。このままでいてほしい。

　あと、もう足の裏をくすぐるのは勘弁だ。やめてもらいたいと、足先を壬氏に隠すように座っている。

　壬氏はそんな猫猫の態度に気付いているのか、少しだけ余裕の笑みを浮かべていた。実に腹立たしい。

　さっさと帰れ、と視線を送っていると、戸が開かれた。

「おう、にいちゃん」

　趙チョウ迂ウがやってきた。壬氏は、こくりと頷うなずいて右手だけ挙げて挨あい拶さつした。

　趙迂は薬屋の中が狭いことも構いなしにずかずか中に入ってくる。そして、何をするかと思えば、猫猫の背中を指先でそっとなぞった。全身、鳥肌が立つ。

「知ってっか。そばかす、背中を指でつつぅってやるのすっげー弱いんだぜ。面白いだろ」

　なぜこんなときにそんな暴露をするのか、趙迂に拳骨を食らわせようと手を伸ばしたが、逃げられる。

「そうか」

　壬氏がにやりと笑った。そして。懐から財布を取り出すと銀の粒を趙迂に握らせた。子どものこづかいにしては多すぎる額だ。

「えっ？　なに？　にいちゃん、どうしたの？」

「ちょっと、おつかいに行ってくれないか。そうだなあ、ゆっくりでいいから」

　猫猫の目が点になる。

「おっ！　にいちゃん、やっぱ最高だ！」

「ゆっくりでいいぞ」

　壬氏も壬氏でそんなことを言い出す。

「趙迂！」

　悪餓鬼はもうここには用がないといわんばかりに出ていった。

　追いかけようと猫猫が体を乗り出すと、背中にぞくぞくっとする感触がした。

「じ、壬氏さま」

「ほう、本当に効くのだな」

　勝ち誇った笑みが浮かんでいる。

「まだまだ、借りは返していないからな」

　そういう青年の顔は、ひどく悪戯いたずらめいていた。
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